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鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

︱
︱
関
係
史
料
の
基
礎
的
な
整
理
の
た
め
に
︱
︱

西
　
　
村
　
　
安
　
　
博

ま
え
が
き

一
、
私
和
与
に
関
す
る
基
本
的
な
理
解

　

⑴　

石
井
良
助
博
士
の
理
解
と
そ
の
依
拠
史
料

　

⑵　

平
山
行
三
氏
の
理
解
と
そ
の
依
拠
史
料

　

⑶　

私
和
与
を
め
ぐ
る
近
時
の
理
解
の
あ
り
方
に
つ
い
て

二
、
私
和
与
を
め
ぐ
る
関
係
史
料
の
整
理

　

⑴　

私
和
与
の
語
が
明
記
さ
れ
る
史
料
（
Ａ
）

　

⑵　

私
和
与
の
意
味
を
間
接
的
に
理
解
す
る
上
で
参
照
さ
れ
得
る
史
料
（
Ｂ
）

　

⑶　

補　

遺
（
Ⓒ
）

あ
と
が
き
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和
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て

二
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四

ま
え
が
き

　

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
﹃
沙
汰
未
練
書
﹄

）
1
（

の
中
で

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一 　

私
和
與
事
、
雖
レ

書
二

-

載
何
樣
契
約
誡
詞
一

、
於
二

私
和
與
一

者
、
上
裁
之
時
、
被
レ

棄
二

-

置
之
一

、
但
任
二

和
與
狀
一

被
レ

成
二

御
下
知
者
一

、

不
レ

及
二

子
細
一

、

　

本
稿
で
は
、
こ
の
私
和
与
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
理
解
の
現
状
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
理
解
が
依
拠
す
る
史
料
に

つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
確
認
を
試
み
る
一
方
で
、
私
和
与
に
関
す
る
一
定
の
示
唆
を
与
え
得
る
史
料
と
し
て
考
え
ら
れ
る
関
係
史
料
を
あ
ら
た

め
て
指
摘
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
こ
ん
ご
私
和
与
に
関
す
る
法
制
史
的
な
理
解
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
を
行

う
こ
と
を
主
た
る
課
題
と
す
る
。

　

筆
者
は
以
前
に
、
幕
府
の
裁
判
手
続
に
お
い
て
認
可
申
請
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
和
与
が
後
に
生
じ
た
紛
争
事
案
に
お
い
て
私
和
与
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
る
可
能
性
の
問
題
に
関
し
て
少
し
く
言
及
す
る
機
会
を
得
る
と
と
も
に）

2
（

、
幕
府
裁
判
所
が
和
与
を
認
可
す
る
際
に
発
給
し
た
裁

許
状
（
下
知
状
）
以
外
の
裁
許
状
の
中
で
和
与
の
語
が
現
れ
る
文
書
、
す
な
わ
ち
﹁
和
与
の
成
立
し
た
の
ち
に
再
び
紛
争
が
発
生
し
た
場
合

な
ど
に
あ
ら
た
め
て
発
給
さ
れ
た
よ
う
な
裁
許
状
を
は
じ
め
と
し
て
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
和
与
そ
の
も
の
の
内
容
、
あ
る
い
は
和
与
の
事

実
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
裁
許
状
﹂
を
蒐
集
し
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
た
結
果
を
ま
と
め
る
機
会
を
得
た）

3
（

。
そ
し
て
、
そ
の
後
あ
ら

た
め
て
私
和
与
に
関
す
る
理
解
の
可
能
性
に
つ
い
て
少
し
く
愚
見
を
述
べ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
も
の
の）

4
（

、
そ
の
中
で
は
必
ず
し
も
明
瞭
な
説
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明
を
試
み
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
か
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
反
省
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
私
和
与
に
関
す
る
史
料
を
は
じ
め
と
し

て
、
そ
れ
以
外
の
私
和
与
に
関
係
す
る
史
料
を
も
広
く
蒐
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
和
与
に
関
す
る
史
料
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
直
す
こ
と

を
課
題
と
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
私
和
与
の
語
が
明
記
さ
れ
る
史
料
を
は
じ
め
と
し
て
、
筆
者
が
新
た
に
見
出
す
に
い
た
っ
て
い
る
と
こ

ろ
の
、
私
和
与
に
関
す
る
裁
判
手
続
法
上
の
意
義
を
よ
り
具
体
的
な
か
た
ち
で
解
明
し
て
い
く
た
め
に
も
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
関

係
史
料
を
も
含
め
て
私
和
与
に
関
係
す
る
史
料
の
基
礎
的
な
整
理
を
試
み
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
ん
ご
和
与
あ
る
い
は
私
和
与
に
関
す
る
理
解

を
深
め
て
い
く
た
め
の
前
提
と
な
る
基
本
的
な
素
材
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
思
う）

5
（

。

一
、
私
和
与
に
関
す
る
基
本
的
な
理
解

　

か
つ
て
石
井
良
助
博
士
あ
る
い
は
平
山
行
三
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
学
の
優
れ
た
実
証
的
研
究
に
よ
っ
て
和
与
あ
る
い
は
私
和
与
に
関
す

る
基
本
的
な
理
解
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
以
下
で
は
あ
ら
た
め
て
、
こ
ん
に
ち
得
ら
れ
て
い
る
私
和
与
を
め
ぐ
る
理
解
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
を
少
し
く
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

⑴
　
石
井
良
助
博
士
の
理
解
と
そ
の
依
拠
史
料

　

周
知
の
よ
う
に
、﹃
沙
汰
未
練
書
﹄
に
お
け
る
﹁
私
和
与
﹂
に
関
す
る
記
載
内
容
を
前
提
に
さ
れ
た
石
井
博
士
は
著
書
﹃
中
世
武
家
不
動

産
訴
訟
法
の
研
究
﹄（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
八
年
）
の
中
で
、
鎌
倉
幕
府
の
裁
判
手
続
法
に
お
け
る
和
与
あ
る
い
は
私
和
与
に
関
す
る
基
本

的
な
理
解
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
和
與
は
單
に
訴
訟
當
事
者
間
で
契
約
し
た
だ
け
で
は
、
訴
訟
法
上
の
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效
力
を
生
じ
な
い
。
之
が
爲
に
は
當
事
者
は
協
定
し
て
和
解
を
爲
す
と
共
に
、
和
與
狀
を
作
成
し
て
、
之
に
對
す
る
裁
判
所
の
認
可
を
受
け

ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
從
つ
て
和
與
狀
に
も
そ
の
旨
を
記
載
し
た
も
の
が
あ
る
。
裁
判
書
の
認
可
を
受
け
て
居
な
い
和
與
は
所
謂﹁
私
和
與
﹂

で
あ
つ
て
、
裁
判
所
は
後
の
訴
訟
に
於
て
之
に
拘
束
さ
れ
る
事
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。﹂（
二
六
八
頁
）
と
。

　

こ
の
上
で
、
幕
府
裁
判
所
に
よ
る
認
可
を
受
け
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
は
、﹁
代
理
人
が
不
利
な
（
自
己
の
側
が
讓
歩
す
る
）
和
與
契
約

を
締
結
す
る
が
爲
に
は
、
彼
は
本
人
よ
り
特
別
代
理
權
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
且
裁
判
所
に
擧
狀
を
提
出
し
て
そ
の
事
實
を
證
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
﹂（
二
六
九
頁
・
註
（
四
三
四
））
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　

当
時
に
お
い
て
和
与
が
認
可
さ
れ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
前
提
的
な
裁
判
手
続
は
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
が
、
他
方
で
裁

判
所
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
当
事
者
の
意
思
が
和
与
状
の
中
に
敢
え
て
記
載
さ
れ
る
恰
好
に
な
っ
て
い
る

一
つ
の
事
例
と
し
て
、﹁
高
野
山
文
書
﹂
嘉
暦
元
（
一
三
二
六
）
年
八
月
廿
一
日
附
紀
伊
国
南
部
荘
年
貢
米
和
与
請
文）

6
（

に
記
さ
れ
る
﹁
⋮
⋮
仍

爲
向
後
龜
鏡
、
爲
申
給
御
下
知
狀
如
件
⋮
⋮
﹂
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
二
七
〇
頁
・
註
四
三
五
）。

　

同
時
に
ま
た
、
和
与
成
立
の
た
め
に
一
方
当
事
者
か
ら
金
銭
（﹁
和
與
用
途
﹂）
の
支
払
い
が
予
定
さ
れ
て
い
る
事
案
に
お
い
て
は
、
た
と

え
裁
判
所
に
よ
っ
て
当
該
和
与
が
首
尾
良
く
認
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
費
用
が
完
済
さ
れ
な
い
間
は
和
与
内
容

を
履
行
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
旨
を
約
し
て
お
く
こ
と
の
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
二
七
〇
頁
・
註
四
三
五
、﹁
八
坂
神
社
文
書
（
建

内
文
書
三
）﹂
正
中
三
（
一
三
二
六
）
年
三
月
三
日
附
勝
算
請
文
↓
後
掲
史
料
⑳
Ⅱ
⒝
参
照
）。
こ
の
事
例
に
関
し
て
は
、﹁
尤
も
之
が
履
行
を
裁
判

所
に
訴
求
す
る
事
は
出
來
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
（
卽
ち
私
和
與
と
同
一
の
效
力
し
か
有
し
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
）。﹂（
二
七
〇
頁
・
註
（
四
三
五
））

と
の
解
説
が
附
さ
れ
る
中
で
、
当
該
和
与
に
対
し
て
裁
判
所
に
よ
る
認
可
が
与
え
ら
れ
な
い
間
は
裁
判
手
続
法
上
、
私
和
与
と
し
て
取
扱
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
一
方
で
石
井
博
士
は
、﹁
当
該
合
意
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が
再
発
し
た
こ
と
に
よ
り
訴
訟
が
再
度
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
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裁
判
所
が
あ
ら
た
め
て
判
断
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
際
に
審
理
が
行
わ
れ
た
結
果
、
当
該
合
意
の
内
容
が
そ
も
そ
も
﹁
認
可
を
受
け

て
な
い
和
与
﹂（
＝
﹁
私
和
与
﹂）
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
そ
の
判
断
に
お
い
て
当
該
和
与
の
内
容
に
拘
束

さ
れ
る
必
要
は
な
い
﹂
と
す
る
﹃
沙
汰
未
練
書
﹄
の
﹁
私
和
与
﹂
に
関
す
る
規
定
内
容
を
根
拠
に
、﹁
私
和
与
﹂
の
語
が
明
記
さ
れ
る
事
例

と
し
て
次
の
よ
う
な
史
料
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、﹁
高
野
山
文
書
﹂
建
治
元
（
一
二
七
五
）
年
十
二
月　

日
附
紀
伊
國
阿
弖
河
荘
地
頭
湯
淺
宗
親
陳
状
案
（
後
掲
史
料
Ⅰ
①
）
に

記
さ
れ
る
﹁
所
詮
、
按
察
房
請
所
職
事
、
號
私
之
和
與
、
令
變
改
﹂、﹁
高
野
山
文
書
﹂
建
治
二
（
一
二
七
六
）
年
七
月　

日
附
地
頭
湯
浅
宗

親
陳
状
案
（
後
掲
史
料
②
・
Ⅰ
⒞
）
に
記
さ
れ
る
﹁
一　

契
狀
事
、
彼
狀
云
、
兩
方
和
與
之
儀
、
無
跡
方
虛
誕
也
云
々
、
此
條
姧
謀
申
狀
也
、

如
按
察
阿
闍
梨
狀
者
、
紀
伊
國
阿
弖
河
御

請
所
事
、
所
詮
、
以
和
與
之
儀
、
上
下

公
用
百
八
貫
八
百
廿
三
文
者
請
佐
勢
申
候
了
云
々
［
以

和
字
模
漢
字
］、
此
狀
非
和
與
狀
哉
、
文
言
分
明
也
、
爭
今
可
諍
申
哉
、
就
中
、
被
破
私
和
與
事
、
傍
例
非
一
也
、
加
賀
國
安
弘

地
頭
與
預

所
中
分
和
與
事
被
破
之
、
加
之
、
淡
路
國
四
鳥

地
頭
與
預
所
條
々
和
與
事
、
爲
雄
島
餘
次
左
衞
門
尉
、
中
津
河
五
郞
左
衞
門
尉
之
奉
行
、

近
日
被
合
御
沙
汰
、
悉
被
破
了
、
此
上
者
何
限
按
察
阿
闍
梨
之
濫
訴
、
有
御
許
容
、
可
被
背
傍
例
哉
⋮
⋮
﹂、
あ
る
い
は
、﹁
高
野
山
文
書
﹂

嘉
暦
四
（
一
三
二
九
）
年
三
月
十
三
日
附
雜
掌
久
代
了
信
書
状
（
後
掲
史
料
③
・
Ⅰ
⒜
）
に
記
さ
れ
る
﹁
彼
先
年
和
與
事
、
爲
私
和
與
之
間
、

徒
事
也
﹂
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
同
時
に
ま
た
、﹁
私
和
与
﹂
の
語
こ
そ
明
記
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、﹁
私
和
与
﹂
に
密
接
に
関
係
す
る
史
料
と
し
て
﹁
相
良
家

文
書
﹂
正
安
四
（
一
三
〇
二
）
年
六
月　

日
附
肥
後
國
多
良
木
村
地
頭
代
申
状
案
（
後
掲
史
料
Ⅱ
⑤
）
に
記
さ
れ
る
﹁
相
互
存
和
談
儀
之
處
、

就
和
與
狀
、
號
不
給
御
下
知
狀
、
彌
云
押
領
、
云
濫
妨
、
云
對
捍
、
並
之
、
令
張
行
﹂、
あ
る
い
は
、
元
亨
二
（
一
三
二
二
）
年
正
月
十
二
日

附
新
編
追
加
第
二
七
九
条
（
後
掲
史
料
Ⅱ
⑥
）
に
記
さ
れ
る
﹁
一　

國
領
地
頭
等
可
濟
年
貢
事
⋮
⋮
次
同
所
領
請
所
事
、
前
々
蒙
下
知
預
御

口
入
地
之
外
者
、
可
顚
倒
、
但
康
元
々
年
以
前
者
、
雖
爲
私
和
談
、
不
可
有
相
違
、
弘
安
七
年
以
後
者
、
縱
帶
裁
許
狀
、
宜
任
國
司
之
意
焉
、﹂
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六
九
巻
七
号�

三
〇
〇

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
二
八

を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
以
上
は
二
七
〇
～
二
七
一
頁
・
註
（
四
三
六
）
参
照
）。

　

そ
の
一
方
で
、
当
事
者
あ
る
い
は
裁
判
所
が
私
和
与
に
つ
い
て
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
一
定
の
理

解
を
与
え
得
る
事
例
と
し
て
、
石
井
博
士
は
﹁
東
寺
百
合
文
書
﹂
延
慶
三
（
一
三
一
〇
）
年
十
二
月　

日
附
仁
和
寺
歡
喜
壽
院
寺
官
等
申
状

案
（
後
掲
史
料
④
・
Ⅰ
⒝
）
を
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
若
雖
私
和
與
、
相
互
書
與
狀
畢
、
爭
輙
可
違

約
哉
、
況
爲
上
裁
、
被
仰
定
之
處
、
忽
違
背
上
裁
、
任
雅
意
令
支
配
之
條
、
罪
科
難
遯
者
歟
﹂
と
の
文
言
に
注
目
す
る
中
で
、﹁
此
文
章
の

前
段
は
私
和
與
が
契
約
と
し
て
有
效
で
あ
る
事
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ
の
主
張
は
訴
人
の
單
な
る
申
狀
た
る
に
止
ま
り
裁

判
所
に
よ
つ
て
寀
用
さ
れ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
（
尤
も
此
場
合
に
は
訴
人
は
該
和
與
に
は
上
裁
あ
り
と
主
張
し
て
居
る
の
で
あ
る
か

ら
、そ
れ
が
眞
實
で
あ
る
限
り
私
和
與
が
有
效
な
り
や
に
就
て
裁
判
所
は
判
斷
を
與
へ
る
必
要
は
な
か
つ
た
譯
で
あ
る
が
）﹂（
二
七
一
頁
・
註（
四
三
七
））

と
。⑵

　
平
山
行
三
氏
の
理
解
と
そ
の
依
拠
史
料

　

平
山
行
三
氏
に
よ
っ
て
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
進
め
ら
れ
た
和
与
に
関
す
る
実
証
的
研
究
の
成
果
は
著
書
﹃
和
与
の
研
究
︱
鎌
倉
幕
府

司
法
制
度
の
一
節
︱
﹄（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）
に
お
い
て
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
い
て
は
和
与
を
認
可
す
る
か
否
か
の
審
査
が
行
わ
れ
て
い
た
と
の
自
説
を
強
調
す
る
平
山
氏
は
、﹁
和
与
を
許
さ
な

い
﹂
と
の
審
査
結
果
に
い
た
っ
た
場
合
が
現
実
に
生
じ
得
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、﹁
私
和
与
﹂
に
関
係
す
る
史
料
と
し
て
石
井
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
﹁
相
良
家
文
書
﹂
正
安
四
（
一
三
〇
二
）
年
六
月　

日
附
肥
後
国
多
良
木
村
地
頭
代
申
状
案
（
後
掲
史
料
Ⅱ
⑤
）
を
取
り
上
げ
る
中
で
、
当
該
文
書
に
記
さ
れ
る
﹁
⋮
⋮
就
和
与
状
、
号
不
給
御

下
知
状
⋮
⋮
﹂
に
関
し
て
、﹁
訴
人
は
濫
訴
を
起
し
、
や
が
て
和
解
を
申
し
込
み
、
成
立
し
そ
う
に
な
っ
た
が
、
御
下
知
を
給
わ
ら
ず
と
号
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し
て
押
領
や
濫
妨
を
行
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、﹁
号
給
御
下
知
状
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
事
は
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
が

和
与
を
許
さ
な
い
方
針
で
あ
る
こ
と
が
、
察
知
さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
﹂（
平
山
前
掲

書
一
一
四
頁
、
以
下
、
該
当
頁
を
記
す
）
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
が
注
目
さ
れ
た
文
言
の
理
解
に
は
誤
解
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
、
や
は
り
両
当
事
者
が
一
旦
和
与
状
を
交
わ
し
て
い
な
が
ら
も
、（
認
可
申
請
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
）
未
だ
に
認
可
の
裁
許

状
を
得
て
い
な
い
状
態
（﹁
私
和
与
﹂）
で
あ
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
方
が
正
確
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、﹁
私
和
与
﹂
に
関
し
て
は
﹁
祢
寢
文
書
﹂
元
亨
三
（
一
三
二
三
）
年
十
一
月
廿
九
日
附
鎮
西
裁
許
状
（
後
掲
史
料
⑩
）
を
取
り
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
平
山
氏
は
次
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、﹁
禰
寢
氏
一
族
の
相
論
で
、
清
保
と
清
任
ら
と
の
間
に
和
解
が
成
立
し
（
両
方
が
和
与
状
を
交
換
し
、
認
可
の
下
知
状
を
申
請
し

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
）
た
の
で
、
訴
訟
の
進
行
を
停
止
し
た
（
お
そ
ら
く
和
与
認
可
の
下
知
状
が
容
易
に
下
ら
な
か
っ
た
た
め
）
が
清
保
は
、（
当

事
者
の
間
で
和
与
が
成
立
し
た
の
に
）
認
可
の
下
知
が
下
ら
な
い
と
き
は
、﹁
私
和
与
﹂
に
な
る
か
ら
不
可
で
あ
る
と
申
し
立
て
を
し
た
た
め
、

理
非
を
糺
決
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
評
議
が
一
決
し
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
事
情
は
必
ず
し
も
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
清
保
が
﹁
不
可
依
私

和
与
﹂
と
申
し
立
て
を
し
た
事
は
、
当
事
者
の
間
で
和
与
が
成
立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
が
認
可
の
下
知
を
与
え
な
い
結
果
、﹁
私

和
与
﹂
が
生
ず
る
ケ
ー
ス
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。﹂（
一
一
五
頁
）
と
。

　

平
山
氏
は
こ
の
よ
う
に
、
訴
訟
両
当
事
者
間
に
和
与
が
成
立
し
両
当
事
者
が
裁
判
所
に
対
し
て
和
与
認
可
の
申
請
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
審
査
を
行
っ
た
裁
判
所
が
そ
れ
を
認
め
ず
、
結
果
と
し
て
和
与
を
許
可
す
る
裁
許
状
（
下
知
状
）
を
与
え
な
い
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
、

す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
﹁
私
和
与
﹂
が
生
じ
得
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
山
氏
の
説
か
れ
た
﹁
審
査
﹂
の
理
解
に
は
疑
問
な
点
が
多
く
、
筆
者
は
旧
稿）

7
（

に
お
い
て
少
し
く
論
じ
る
機
会
を
既
に

得
て
い
る
の
で
、
い
ま
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
詳
論
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
と
思
う
。
た
だ
し
、
次
に
示
す
内
容
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
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鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
三
〇

て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
今
一
度
確
認
を
要
す
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
あ
ら
た
め
て
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
﹁
沙
汰
未
練
書
﹂
が
定
義
す
る
﹁
私
和
与
﹂
は
広
い
意
味
に
お
い
て
、
①
そ
も
そ
も
幕
府
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
な
い
紛
争
事
案
の
中
で

成
立
し
た
和
与
、
あ
る
い
は
、
②
幕
府
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
訴
訟
事
案
の
中
で
成
立
し
た
和
与
で
あ
り
な
が
ら
﹁
下
知
（
＝
和
与
認
可

裁
許
状
）
を
得
て
い
な
い
和
与
﹂
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
と
り
わ
け
②
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
場
合
の
あ
り
得
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、（
ⅰ
）
当
事
者
間
で
は
﹁
和
与
﹂
が
成
立
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
降
﹁
和
与
認
可
申
請
﹂
を
行
わ
な
い
ま
ま

の
状
態
が
継
続
し
て
い
る
場
合
、（
ⅱ
）
現
実
に
﹁
和
与
認
可
申
請
﹂
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
裁
判
所
か
ら
未
だ
認
可
裁
許
状
の
下
付
を

受
け
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
場
合
、（
ⅲ
）﹁
和
与
認
可
申
請
﹂
を
行
っ
た
も
の
の
﹁
審
査
﹂
の
結
果
、
当
該
和
与
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
積
極

的
に
否
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
不
認
可
と
の
判
断
が
下
さ
れ
た
場
合
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

他
方
で
平
山
氏
は
、﹁
和
与
の
条
件
と
し
て
の
下
地
中
分
﹂
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
る
中
で
、﹁
高
野
山
文
書
﹂
嘉
暦
四
（
一
三
二
九
）

年
三
月
十
三
日
附
雑
掌
久
代
了
信
書
状
（
後
掲
史
料
Ⅰ
③
）
に
言
及
し
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
庄
園
の
惣
庄
に
亘
っ
て
一
挙
に
下
地
中

分
が
行
わ
れ
る
も
の
で
、
領
家
と
地
頭
の
間
に
荘
園
の
下
地
を
分
割
し
、
領
家
と
地
頭
と
が
、
そ
の
権
利
を
行
使
し
得
る
下
地
を
劃
然
と
せ

し
め
る
契
約
で
あ
る
。
こ
れ
は
領
家
地
頭
の
紛
争
の
永
久
的
解
決
の
手
段
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
後
半
に
和
与
の
条
件
と
し
て
各
庄
園
に
盛

ん
に
採
用
さ
れ
た
。
嚮
に
記
し
た
久
代
了
信
の
書
状
に
、﹁（
上
略
）
先
年
和
与
事
、
為
私
和
与
之
間
、
徒
事
也
、
就
中
、
彼
和
与
状
者
、
為

所
務
之
間
、
向
後
猶
年
貢
結
解
之
煩
不
可
断
絶
、
然
者
、
非
下
地
和
与
者
、
一
切
不
可
叶
（
下
略
）﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
領
家
の
法

廷
戦
術
に
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
た
一
節
で
あ
る
が
、
下
地
和
与
が
相
論
の
抜
本
的
解
決
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
⋮
⋮
播
磨
国
久
留
美
庄
に
お
い
て
和
与
に
よ
る
地
頭
請
所
が
成
立
し
た
時
の
、
地
頭
藤
原
秀
綱
の
請
文
に
、﹁
も
し
こ
の
契
約
に
背

い
て
請
料
用
途
な
ど
の
未
進
懈
怠
を
行
な
う
場
合
は
、
沙
汰
を
経
た
る
の
ち
中
分
せ
ら
る
べ
し
﹂
と
い
う
意
味
の
一
節
を
記
載
し
て
い
る
の

も
、
中
分
が
最
終
的
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。﹂（
一
六
七
～
一
六
八
頁
、
傍
線
筆
者
、
以
下
同
じ
）
と
。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
両
当
事
者
に
よ
る
主
張
の
応
酬
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
で
﹁
私
和
与
﹂
が
ど
の
よ
う
な

意
味
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
肝
腎
な
点
に
つ
い
て
は
、
平
山
氏
の
見
解
が
直
接
述
べ
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
の
は
誠

に
惜
し
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑶
　
私
和
与
を
め
ぐ
る
近
時
の
理
解
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

か
つ
て
佐
藤
進
一
博
士
は
、
著
書
﹃
古
文
書
学
入
門
﹄（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
一
年
〔
新
版･

新
装
版
、
二
〇
〇
三
年
〕）
の
中
で
、
石

井
博
士
の
示
さ
れ
た
理
解
を
踏
ま
え
る
か
た
ち
で
、﹁
こ
う
し
て
和
与
状
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
下
知
状
を
和
与
の
裁
許
と
い
い
、
こ
れ
の

な
い
和
与
は
﹁
私
和
与
﹂
と
い
っ
て
爾
後
訴
訟
法
上
不
利
益
を
蒙
っ
た
。﹂（
一
四
二
～
一
四
三
頁
）
と
説
い
て
お
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、

羽
下
徳
彦
氏
は
こ
の
趣
旨
を
受
け
る
か
た
ち
で
論
文
﹁
訴
訟
文
書
﹂

）
8
（

の
中
で
、﹁
和
与
は
、
実
は
和
与
状
の
作
成
、
両
当
事
者
の
署
判
と
奉

行
人
裏
封
だ
け
で
は
完
成
し
な
い
。
こ
の
和
与
状
を
承
認
す
る
判
決
が
下
ら
な
け
れ
ば
、
幕
府
法
上
の
効
力
は
発
生
し
な
い
の
で
あ
り
、
然

ら
ざ
る
も
の
は
私
和
与
と
い
っ
て
無
効
で
あ
る
。﹂
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
日
本
中
世
の
法
と
裁
判
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
国
制
史
的
な
関
心
か
ら
の
理
解）

9
（

が
与
え
ら
れ
る
中
で
は
、
石
井
博
士
の
示
さ
れ

た
﹃
沙
汰
未
練
書
﹄
に
お
け
る
﹁
私
和
与
﹂
に
関
す
る
理
解
が
前
提
に
さ
れ
、﹁﹁
和
与
﹂
は
認
可
の
﹁
下
知
﹂
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
的

な
効
力
を
付
与
さ
れ
る
﹂
こ
と
、
そ
し
て
﹁﹁
下
知
﹂
を
得
な
い
﹁
私
和
与
﹂
は
幕
府
法
廷
に
お
い
て
そ
の
効
力
を
主
張
で
き
な
い
﹂
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
結
論
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
末
期
鎌
倉
幕
府
の
制

に
お
い
て
は
、
私
的
契
約
が
公
的
に
有
効
と
さ
れ
る
に
は
﹁
下
知
﹂
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
う
し
た
手
続
を
経
な
い
﹁
私

和
与
﹂
が
ど
の
よ
う
な
特
約
を
伴
っ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
れ
が
公
的
な
幕
府
裁
判
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
場
合
は
、
私
的
特
約
は
顧
慮
さ
れ

る
こ
と
な
く
一
般
的
な
法
な
り
﹁
下
知
﹂
な
り
に
則
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。﹂（
一
五
九
頁
）
と
い
う
。
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こ
の
上
で
、﹁﹁
私
和
与
﹂
の
形
を
と
っ
た
当
事
者
の
合
意
に
基
づ
く
﹁
下
知
﹂
か
ら
の
逸
脱
﹂（
一
三
八
頁
）
と
し
て
あ
ら
た
め
て
﹁
私

和
与
﹂
が
理
解
さ
れ
る
中
で
は
、﹁﹁
私
和
与
﹂
と
い
え
ど
も
当
事
者
の
合
意
が
維
持
さ
れ
て
い
る
限
り
は
有
効
な
私
的
契
約
﹂
で
あ
る
こ
と
、

﹁
追
認
の
﹁
下
知
﹂
に
よ
っ
て
﹁
公
的
﹂
な
効
力
を
与
え
ら
れ
る
可
能
性
﹂
は
存
在
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
ま
た
、
弘
安
頃
に
成
立
し
た
と

さ
れ
る
﹁
下
知
違
背
之
咎
﹂
を
踏
ま
え
、﹁
認
可
の
﹁
下
知
﹂
を
得
た
﹁
和
与
﹂
に
対
す
る
違
背
が
﹁
下
知
違
背
之
咎
﹂
と
し
て
処
断
さ
れ

う
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
﹂（
六
六
～
六
七
頁
・
註
（
76
））
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
当
事
者
の
主
張
に
お
い
て
﹁﹁
私
和
与
﹂
た
る
こ
と
が
﹁
和
与
﹂
を
一
方
的
に
破
棄
す
る
根
拠
づ
け
に
用
い
ら
れ
た
﹂
事

例
（﹁
相
良
家
文
書
﹂
正
安
四
年
六
月　

日
附
肥
後
国
多
良
木
村
地
頭
代
申
状
案
＝
後
掲
史
料
Ⅱ
⑤
）、
あ
る
い
は
、﹁
私
和
与
﹂
で
あ
っ
て
も
た
や

す
く
違
背
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
当
事
者
の
主
張
が
み
ら
れ
た
事
例
（
延
慶
三
年
十
二
月　

日
附
仁
和
寺
歡
喜
壽
院
寺
官
等
申
状
案
＝
後
掲
史

料
Ⅰ
④
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
高
橋
一
樹
氏
は
論
文
﹁
訴
陳
状
の
機
能
論
的
考
察
﹂

）
（（
（

に
お
い
て
、﹁
相
良
家
文
書
﹂
正
安
四
年
六
月　

日
附
肥
後
国
多
良

木
村
地
頭
代
申
状
案
（
後
掲
史
料
Ⅱ
⑤
）
に
注
目
す
る
中
で
、﹁
訴
陳
状
で
の
応
酬
後
に
仲
人
を
介
し
て
当
事
者
間
で
﹁
私
和
与
﹂
を
成
立
さ

せ
、
裁
許
下
知
状
も
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。
後
年
こ
の
相
論
は
再
燃
し
て
（
中
略
、
当
該
［
筆
者
註
］）
訴
状
提
出
に
い
た

る
の
だ
が
、
和
与
成
立
後
の
経
過
か
ら
み
て
、
訴
人
に
は
陳
状
の
正
文
が
、
論
人
に
は
訴
状
の
正
文
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な

い
﹂（
三
三
六
頁
）
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
高
橋
氏
は
﹁
祢
寢
文
書
﹂
元
亨
三
年
十
一
月
廿
九
日
附
鎮
西
裁
許
状
（
後
掲
史

料
＊
⑩
）
を
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
は
﹁
評
定
会
議
の
後
に
﹁
私
和
与
﹂
が
成
立
し
、﹁
評
議
﹂
の
結
果
が
差
し
置
か
れ
た
事
例
﹂
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
訴
陳
状
に
関
し
て
は
﹁
当
事
者
に
残
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。﹂
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
三
六
一
頁
・

註
（
36
））。
し
か
し
な
が
ら
、｢

私
和
与｣

に
関
し
て
高
橋
氏
が
用
い
て
お
ら
れ
る
表
現
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
当
事
者
が
意
識
的
に
﹁
和
与
﹂

を
放
棄
す
る
代
わ
り
に
、
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
﹁
私
和
与
﹂
を
成
立
さ
せ
て
い
た
と
で
も
い
え
る
よ
う
な
状
況
を
想
定
す
る
こ
と
に
も
な
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る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
の
誤
解
を
恐
れ
な
が
ら
い
え
ば
、
当
事
者
の
認
識
と
し
て
は
あ
く
ま
で

和
解
と
し
て
の
和
与
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
仮
に
﹁
私
和
与
﹂
の
状
態
に
止
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
も
、

当
事
者
に
と
っ
て
そ
れ
は
単
に
和
解
を
意
味
す
る
和
与
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
遺
憾
な
が
ら

今
の
時
点
で
筆
者
に
は
明
確
に
し
得
る
た
め
の
用
意
が
な
い
。

　

他
方
で
、
赤
澤
春
彦
氏
は
論
文
﹁
紀
伊
国
阿
弖
河
荘
に
残
さ
れ
た
二
通
の
訴
状
正
文
︱
鎌
倉
期
に
お
け
る
訴
状
正
文
の
機
能
に
関
す
る
一

考
察
︱
﹂）
（（
（

に
お
い
て
、
氏
に
よ
っ
て
新
た
に
正
文
と
し
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
﹁
高
野
山
文
書
﹂
正
元
元
年
十
月　

日
附
紀
伊
国
阿

弖
河
荘
地
頭
湯
淺
光
信
訴
状
（﹃
大
日
本
古
文
書　

高
野
山
文
書
之
五
﹄
又
續
寶
簡
集
五
七
・
一
一
五
八
［
案
文
］）
お
よ
び
﹁
高
野
山
文
書
﹂（
文

永
四
年
頃
カ
）
紀
伊
国
阿
弖
河
上
下
荘
地
頭
訴
状
（﹃
大
日
本
古
文
書　

高
野
山
文
書
之
五
﹄
又
續
寶
簡
集
七
九
・
一
四
三
七
［
正
文
］）
に
は
六

波
羅
の
担
当
奉
行
人
に
よ
っ
て
﹁
書
銘
封
裏
﹂
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、か
よ
う
な
訴
状
正
文
の
両
通
が
論
人
側
（
領
家
寂
楽
寺
）

に
残
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
当
該
訴
状
正
文
の
両
通
と
文
永
七
年
お
よ
び
同
十
年
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
﹁
私
和
与
﹂
と
の

関
係
を
論
じ
る
中
で
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
（
後
掲
史
料
Ⅰ
②
な
ど
を
参
照
）。

　

す
な
わ
ち
、﹁
公
権
力
に
よ
る
法
的
な
効
力
が
付
与
さ
れ
な
い
私
和
与
の
場
合
、
論
人
は
そ
の
事
実
を
証
明
す
る
証
拠
を
自
力
で
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
後
日
に
な
っ
て
そ
の
相
論
を
訴
人
が
再
び
問
題
に
し
た
時
に
、
無
償
贈
与
を
条
件
に
和
与
を
結
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
当
事
者
間
で
解
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
私
和
与
の

事
実
を
証
明
す
る
た
め
の
担
保
で
あ
る
が
、
そ
の
担
保
と
し
て
論
人
は
訴
状
正
文
を
保
管
し
た
の
で
あ
ろ
う
。﹂（
三
五
～
三
六
頁
）
と
結
論

し
て
お
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
訴
陳
に
番
う
中
で
成
立
し
た
和
与
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
成
立
し
た
当
該
和
与

は
こ
れ
を
認
可
す
る
裁
許
状
が
発
給
さ
れ
る
状
況
に
は
お
か
れ
て
い
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
し
た
が
っ
て
﹁
私
和
与
﹂
の
効
果
を
保
証
す
る

有
効
な
証
拠
文
書
と
し
て
は
訴
状
正
文
両
通
を
唯
一
の
も
の
と
し
て
論
人
側
が
保
管
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
理
解
の
仕
方
は
、
あ
ら
た
め



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
〇
六

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
三
四

て
首
肯
さ
れ
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
と
と
も
に
、
赤
澤
氏
は
、﹁
特
に
鎌
倉
後
期
か
ら
幕
府
法
廷
へ
の
提
訴
が
急
激
に
増
加
す
る
に
従
っ
て
、
当
事
者
間
で
の
私
和

与
が
紛
争
や
相
論
を
解
決
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。﹂（
三
七
頁
）
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る）
（（
（

。
氏
は
、
そ
も
そ
も
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
な
い
紛
争
事
案
に
お
い
て
成
立
す
る
私
和
与
を
想
定

し
て
お
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
裁
判
手
続
が
進
行
す
る
中
で
成
立
し
な
が
ら
も
、
裁
判
所
に
対
す
る
認
可
申
請
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
ま
ま
、結
果
と
し
て
当
事
者
間
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
和
与
の
こ
と
を
前
提
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
の
指
摘
は
、
和
与
あ
る
い
は
私
和
与
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
中
で
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
べ
き
課
題
を
的

確
に
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
、　

私
和
与
を
め
ぐ
る
関
係
史
料
の
整
理

　

石
井
良
助
博
士
が
夙
に
指
摘
さ
れ
た
﹁
私
和
与
﹂
の
語
が
明
記
さ
れ
て
い
る
史
料
（
＝
Ⅰ
と
す
る
、
該
当
史
料
は
Ⅰ
①
あ
る
い
は
Ⅰ
②
⒞
の

よ
う
に
記
す
）、
お
よ
び
﹁
私
和
与
﹂
の
語
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、﹁
私
和
与
﹂
に
関
係
す
る
内
容
の
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
史
料
（
＝
Ⅱ
と
す
る
、
該
当
史
料
は
Ⅱ
⑤
の
よ
う
に
記
す
）
に
つ
い
て
は
前
章
に
お
い
て
少
し
く
確
認
を
試
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本

章
で
は
こ
れ
ら
の
文
書
に
加
え
て
、
筆
者
が
新
た
に
見
出
す
に
い
た
っ
た
関
係
史
料
を
指
摘
し
引
用
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

　

も
と
よ
り
関
係
史
料
の
多
く
は
歴
史
学
界
に
お
い
て
周
知
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
該
当
史
料
を
あ
ら
た
め
て
引
用
す
る
際
に
は
、

可
能
な
限
り
個
々
の
史
料
の
全
体
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。﹁
私
和
与
﹂
に
関
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
石
井

博
士
に
よ
る
実
証
的
な
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
て
来
て
い
る
研
究
成
果
の
中
で
は
、﹁
私
和
与
﹂
の
語
が
現
れ
る
箇
所
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の
み
に
絞
っ
て
該
当
史
料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
当
該
史
料
の
全
体
を
通
じ
て
﹁
私
和
与
﹂
の
実
態
や
そ
の
意
味
を
よ
り
正
確

な
か
た
ち
で
理
解
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
関
係
史
料
の
基
礎
的
な
整
理
を

主
た
る
課
題
と
す
る
本
稿
で
は
紙
幅
の
許
す
限
り
、﹁
私
和
与
﹂
に
関
係
す
る
個
別
史
料
の
全
体
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
を

試
み
た
い
と
思
う
。

　

本
章
に
お
い
て
は
ま
ず
、﹁
Ⅰ
﹂
に
関
し
て
、
こ
れ
に
関
係
す
る
史
料
と
し
て
新
た
に
見
出
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
も
の
（
＊
を
記
す
）
を
加

え
た
結
果
を
、
年
代
順
に
並
べ
て
整
理
す
る
か
た
ち
で
示
す
こ
と
に
し
よ
う
（
↓
Ａ
）。
次
に
、﹁
Ⅱ
﹂
に
関
し
て
も
同
様
の
方
法
を
取
る
こ

と
に
よ
り
、
現
時
点
で
見
い
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
﹁
私
和
与
﹂
を
理
解
す
る
た
め
に
参
照
さ
れ
得
る
関
係
史
料
（
＊
＊
を
記
す
）
を
示
し
て

お
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
（
↓
Ｂ
）。
そ
の
上
で
、﹁
和
与
﹂
お
よ
び
﹁
私
和
与
﹂
を
め
ぐ
る
裁
判
手
続
法
上
の
意
味
を
あ
ら
た
め
て
考
え

て
い
く
際
の
参
考
に
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
若
干
の
史
料
（
＊
＊
＊
を
記
す
）
に
つ
い
て
も
併
せ
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う
（
↓
Ⓒ
）。

⑴
　
私
和
与
の
語
が
明
記
さ
れ
る
史
料
（
Ａ
）

　

そ
こ
で
第
一
に
、
私
和
与
の
語
が
明
記
さ
れ
る
史
料
（
Ａ
）
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、
史
料
中
に
記
さ
れ
る
私
和
与
の

語
が
裁
判
手
続
上
、
訴
訟
当
事
者
あ
る
い
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
の
点
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
た
め
て
述
べ
る
機
会
を
得
た
い
と
思
う
。
そ
の
一
方
で
、
③
⒜
に
記
さ
れ
る
﹁
私
和
与
﹂
の
全
貌
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
和
与
状

（
案
文
）
が
③
⒝
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

＊
⑦　
「
高
野
山
文
書
」
年
月
日
不
詳
（
文
永
四
（
一
二
六
七
）
年
頃
カ
）
紀
伊
国
阿
弖
河
荘
雑
掌
陳
状
案（
（（
（

紀
伊
國
阿
弖
河
庄
雜
掌
重
申
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鎌
倉
幕
府
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判
に
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け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
三
六

欲
蒙
且
依
衟
理
且
准
傍
例
可
糺
返
旨
御
成
敗
、
爲
湯
淺
三
郞
左
衞
門
入
衟
成
佛
押
領
庄
務
依
打
止
御
年
貢
、
言
上
子
細
間
就
被
尋
下
捧
僞
陳
無

謂
事

副
進

　

二
通　

六
波
羅
御
敎
書

　

一
通　

成
佛
書
狀

件
條
言
上
先
了
、
成
佛
謀
陳
云
、
爭
可
被
背　

宮
御
所
來
納
⃝哉
云
々
、
此
條
極
僻
事
也
、
以
預
所
私
狀
所
取
來
納
、　

宮
御
所
爭
御
所
可
知
⻝
及
哉
、

彼
來
納
全
不
被
召　

宮
御
所
、
隨
不
可
懸
申
于
當
寺
家
者
也
、
且
成
佛
四
月
廿
三
日
付
文
永

三

書
狀
進
覽
之
（
中
略
）
⃝此條 

弘
長
三
年
請
所
事
、
依
爲
御

氣
色
、
被
成
下
廳
下
文
之
條
、
勿
論
之
間
、
不
論
申
之
、
而
⃝如
成
佛
所
進
狀
者
、
非
廳
御
下
文
、
前
預
所
米
持
王
之
和
字
狀
也
、
彼
狀
爲
躰
、
謀

計
之
旨
先
度
申
畢
、
而
無
是
非
不
論
申
之
由
、
載
陳
狀
之
條
、
無
謂
次
第
也
、
件
狀
倂
可
謂
乞
索
狀
、
其
故
者
、
依
爲　

宮
御
氣
色
、
可
懸
申
于

當
家
者
、
何
所
殘
所
當
米
可
拽
之
由
可
書
出
狀
哉
、
是一

、
次
弘
長
三
年
米
持
王
爲
預
所
時
者
、
被
成
下
廳
御
下
文
畢
、
然
而
不
調
之
間
（
中
略
）
而

米
持
王
雖
爲
預
所
、
不
顧
中
絶
之
儀
、
自
弘
長
三
年
至
文
永
三
年
相
繼
之
由
、
令
申
之
條
、
眼
前
謀
計
也
、
是二

、
米
持
王
童
形
也
、
非
奉
行
之
仁 

者
、
云
御
所
中
云
他
所
、
如
此
雜
務
爭
可
致
其
沙
汰
哉
、
太
見
苦
次
第
也
、
是三

、
米
持
王
與
成
佛
知
音
也
、
仍
以
成
佛
之
子
息
爲
米
持
王
猶
子
、

然
間
如
思
所
出
乞
索
狀
也
、
是四

（
中
略
）
然
者
弘
長
三
年
請
所
之
時
者
、
依
被
下
廳
御
下
文
、
全
不
論
申
、
中
絶
之
後
還
補
之
時
、
請
所
之
條
、
依

爲
預
所
私
和
與
、
不
被
下
廳 〻
下 〻
廳
御
下
文
之
間
、
爭
知
⻝
及
哉
、
然
而
有
御
存
知
之
旨
令
申
之
、
早
可
令
出
證
文
者
也
、

以
前
條
々
、
就
成
佛
之
僞
陳
、
重
言
上
如
斯
、
所
詮
領
家
各
別
之
上
者
、
不
帶
廳
御
下
文
之
間
、
請
所
事
不
被
知
⻝　

宮
御
所
之
旨
、
成
佛
兼
日

依
令
存
知
、
被
付
當
庄
於
寺
家
之
時
、
可

（
所
ヵ
）殘

所
當
米
可
拽
之
旨
、
乍
出
書
狀
、
僞
陳
之
趣
、
皆
以
前
後
相
違
之
上
者
、
早
所
抑
留
之
年
貢
、
速
可

被
糺
返
之
旨
、
爲
蒙
御
成
敗
、
重
言
上
如
件
、
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三
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九

二
三
三
七

﹁
（
裏
書
）被

召　

宮
來
納
事　

成
佛
文
永
三
年
四
月
廿
三
日
狀
事　

弘
長
三
年
請
所
事
雜
掌
不

論
申
云
　々

地
頭
所
進
假
名
狀
七
通
事　

地
頭
依
非
法
改
易
請
所
事

　

非
法
事
申
六
波
羅
殿
狀
事
文
永
二

十
五
　

後
年
可
懸
事　

上
下
同
事
今
年
五
月
卅
日
召
文
事　

去
年
同
狀
九
月

三
日
﹂

Ⅰ
①　
「
高
野
山
文
書
」
建
治
元
（
一
二
七
五
）
年
十
二
月　

日
附
紀
伊
国
阿
弖
河
荘
地
頭
湯
浅
宗
親
陳
状
案（
（（
（

六
條
都
少
兵
衞
督
殿
所
領

紀
伊
國
御
家
人
湯
淺
三
郞
左
衞
門
次
郞
藤
原
宗
親
重
陳
申

當
國
阿
弖
川
庄
給
主
按
察
阿
闍

［
不
知
實
名
］

梨
非
啻
違
背
本
所
代
々
御
契
狀
、
剩
又
於
條
々
惡
行
者
、
一
向
失
陳
方
上
結
句
以
關
東
之
平
均
御
式
目
、
号
謀

書
申
請
奉
行
人

兵
藤
圖
書
入
衟

周
東
太
郞
兵
衞
入
衟
裏
封
畢

（
爭
）、

如
此
重
々
所
犯
未
贖
申
以
前
、
雜
掌
先
安
堵
于
庄
家
、
於
自
餘
條
々
者
追
可
明
申
由
、
恣
致
逆
訴
無

謂
子
細
事
、

副
進

　

一
通　

本
所
櫻
井
宮
御
契
狀

　

一
通　

關
東
平
均
御
式
目

　

三
通　

米
持
王
奉
書

　

二
通　

按
察
房
契
狀

　

一
通　

就
雜
掌
所
進
預
所
補
任
注
文
爲
非
例
注
文

右
當
庄
預
所
職
者
、
地
頭
依
于
別
功
、
賜
本
所
御
契
狀
之
後
、
往
年
以
來
、
宗
光
、
住
心
、
成
佛
、
宗
親
、
四
代
之
間
、
六
十
餘
年
、
令
兼
帶
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与
に
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い
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二
三
三
八

之
條
、
委
載
先
陳
畢
、
云
預
所
職
根
本
由
緒
、
云
任
快
按
察
房
濫
吹
惡
行
、
皆
以
失
陳
方
上
、
承
伏
條
々
、

一　

宗
光
追
討
本
所
敵
對
長
安
助
光
之
間
、
依
勳
功
之
賞
、
拜
領
預
所
職
事
、

一　

嵯
峨
宮
御
時
、
依
靜
□

（
法
）院

修
造
之
功
、
住
心
可
令
二
代
相
傳
之
由
、
被
仰
下
事
、

一　

 

當
庄
本
家
寂
樂
寺
破
壞
之
時
、
住
心
修
造
堂
舍
、
造
立
本
尊
幷
四
天
王
、　

供
養
節
之
間
、
於
當
職
者
、
子
々
孫
々
不
可
相
□
之
由
、
去
嘉

禎
年
中
、
賜
御
契
狀
事
、

一　

就
彼
契
狀
、
住
心
數
十
年
知
行
事
、

一　

追
母
尼
住
心
之
跡
、
成
佛
數
十
年
知
行

　
　

當
職
無
相
違
事
、

一　

去
正
元
元
年
中
、
戸
賀
井
法
眼
不
知

實
名
掠
給
當
職
、
令
訴
申
地
頭
兼
帶
武
家
之
家

（
處
ヵ
）、

領
家
存
和
与
之
儀
、
被
止
訴
訟
事
、

一　

 

櫻
井
宮
御
存
日
之
間
者
、
宗
親
知
行
無
相
違
、
櫻
井
宮
御
入
滅
之
後
、
任
快
号
領
家
職
相
傳
之
由
、
地
頭
可
止
預
所
兼
帶
之
由
、
令
訴
申
六

波
羅
殿
之
處
、
御
評
定
之
後
、
地
頭
者
帶
宮
御
契
狀
申
之
、
任
快
者
任
胸
臆
申
之
、
仍
可
□

（
停
）止

任
快
濫
訴
之
由
、
被
仰
下
事
、

一　

宗
親
追
父
跡
、
當
職
無
相
違
、
數
年
知
行
事
、

　
　

已
上
八
个
條
、
云
預
所
職
、
云
請
所
職
、
地
頭
兼
帶
之
條
、
雜
掌
不
及
一
口
之
陳
狀
矣
、

一　

任
快
乱
入
庄
家
、
放
入
下
部
於
地
頭
之
舘
、
三
个
日
之
間
敷
居
天
、
破
却
住
屋
、
令
追
捕
補

（
捕
）資

材
雜
物
事
、

（
中
略
）

一　

當
國
惡
黨
人
荒
川
彌
四
郞
爲
時
、
依
六
波
羅
殿
仰
、
湯
淺
二
郞
左
衞
門
入
衟
相
共
令
召
進
之
處
、
打
止
米
馬
等
事
、

一　

 

任
快
依
當
國
遠
田
庄
事
、
背
關
東
御
下
知
、
致
狼
藉
之
間
、
依
彼
地
頭
之
訴
、
自
關
東
召
賜
任
快
之
由
、
被
成
召
文
之
處
、
任
快
俄
蒙
本
所

御
勘
氣
、
被
召
返
彼
遠
田
庄
了
、
而
任
快
之
子
息
按
察
房
、
如
此
及
惡
行
之
上
者
、
早
任
文

（
先
ヵ
）之

例
、
不
被
召
返
當
ら職

欤す
者
、
地
頭
輩爭
可
令
安

（
違
）

〻
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二
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九

堵
哉
事
、
以
上
十
个
條
、
任
快
幷
按
察
房
罪
科
、
令
注
進
言
上
之
處
、
無
陳
方
之
上
者
、
更
不
可
有
御
不
審
、

以
前
十
八
个
条
、
宗
親
立
由
緒
、
勒
子
細
、
粗
令
陳
申
之
處
（
中
略
）
凡
宗
親
所
申
之
肝
心
者
、
先
當
庄
預
所
幷
請
所
職
者
、
地
頭
令
兼
帶
哉
事事
、

云
根
本
由
緒
、
云
代
々
先
規
、
或
捧
本
所
御
契
狀
、
或
帶
預
所
和
与
狀
、
乍
爲
地
頭
之
身
、
引
預
所
々
務
加
倍
天
、
四
代
相
傳
、
及
六
十
餘
年
之
上
者
、

今
更
以
何
誤訴
、
宗
親
可
被
改
替
哉
之
由
、
所
令
言
上
也
、
但
如
雜
掌
令
申
狀
者
、
宗
親
可
事
、
於
文
永
十
年
和
字
狀
云
、
爲
預
所
恩
顧
之
間
、
可

任
彼
意
之
由
、
載
之
上
者
、
改
易
之
條
、
難
違
背
云
々
、
此
條
無
謂
申
狀
也
、
彼
宗
親
之
狀
者
、
全
非
懇
望
之
怠
狀
者
也
、
先
年
戸
賀
井
法
眼
濫

訴
之
時
、
宗
親
捧
米
持
王
奉
書
十
一
通
令
言
上
之
處
、
被
弃
置
雜
掌
之
訴
訟
、 　
　
　
　
　

 

地
頭
、
且
依
武
家
御
成
敗
之
旨
、
且
任
代
々
奮
規
、

知
行
當
職
處
□

（
仁
）、

任
快
如
先
段
申
、
違
背
武
家
御
下
知
趣
、
乱
入
庄
家
、
致
過
分
狼
藉
之
間
、
宗
親
訴
申
六
波
羅
殿
之
處
、
任
快
等
恐
自
科
之
餘
、

去
文
永
七
年
七
月
之
比
、
存
和
与
之
儀
、
可
爲
請
所
之
由
、
按
察
房
出
狀
之
間
、
宗
親
雖
不
散
鬱
訴
、
爲
全
庄
務
、
令
領
狀
了
、
凡
預
所
後得
分
者
、

上
下
村
雖
及
六
十
余
貫
、
令
和
与
之
上
者
、
不
存
損
得
、
渉
年
序
之
處
、
同
十
年
按
察
房
与
宗
親
、
自
今
以
後
、
不
可
有
隔
心
之
由
致
芳
談
之
間
、

任
彼
案
文
、
書
与
之
畢
、
此
條
全
不
可
備
龜
鏡
者
也
、
是
則
就
按
察
房
所
出
文
永
七
年
和
与
狀
天
、
宗
親
又
存
向
後
和
融
之
儀
、
所
令
之書
与
也
、

雜
掌
今
取
出
宗
親
之
狀
許
志
天
、
号
請
文
、
妄
擬
令
改
易
之
條
、
甚
以
猛
惡
也
、
凡
他
人
一
与
之
物
者
、
相
互
不
悔
返
之
條
、
平
均
被
定
置
者
歟
、

雜
掌
我
之
理
運
乃
文
書
於
波
備
之
、
宗
親
得
理
之
契
狀
於
波
隱
密
志
天
、
先
可
安
堵
之
由
、
令
種掠
申
之
條
、
矯
餝
之
構
顯
然
也
、
所
詮
請
所
和
与
事
、

按
察
房
破
和
与
之
儀
、
致
種
々
非
法
惡
行
之
條
、
申
先
段
了
、
此
上
者
、
宗
親
之
請
文
、
以
何
好
可
令
備
進
哉
、
不
足
言
也
、
於
自
今
以
後
者
、

只
任
本
所
二
代
之
御
契
狀
、
以
預
所
職
、
如
本
可
被
付
于
地
頭
者
也
、
抑
如
文
永
五
年
四
月
廿
五
日
關
東
平
均
御
式
目
者
、
請
所
事
、
廿
个
年
無

相
違
者
、
今
更
不
可
有
神〻
亂〻
云
々
、
宗
親
所
立
申
者
、
規
模
之
肝
心
、
只
在
此
事
、
當
職
已　

四
代
之
星
霜
、
知
行
又
經
六
十
餘
年
畢
、
凡
度
々

勳
功
、
代
々
奉
公
、
忠
懃
異
他
之
上
者
、
輙
難
被
改
易
之
上
、
關
東
之
平
均
御
式
條
炳
焉
之
處
、
宗
親
幸
奉
遇逢
明
時
之
德
政
、
爭
不
守
父
祖
之
累

跡
哉
、
爰
如
雜
掌
申
者
、
彼
式
目
者
、
一
向
爲
謀
書
之
上
者
、
被
封
裏
天
、
可
下
預
之
由
、
令
申
請
之
間
、
奉
行
人
近兵
々
藤
圖
書
入
衟
周
東
太
郞

兵
衞
入
衟
令
封
裏
了
、
訴
訟
習
爲
傍
例
、
令
尋
進
如
此
之
御
下
知
案
者
傍
例
也
、
以
實
書
爲
謀
書
之
由
令
申
之
條
、
難
遯
其
咎
哉
、
次
御
年
貢
抑

〻

〻

〻〻

〻

違
亂

〻
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お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
四
〇

留
由
事
、
存
外
之
申
狀
也
、
重
代
公
文
爲
令
徴
納
之
上
者
、
宗
親
依
何
可
有
抑
留
之
儀
哉
、
子
細
載
先
陳
狀
了
、
所
詮
按
察⃝

請
所
職
事
、
号
私

之
和
与
、
令
變
改
者
、
宗
親
又
令
變
改
條
端

（
マ
ヽ
）、

且
依
關
東
平
均
御
式
目
、
且
任
本
所
代
々
御
契
狀
、
於
預
所
職
者
、
地
頭
之
兼
帶
不
可
有
相
違
之
由
、

欲
被
仰
下
、
將
又
至
按
察
房
之
者
、
條
々
惡
行
之
次
專

（
第
ヵ
）欲

有
御
任

（
注
）進

關
東
、
仍
重
粗
粗
陳
上
如
件
、

　
　
　
　
　
　

建
治
元
年
十
二
月　

日

②（
（（
（

＊
⒜　
「
高
野
山
文
書
」
建
治
二
（
一
二
七
六
）
年
六
月　

日
附
紀
伊
国
阿
弖
河
荘
雑
掌
注
進
状
案

其 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

有
御
所
望
、
其
代
官
ニ
ハ
可
預
給 　
　
　
　
　
　

 

懇
望
□

［
之
ヵ
］間

、

□
宗
氏
之
申
狀
、
申
上
子
細
之
時
、
依
爲
御
寵
童
、
無
左
右
宛
給
彼
庄
了
、
而
之
間
宗
氏
着
員
數
私
請
サ
セ
了
、
今
宗
親
所
進
之
狀 　
　
　
　

 

　
　

私
狀
也
、
全
非
御
敎
書
、
是
□

元
年 　
　
　

 
文
永
二
年
依
宗
氏
條
々
非
法
、
米
持
王
訴
申
六
波
羅
殿
、
被
下
御
敎
書
、
副
具
書
案

幷
宗
氏
請
文
櫻
井
宮
御
時
、

被
下
預
所
了
、
全
非
請
所
之
儀
、
次
文
永
三
年
宮
御
入
滅
之
間
、
其
御
跡
圓
滿
院
宮
有
御
相
傳
之
刻
、
寂
樂
寺
領
、
依
別
相
傳
、
宰
相
法
印
令

拜
領
之
時
、
雜
掌
四
郞
左
衞
門
尉
、
景
實
、
自
文
永
三
年
、
至
于
同
五
年
知
行
之
、
文
永
六
年
按
察
阿
闍
梨
自
法
印
御
房
給
之
、
子
息
也
、
其
時

雜
掌
大
夫
阿
闍
梨
、
印
顯
、
同
七
年
宗
親
、
種
々
大
望
申
間
、
雖
宛
給
、
依
御
年
貢
未
進
、
被
召
返
、
馬
入
衜
願
蓮
宛
給
之
、
願
蓮
知
行
、
而

又
同
十
年
、
宗
親
懇
望
之
狀
注
進
之
間
、
雖
預
給
之
、
百
姓
等
皆
悉
迯
亡
天
、
不
安
堵
之
間
、
被
召
返
、
宛
給
從
蓮
之
時
、
掠
申
請
所
之
由
、

令
追
出
當
雜
掌
從
蓮
房
、
櫻
井
宮
御
代
、
四
人
預
所
知
行
之
條
顯
然
也
、
當
御
代
二
人
、
雜
掌

四
人
、

右
爲
御
存
知
、
粗
注
進
如
件
、

　
　
　
　
　

建
治
二
年
六
月　

日

房



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
一
三

二
三
四
一

＊
⒝　
「
高
野
山
文
書
」
建
治
二
年
六
月　

日
附
紀
伊
国
阿
弖
河
荘
雑
掌
訴
状
案

紀
伊
國
阿
弖
河
庄
雜
掌
重
言
上

　

當
庄
上
村
地
頭
宗
親
追
出
雜
掌
條
露
顯
上
者
先
任
文
永
十
年
宗
親
請
文
被
停
止
濫
妨
於
謀
書
罪
科
者
可
被
注
申
關
東
子
細
事

　

副
進

　
　

一
通　

宗
親
請
文　

文
永
十
年
八
月　

日

雜
掌
職
事
向
後
可
爲
本
所
御
計
之
由
載
之

　
　

一
通　

宗
親
謀
書
式
目　
文
永
五
年

四
月
廿
五
日

　
　

一
通　

關
東
御
敎
書　
　

）

同
年
二
月
廿
六
日

爲
⃝
准
據
備
之

　
　

一
通　

官
長
者
有
家
狀　
二
月
十
日

爲
謀
書
證
據
備
之

　
　

一
通　

代
々
雜
掌
入
部
注
文　
爲
請
所
不
經
廿
个
年
之

條
見
此
狀

右
當
庄
所
務
事
、
宗
親
濫
妨
之
條
、
度
度
言
上
先
畢
、
仍
不
能
巨
細
、
抑
如
宗
親
申
狀
者
、
櫻
井
宮
御
時
、
爲
請
所
過
廿
箇
年
之
由
令
申
之
條
、

極
虛
誕
也
（
中
略
）
宗
親
令
同
宿
相
語
人
、
構
出
謀
書
之
條
、
無
其
隱
、
旁
勿
論
之
次
第
也
、
所
詮
自
去
年
一
向
打
止
雜
掌
之
所
務
、
已
兩
年
之
間
、

嚴
重
之
寺
　
、
本
所
之
御
公
事
、
悉
闕
怠
、
冥
慮
難
測
歟
、
文
永
十
年
請
文
分
明
之
上
者
、
怠忩
被
合
御
評
定
、
可
入
部
雜
掌
之
由
、
被
成
御
下
知

之
後
、
於
御
式
目
謀
作
之
罪
科
者
、
追
被
注
申
關
東
、
欲
被
改
易
地
頭
職
、
仍
言
上
如
件
、

　
　
　
　
　

建
治
二
年
六
月　

日

Ⅰ
⒞　
「
高
野
山
文
書
」
建
治
二
年
七
月　

日
附
紀
伊
国
阿
弖
河
荘
地
頭
湯
浅
宗
親
陳
状
案

ヒ



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
一
四

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
四
二

　

紀
伊
國
阿
弖
川
庄
地
頭
藤
原
宗
親
重
陳
申

　
　
　

雜
掌
重
申
狀
彌
難
遁
罪
科
子
細
事

一　

雜
掌
入
部
事

　
　

 

右
弘
長
以
後
、
破
御
契
狀
等
、
雖
被
入
御
使
、
地
頭
請
所
不
可
被
顚
倒
之
間
、
不
叙
用
之
上
者
、
入
部
之
号
不
足
言
之
由
、
先
度
委
令
言
上
了
、

重
状
云
、
無
得
替
之
儀
者
、
何
文
永
十
年
令
書
出
慇
懃
請
文
乎
云
々
、
此
條
先
度
如
言

（
上
脱
ヵ
）、

按
察
阿
闍
梨
稱
給
預
所
、
可
令
庄
務
之
由
雖
令
申
、

不
叙
用
之
、
令
支
申
之
内
、
依
爲
難
治
、
如
元
可
爲
請
所
之
旨
申
之
、
出
和
與
狀
了
、
仍
宗
親
同
所
出
和
與
狀
也
、
雖
然
、
於私和
與
者
、
共

以
令
破
之
上
者
、
不
及
宗
親
請
文　

簡
者
哉
、
此
等
子
細
事
奮
了
、
次
御式目
案
事
、
立
申
證
人
等
、
可
有
御
尋
之
由
、
重
々
重言
上
了
、
而
不

論
申
之
由
令
申
之
條
、
如
何
迷
是
非
者
歟
、
凡
所
書
出
之
仁
在
之
、
令
存
知
之
奉
行
人
等
現
在
也
、 　　
　
　

 

宗
親
令
謀
作
否
、
所
詮
仰

上
裁
者
也
、
其
上
雖
非
關
東
御
口
入
、
經
年
序
、
地
頭
請
所
不
可
被
改
之
條
、
傍
例
也
、
御
下
知
狀
先
進
了
、
云
彼
云
此
、
雜
掌
之
非
論
、

爭
不
被
弃
置
哉
、
次
陸
奧
守
殿
御
時
、
被
弃
置
雜
掌
訴
訟
由
事
、
歬
雜
掌
之
時
、
重
々
被
經
御
沙
汰
之
後
、
被
弃
置
之
條
顯
然
也
、
奉
行
人

後
藤
左
衞
門
入
衟
見
佛
⃝現在也
、
有
御
尋
者
、
不
可
有
其
隱
矣
、

一　

契
狀
事

　
　

 

彼
狀
云
、
兩
方
和
與
之
儀
、
無
跡
形
虛
誕
也
云
々
、
此
條
姧
謀
申
狀
也
、
如
按
察
阿
闍
梨
狀
者
、
紀
伊
國
阿
弖
河
御
庄
請
所
事
、
所
詮
以
和

與
之
儀
、
上
下
庄
公
用
百
八
貫
八
百
廿
三
文
請
佐
勢
申
候
了
云
々
、

以
和
字

摸
漢
字
、
此
狀
非
和
與
狀
哉
、
文
言
分
明
也
、
爭
今
可
諍
申
哉
、
就
中
被
破

私
和
與
事
、
傍
例
非
一
也
、
加
賀
國
安
弘
庄
地
頭
與
預
所
中
分
和
與
事
被
破
之
、
加
之
、
淡
路
國
四
鳥
庄
地
頭
與
預
所
條
々
和
與
事
、
爲
雄

島
余
次
左
衞
門
尉
中
津
河
五
郞
左
衞
門
尉
之
奉
行
、
近
日
被
合
御
沙
汰
、
悉
被
破
了
、
此
上
者
何
限
按
察
阿
闍
梨
之
濫
訴
、
有
御
許
容
、
可

被
背
傍
例
哉
、
早
且
任
先
傍
例
被
弃
破
之
、
且
守
櫻
幷
宮
御
契
狀
之
旨
、
如
元
可
致
沙
汰
之
由
、
欲
被
仰
下
矣
、

一　

謀
書
由
事

〻



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
一
五

二
三
四
三

　
　
（
中
略
）

　
　

 

宗
親
苟
爲
重
代
奉
公
之
御
家
人
、
今
爲
雜
掌
被申
付
如
此
之
無
實
、
生
涯
之
瑕
瑾
、
何
事
過
之
哉
、
早
殊
被
經
嚴
密
之
御
沙
汰
、
速
欲
蒙
御
成

敗
矣
、
仍
粗
重
披
陳
言
上
如
件
、

　
　
　
　
　
　

建
治
二
年
七
月　

日
廿
一
日
到
來

④（
（（
（

＊
⒜　
「
東
寺
百
合
文
書
」
延
慶
二
（
一
三
〇
九
）
年
十
一
月　

日
附
東
寺
供
僧
雑
掌
重
陳
状
案

﹁
二

（
端
裏
書
）答

状
案　
歡
喜
壽
院
事
﹂

東
寺
供
僧
雜
掌
重
弁
申

　
　

爲
歡
喜
壽
院
寺
官
等
、
背
先
例
、
致
非
分
濫
訴
無
道
間
事
、

　

副
進

　
　

一
通　

當
寺
公
文
与
歡
喜
壽
院
公
文
相
儀
所
定
狀
案
先
進
了

右
、
重
訴
狀
云
、
毎
度
令
披
見
者
、
可
有
何
不
審
哉
、
何
又
可
有
莫
太
未
進
哉
云
々

取
詮
、
此
条
、
先
度
如
令
言
上
、
任
所
定
狀
、
毎
度
相
副
庄
家
送 

文
、
所
令
運
送
也
、
就
其
、
随
到
來
之
員
數
勘
十
五
分
之
一
、
寺
官
等
至
于
今
所
請
取之也
、
同
狀
云
、
満
十
石
者
不
可
及
訴
訟
云
々

取
詮
、
此
条
姧
謀
也
、

随
到
來
之
員
數
、
令
運
送
十
五
分
之
一
上
者
、
就
何
篇
、
可
及
上
訴
哉
、
所
詮
、
云
年
々
送
文
、
云
寺
官
等
請
取
、
令
現
在
上
者
、
任
相
儀
所
定
狀
、

被
遂
結
解
日
、
眞
僞
忽
可
令
露
顯
者
哉
、
就
中
、
自
去
乾
元
年
中
、
於
新
地
頭
下
地
以
下
致
違
亂
、
結
句
押
取
御
年
貢
之
間
、
旁
以
所
令
減
少
也
、

其
上
至
近
年
者
、
毎
年
損
亡
在
之
間
、
付
彼
付
之
、
令
御
年
貢
減
少
者
也
、
而
至
當
年
者
、
殊
以
大
損
亡
也
、
世
以
無
其
隱
、
然
者
、
早
爲
被
停

止
歡
喜
壽
院
寺
官
等
非
分
濫
訴
、
重
披
陳
重
言
上
如
件
、



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
一
六

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
四
四

　
　
　
　
　
　

延
慶
二
年
十
一
月　

 

日

Ⅰ
⒝　
「
東
寺
百
合
文
書
」
延
慶
三
（
一
三
一
〇
）
年
十
二
月　

日
附
仁
和
寺
歓
喜
寿
院
寺
官
等
申
状
案

﹁
歡

（
端
裏
書
）喜

壽
院
寺
官
申
狀
案
延
慶
三
十
二
月
﹂

歡
喜
壽
院
寺
官
等
謹
言
上

　

欲
早
去
正
安
三
年
任
被
定
置
旨
、
一
石
別
八
升
九
合
宛
可
支
配
由
、
嚴
密
被
仰
下
太
良
庄
寺
用
米
事

副
進

　

一
通　

正
安
三
年
治
定
支
配
狀
案

　

一
通　

當
年
送
文
案
在
庄
家
送
文

右
、
當
庄
役
歡
喜
壽
院
修
二
月
米
事
、
東
寺
方
年
々
無
故
令
抑
留
之
間
、
度
々
被
經
御
沙
汰
之
上
、
爲
無
向
後
之
煩
、
去
正
安
三
年
兩
寺
々
官
相
逢
、

定
向
後
之
儀
、
百
石
到
來
之
時
八
石
九
斗
可
送
進
當
寺
之
由
、
東
寺
公
文
捧
請
文
之
間
、
被
召
下
之
處
、
動
背
彼
狀
、
致
自
由
未
進
之
間
、
近
年

雖
訴
申
、
未
預
分
明
御
成
敗
之
間
、
寺
官
等
疲
無
供
之
勤
、
及
御
願
違
亂
之
處
、
如
當
年
十
一
月
廿
日
庄
家
送
文
者
、
京
定
六
十
六
石
九
斗
余
云
々
、

如
當
寺
修
二
月
米
送
文
者
四
石
四
斗
六
舛
云
々
、
以
之
勘
合
之
、
僅
五
分
之
一
也
、
若
雖
私
和
与
、
相
互
書
与
契
狀
畢
、
爭
輙
可
違
約
哉
、
況
爲

上
裁
被
仰
定
之
處
、
忽
違
背
上
裁
、
任
雅
意
令
支
配
之
條
、
罪
科
難
遯
者
歟
、
犯
用
已
露
見
之
上
者
、
早
正
安
年
中
以
所
米
積
未
進
遂
結
解
、
被

糺
返
之
、
至
向
後
者
、
差
下
寺
官
、
可
直
納
之
由
、
可
被
仰
下
哉
、
不
然
者
御
沙
汰
更
不
可
有
盡
期
歟
、
欲
預
急
速
御
成
敗
矣
、
仍
言
上
如
件
、

　
　
　
　
　
　

延
慶
三
年
十
二
月　
　

日
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鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
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い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
一
七

二
三
四
五

⑧（
（（
（

＊
⒜　
「
島
津
家
文
書
」
文
保
二
（
一
三
一
八
）
年
三
月
十
二
日
附
鎮
西
下
知
状
案

　

上 
神
殿
次
郞
太
郞
祐
繼
法
師
法
名

迎
祐
與

（
伊
集
院
ヵ
）

 　
　
　
　

 

郡
司
□
繼
法
師
法
名

迎
念
相
論
薩
摩
國
伊
集
□

［
院
］内

山
下
上
神
殿
土
橋
以
下
田
畠
屋
敷
荒
野
等
事
、

右
、
就
訴
陳
狀
擬
有
其
沙
汰
之
處
、
兩
方
出
和
与
狀
訖
、
爰
如
嘉
元
四
年
三
月
十
二
日
迎
念
狀
者
、
和
与
、
薩
摩
國
伊
集
院
内
買
地
所
所
田
薗
荒

野
等
事
、
迎
念
與
次
郞
太
郞
入
衟
殿
雖
番
訴
陳
、
所
詮
以
穩
便
之
儀
、
所
令
和
与
也
、
於
田
薗
幷
荒
野
等
員
數
者
、
別
注
文
明
白
也
、
仍
任
彼
注

文
之
旨
、
相
互
至
子
々
孫
々
、
無
違
乱
可
被
領
知
、
將
又
上
神
殿
事
、
雖
申
子
細
、
如
此
和
与
之
上
者
、
向
後
止
之
畢
云

〔
云
脱
ヵ
〕、

如
同
日
注
文
者
、
注

進
田
薗
等
事
（
中
略
）
限
北
本
垣
根
云
云
、
爰
迎
祐
捧
彼
狀
等
、
可
被
裁
許
之
由
依
令
申
、
被
尋〻
尋
下
迎
念
之
處
、
如
正
和
二
年
十
月
十
八
日
迎
念

請
文
者
、
迎
祐
申
薩
摩
國
伊
集
院
内
買
得
地
和
与
有
無
事
、
去
七
月
十
二
日
御
敎
書
案
幷
催　

狀
、
謹
下
給
畢
、
迎
念
所
帶
當
院
郡
司
軄
以
下
所

領
等
者
、
先
年
之
比
讓
与
子
息
弥
五
郞
宗
繼
之
間
、
宗
繼
代
官
長
賢
适
令
在
津
之
上
者
、
可
申
子
細
云
云
、
如
同
十
二
月
日
長
賢
狀
者
、
迎
祐

　

祖
〔
具
ヵ
〕父
迎
佛
、
祖
母
法
阿
、
及
母
堂
紀
氏
等
狀
構
◦出
謀
書
、
致
非
訴
之
間
、
迎
念
備
進
關
東
御
⃝下
文
以
下
證
跡
、
相
番
三
問
答
訴
陳
畢
、
而
迎
祐

稱
和
与
之
由
、
雖
望
申
御
下
知
、
如
所
進
注
文
案
者
、
國
郡
之
名
字
不
載
之
上
、
常
念
居
薗
事
、
不
番
訴
陳
之
處
、
注
載
之
間
、
疑
殆
不
少
、
迎

祐
謀
書
罪
科
顯
然
之
上
者
、
和
与
有
無
事
非
信
用
之
限
、
早
續
整
本
訴
陳
具
書
等
、
可
預
裁
許
云
云
、
於
和
与
之
篇
者
、
迎
念
不
及
異
論
、
寄
事

於
子
息
⃝宗
繼
、
擬
令
改
變
之
条
、
非〔

無
脱
ヵ
〕

姧
曲
歟
、
是
□

［
一
］、

次
不
載
國
郡
名
字
於
注
文
之
由
、
長
賢
雖
申
之
、
書
載
和
与
狀
之
上
者
、
不
能
謬
難
、
是
二
、

次
常
念
薗
事
、
不
番
訴
陳
之
處
、
載
和
与
注
文
之
条
、
有
疑
殆
之
由
、
同
令
申
之
處
、
止
相
論
、
及
和
与
之
時
、
相
加
彼
薗
之
条
、
迎
念
狀
文
炳

焉
之
上
者
、
不
及
其
難
之
旨
、
迎
祐
所
申
不
乖
理
致
歟
、
是
三
、
所
詮
就
迎
祐
申
狀
、
迎
念
捧
請
文
之
上
者
、
稱
⃝私
和
与
、
輙
難
改
變
之
間
、
宗

繼
申
状
非
沙
汰
之
限
、
然
則
於
彼
田
畠
荒
野
等
者
、
守
迎
念
和
与
狀
、
迎
祐
可
令
領
知
也
者
、
依
仰
下
知
如
件
、

　
　
　
　
　

文
保
二
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
江
守（

北
條
随
時
）

平
朝
臣
御
判



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
一
八

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
四
六

＊
⒝　
「
同
文
書
」
嘉
元
四
（
一
三
〇
六
）
年
三
月
十
二
日
附
沙
弥
迎
念
和
与
状
案

　
　
　
　

和
与

　
　
　

薩
摩
國
伊
集
院
内
買
　
地
所
々
田
園
荒
野
等
事

右
、
件
田
園
等
、
迎
念
与
次
郞
太
郞
入
衜
殿
雖
番
□
訴
陳
、
所
詮
以
穩
之

（
マ
ヽ
）便

儀
、
所
令
和
与
也
、
於
田
薗
幷
荒
野
　
之
員
數
者
、
別
注
文
明
白
也
、

仍
任
之

（
マ
ヽ
）旨

、
相
互
至
于
子
々
孫
々
、
無
違
亂
可
被
領
知
候
、
將
又
上
神
殿
事
、
雖
申
子
細
、
如
此
和
与
之
上
者
、
向
後
止
之
　
、
仍
和
与
之
狀
如
件
、

　
　
　
　
　
　

嘉
元
四
年
三
月
十
二
日　
　
　
　
　
　

沙
弥
迎
念有

は
ん

⑨（
（（
（

＊
⒜　
「
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
文
書
」（
元
亨
二
年
頃
カ
）
摂
津
国
杭
瀬
荘
雑
掌
申
状
案
（
後
欠
）

﹁
杭

（
端
裏
書
） 

瀬
庄
内
新
開
荒
野
事
﹂

摂
津
国
杭
瀬
庄
雜
掌
謹
言
上

　

 

欲
早
被
停
止
東
大
寺
領
猪
名
庄
土
民
幷
澄
承
僧
都
無
理
押
作
、
任
相
伝
衟
理
、
付
惣
庄
可
全
氏
女
領
掌
由
被
下　

綸
旨
、
當
庄
内
西
野
新
開
幷

荒
野
事

　

副
進

　
　

一
通　

地
頭
和
与
狀

文
保
二
年
三
月
廿
三
日

爲
当
庄
内
預
御
下
知
事

　
　

一
通　

勅
裁
院
宣
案

元
亨
元
年
四
月
一
日

任
相
傳
衟
理
氏
女
可
全
知
行
事

　
　

一
通　

東
大
寺
方
和
与
狀
案　

元
亨
元
年
十
一
月
日

永
斷
寺
領
之
號
事



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
一
九

二
三
四
七

右
當
庄
者
、
藤
原
氏
女
九
代
相
傳
一
圓
不
輸
之
地
也
、
爰
近
年
、
或
號
東
大
寺
領
猪
名
庄
内
、
或
称
淨
土
寺
領
橘
御
園
中
、
致
濫
妨
之
間
、
依
申

披
事
子
細
、
任
相
傳
衟
理
、
可
全
知
行
之
由
、
去
年

元
亨
元

四
月
一
日
氏
女
預
安
堵　

勅
裁
畢
、
仍
領
掌
無
相
違
之
處
、
限
彼
西
野
新
開
荒
野
等
、
澄
承
僧

都
得
土
民
之
語
、
犹
号
猪
名
庄
内
、
不
寄
付
雜
掌
、
致
押
妨
之
条
、
無
理
之
至
無
比
類
者
也
、
惣
庄
寺
領
之
號
、
旣
無
衟
之
間
、
爲
上
裁
、
被
棄

捐
之
上
、
去
年
十
一
月
東
大
寺
加
寺
務
（
後
闕
）

＊
⒝　
「
尼
崎
市
立
文
化
財
収
蔵
庫
所
蔵
文
書
」
元
亨
三
（
一
三
二
三
）
年
二
月　

日
附
摂
津
国
杭
瀬
荘
雑
掌
申
状
案

攝
津
國
杭
瀬
庄
雜
掌
謹
重
申

　

欲
早
被
弃
捐
東
大
寺
衆
徒
無
衟
濫
訴
、
被
停
止
澄
承
僧
都
員
外
掠
領
當
庄
内
西
野
新
開
荒
野
等
間
事
、

副
進

　

八
通　

開
發
以
來
代
々
手
繼
案

　

二
通　

天
平　

勅
書
・
天
承
檢
注
帳
案

寺
家
進
覽
之
、
爲
當

庄
四
至
各
別
所
見
、

重
備
進
也

　

一
通　

國
司
免
判
案

嘉
承
元
年
八
月
十
日
爲
二
位
大
納
言

家
經
實
卿
御
領
、
免
除
之
由
事

　

一
通　

東
大
寺
和
与
狀　

對
淨
土
寺
出
之
、
杭
瀬

庄
非
猪
名
庄
内
之
所
見

　

一
通　

關
東
御
下
知
案
猪
名
庄
杭
瀬
庄
各
別
由
事
、

　

一
通　

勅
裁
院
宣
案
元
亨
元
年
四
月
十

［
一
カ
］日

　

此
外
依
繁
略
之
、

右
、
當
庄
者
、
承
保
年
中
開
發
以
來
、
自
治
部
卿
通
俊
卿
至
當
領
家
藤
原
氏
女
相
傳
累
九
代
、
年
歷
及
二
百
餘
歳
之
間
、
無
中
絶
牢
籠
之
地
也
、



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
二
〇

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
四
八

而
永
仁
之
比
、
俄
東
大
寺
衆
徒
號
猪
名
庄
内
、
致
濫
訴
之
間
、
番
四
問
四
答
之
處
、
姧
曲
之
造
意
沙
汰
外
之
間
、
被
弃
置
寺
訴
、
淨
土
寺
雜
掌

［
云
脱
ヵ
］、

又
乾
元
年
中
稱
橘
御
薗
中
及
上
訴
刻
、
彼
雜
掌
掠
下
文
章
不
審
之　

院
宣
、
押
妨
之
處
、
東
大
寺
以
彼　

院
宣
之
下
誘
淨
土
寺
僧
正
妨
、
以
私
和

与
令
中
分
知
行
云
々
、
彼
案
文
備
右
、
當
庄
若
於
猪
名
庄
内
者
、
豈
對
淨
土
寺
可
出
此
和
与
狀
乎
、
仍
當
庄
雜
掌
依
申
披
相
傳
之
衟
理
、
被
究
御

沙
汰
之
淵
底
、
去
々
年
元
亨
元
四
月
一
日
預
安
堵　

勅
裁
畢
、
而
兩
寺
中
分
知
行
之
時
、
當
庄
内
西
野
新
開
荒
野
等
、
澄
□

（
承
）僧

都
恣
令
領
知
之
間
、

地
頭
於
關
東
番
訴
陳
之
刻
、
件
新
開
等
爲
當
庄
之
条
、
分
明
之
間
、
地
頭
預
御
下
知
、
任
庄
例
致
半
分
知
行
之
上
者
、
領
家
辯
半
分
領
如
何
、
又

可
有
豫
儀
乎
之
由
、
依
訴
申
、
爲
塞
理
訴
、
姧
閣
彼
陳
狀
、
於
惣
庄
爲
猪
名
庄
内
旨
、
及
濫
訴
之
條
、
希
代
猛
惡
也
、
彼
訴
狀
云
、
天
平
勝
寶　

勅
書
云
、
四
至
、
東
一
入
江
、
南
四
海
、
北
口
分
幷
百
姓
家
云
々
、
杭
瀬
村
、
爲
一
入
江
西
之
間
、
猪
名
庄
内
也
云
々
、

取
詮
、
此
条
無
跡
形
姧
曲
也
、
如

寺
家
出
帶
之
天
平　

勅
書
案
文
者
、
杭
瀬
之
名
同
無
之
、
當
庄
者
承
保
開
墾
之
地
、
通
俊
卿
傳
領
之
來
、
相
傳
之
條
、
證
文
分
明
之
上
者
、
勿
論
也
、

而
寺
家
所
進
稱
天
承
檢
注
帳
案
文
云
、
長
洲
村
、
字
杭
瀬
濱
云
々
、
於
長
洲
村
有
杭
瀬
之
号
之
上
者
、
何
以
彼
可
混
此
乎
、
加
之
、
天
平
以
後
寺

家
證
文
、
皆
以
限
東
一
入
江
云
々
、
當
庄
立
券
狀
云
、
限
西
長
渚
江
云
々
、
以
江
爲
堺
之
條
、
兩
方
證
文
符
号
之
上
者
、
不
足
異
論
哉
、
随
而
如
寺

家
備
進
之
案
文
者
、
於
寺
領
者
、
任
代
々
國
司
免
判
、
可
令
進
止
之
旨
、
康
和
三
年　

宣
下
云
々
、
而
康
和
三
年
以
後
經
五
箇
年
嘉
承
元
年
、
爲

二
位
大
納
言
家
經
實
卿
氏

女
囊
祖

御
領
所
當
官
物
免
除
之
由
、
國
司
免
判
明
鏡
也
、
於
爲
寺
領
者
、
爭
可
帶
彼
免
判
乎
、
又
久
安
三
四
年
被
下　

官
符
之 

中
、
三
年
狀
案
云
、
宜
任
元
永
元
年
官
勘
狀
幷
代
々
國
司
裁
判
、
令
領
掌
云
々
、
若
爲
寺
領
内
者
、
何　

七
个
年
、
久
壽
三
年
正
月
中
納
言
經
定

卿
可
讓
与
子
息
賴
定
卿
乎
、
他
所
之
条
分
明
也
、
其
上
地
頭
所
帶
之
西
野
中
分
時
之
關
東
御
下
知
、
猪
名
庄
与
杭
瀬
庄
各
別
之
子
細
顯
然
也
、
仍

案
文
進
上
之
、
然
者
、
限
領
家
方
、
可
爲
猪
名
庄
内
哉
、
尤
可
足
高
察
矣
、
所
詮
、
就
久
安
之
官
符
、
雖
作
沙
汰
、
四
至
各
別
之
上
者
、
沙
汰
外

之
濫
訴
也
、
彼
西
野
新
開
者
、
又
爲
當
庄
内
之
條
載
今
度
寺
解
、
承
伏
上
者
、
付
惣
被
別
、
氏
女
知
行
領
掌
不
可
有
相
違
之
由
、
爲
蒙　

勅
裁
、

粗
訴
陳
言
上
如
件
、

　
　
　
　
　
　

元
亨
三
年
二
月　
　

日



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
二
一

二
三
四
九

＊
⒞　
「
水
木
筈
夫
氏
所
蔵
文
書
（
所
蔵
者
不
詳
文
書
カ
）」
年
月
日
不
詳
東
大
寺
衆
徒
等
目
安
案

□（
目
）安

　

東
大
寺
領
摂
津
國
猪
名
庄
内
長
洲
村
東
野
新
開
荒
野
幷
杭
瀬
村 

　
　

長
洲
村
東
野
新
開
荒
野　
訴
人　

藤
原
氏
女

論
人　

東
大
寺
衆
徒

　
　

杭
瀬
村　
訴
人　

東
大
寺
衆
徒

論
人　

藤
原
氏
女

右
謹
檢
舊
記
、

本
願
聖
武
皇
帝
殊
励　

勅
誓
專
廻　

叡
念
結
茅
草
於
人
形
流 　
　
　
　
　

 

於
泉
河
、
遂
ト
着
岸
之
所
而
爲
離
宮
、　

点
皇
居
之
地
、
而
爲
寺 　

  

　
　
　
　

 

□
（
猪
）名

庄
是
也 　
　
　
　

 
孝
謙
天
皇
御
宇
天
平
勝
寳
八
年
以　

勅
書
定
四
至
東
一
入 　
　
　
　

北
口
分
田 　
　
　
　

 

以
絵
圖
顕
三
个
浜
卽
長
洲
・
大
物
・

杭
瀬
是
也
、
自
爾
以
降
爲
重
色
寺 　
　
　
　

 

寄
異
他
、
而
國
司
動
濫
妨
猪
名
庄
之
間
、
元
永
元
年
八
月
仰
官
家 　
　
　
　

 

理
非
勘
狀
之
時
、

被
載
天
平
勝
寳
八
年　

勅
書
幷
絵
圖
野
百
町 　
　
　
　

 

□
（
十
）六

町
六
段
二
百
五
十
歩
、
濱
二
百
五
十
町
、
大
小
江
十
一
所
等
四
至
之 　
　
　
　

論
荒
熟
皆
是
庄
領
也
云
々
、
康
和
天
承
檢
注
帳
・
久
安　

宣
旨
等
杭

（
瀬
濱
ヵ
）

 　
　
　
　

 

為
猪
名
庄
之
内
、
爲
寺
領
之
条
又
以
炳
焉
也
、
爰
木
尾
中
將
入

衟
經 　
　
　
　

 

□
（
臣
）藤

原
氏

女
親
父
押
領
杭
瀬
村
之
同
寺
家
就
訴
申
、
去
永
仁
年
中
番
三
問
三
□

（
答
）訴

陳
擬
被
停
止
、
彼
濫
妨
之
刻
、
經
顯
入
衟
無
所
帶
證 

文
、
依
陳
方
失 　
　
　
　

 

改
先
言
、
始
爲
叡
山
淨
土
寺
領
橘
御
園
内
之
由
、
掠
申
之
間
、
又
対
淨
土
寺 　
　
　
　

 

及
二
問
二
答
訴
陳
之
處
、

両
方
雜
掌
相
議
云
、
訴
陳
有
其
煩
、
以
公
平
之
儀　　
　
　
　
　

中
分
則
相
觸
于
本
所
和
与
知
行
送
數
十
年
畢
、
而　

仙
洞
御
治
世
之 　
　
　

 

　

 

元
亨
元
年
氏
女
与
淨
土
寺
相
論
之
時
、
爭
於
東
大
寺
領
可
有
御
成
□

（
敗
ヵ
）

 　
　
　
　

 

之
□

（
處
ヵ
）、

院
宣
逐
書
者
、
任
經
顯
入
衟
請
文
之
旨
、
可
濟
本

家
役
於
（
後
闕
）



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
二
二

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
五
〇

＊
⑩
「
禰
寢
文
書
」
元
亨
三
（
一
三
二
三
）
年
十
一
月
廿
九
日
附
鎮
西
下
知
状（
（（
（

　
　
　

祢
寢
郡
司
淸
治
今
者

死
去
、
子
息
淸
保
与
同
三
郞
淸
任
・
九
郞
淸
政
・
余
三
貞
綱
・
彥
次
郞
淸
經
等
相
論
兩
條
、

一
、　

大
隅
國
祢
寢
院
南
俣
郡
本
田
畠
・
屋
敷
事
、

　
　

 

右
、
就
訴
陳
狀
、
有
其
沙
汰
、
可
注
進
之
旨
、
正
和
元
年
九
月
六
日
鎭
西
評
定
訖
、
而
各
和
談
之
間
、
被
閣
之
處
、
未
被
成
御
下
知
之
上
、

不
可
依
私
和
与
之
旨
、
淸
保
依
申
之
、
可
糺
決
理
非
之
由
、
去
年
八
月
九
日
所
有
評
議
也
、
仍
於
引
付
座
、
召
決
之
處
、
兩
方
申
狀
雖
多
子
細
、

所
詮
、
如
淸
治
所
進
祖
父
淸
綱
正
元
元
年
後
十
月
五
日
讓
狀
者
（
中
略
）
文
永
狀
者
大
間
帳
也
、
淸
綱
爲
嫡
子
、
讓
得
地
頭
職
調
度
文
書
等
條
、

被
載
同
狀
初
段
畢
、
不
被
改
正
元
讓
之
由
、
淸
保
所
申
有
謂
之
上
、
淸
親
捧
正
元
讓
、
申
給
安
堵
御
下
文
訖
、
可
任
彼
狀
之
條
勿
論
、
是
一
、

（
中
略
）
頼
綱
者
、
正
元
・
文
永
・
建
治
三
通
讓
狀
得
分
各
別
之
間
、
共
以
申
給
安
堵
欤
、
淸
親
者
不
帶
文
永
讓
狀
之
上
、
論
所
又
非
賴
綱
遺

跡
之
間
、
難
依
彼
安
堵
之
由
、
淸
保
所
申
也
、
是
二
、（
中
略
）
一
期
知
行
輩
事
、
具
于
彼
狀
、
淸
親
分
領
可
定
未
來
領
主
者
、
爭
不
載
同
狀

哉
之
由
、
淸
任
所
申
聊
雖
似
有
子
細
、
就
正
元
讓
、
淸
親
申
給
安
堵
畢
、
輙
難
破
御
下
文
、
是
三
、（
中
略
）
小
河
院
國
領
幷
勲
功
地
筑
歬
國

早
良
郡
比
伊
鄕
内
田
・
屋
敷
・
長
淵
庄
畠
地
等
載
之
間
、
依
難
用
捨
、
備
進
之
由
、
淸
保
會
釋
非
無
陳
謝
欤
、
是
四
、
次
如
淸
政
代
乙
房
丸

延
慶
二
年
十
一
月
廿
三
日
・
貞
綱
同
月
廿
四
日
・
淸
經
同
廿
三
日
請
文
等
者
、
雖
可
進
各
別
陳
狀
、
淸
任
及
訴
陳
畢
、
同
篇
之
上
、
冝
依
淸

任
是
非
候
云
云
、
不
及
異
儀
欤
、
是
五
、
然
則
、
於
淸
親
相
傳
之
地
者
、
任
淸
綱
正
元
讓
狀
・
正
應
御
下
文
、
可
令
淸
治
跡
領
知
焉
、

一
、
同
院
内
光
松
名
事
、

　
　

 （
中
略
）
淸
重
・
淸
綱
給
一
圓
御
下
文
、
令
芳
恩
三
子
之
間
、
依
爲
淸
綱
分
領
之
儀
、
被
付
淸
親
畢
、
非
別
相
傳
所
領
之
由
、
淸
保
所
申
叶
理

致
欤
、
然
則
、
件
名
爲
淸
綱
領
内
之
間
、
子
細
同
歬
矣
、

以
歬
兩
條
、
依
仰
下
知
如
件
、

　
　
　
　
　
　

元
亨
三
年
十
一
月
廿
九
日



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
二
三

二
三
五
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修（
北
条
英
時
）

理
亮
平
朝
臣
（
花
押
）

③（
（（
（

Ⅰ
⒜　
「
高
野
山
文
書
」
嘉
暦
四
（
一
三
二
九
）
年
三
月
十
三
日
附
備
後
国
大
田
荘
雑
掌
久
代
了
信
書
状

大
田
庄
文
書
正
文
等
今
月
十
日
慥
關
東
到
來
、
仍
請
取
之
狀
進
之
候
、
路
次
無
爲
ニ
持
下
候
、
付
公
私
悅
存
候
、
抑
信
連
濫
訴
事
、
沙
汰
之
趣
、

先
度
大
槪
注
申
候
了
、
如
故
實
仁
等
意
見
者
、
山
中
四
鄕
所
務
事
、
守
弘
安
七
年
關
東
御
下
知
、
致
所
務
候
之
處
、
横
坂
地
頭
有
綱
任
惣
領
地
頭

康
冬
拜
領
德
治
二
年
關
東
御
下
知
、
可
預
裁
許
之
由
、
訴
申
之
處
、
無
是
非
背
弘
安
御
下
知
、
被
付
下
地
◦於
有
綱
了
、
而
間
以
之
爲
本
、
信
連
任

惣
領
地
頭
康
冬
拜
領
御
下
知
、
可
﨤
給
下
地
之
由
、
企
越
訴
候
之
間
、
聊
非
無
其
謂
候
、
仍
能
々
無
内
秘
計
之
義
者
、
不
慮
之
御
沙
汰
可
出
來
之
條
、

勿
論
候
之
由
申
候
之
間
、
仰
天
無
極
候
、
随
又
信
連
對
雜
掌
申
云
、
此
沙
汰
爲
理
訴
之
上
、
引
付
衆
中
皆
爲
傍
輩
之
上
者
、
如
信
連
之
所
存
、
被

經
御
沙
汰
、
可
預
裁
許
之
條
、
不
及
子
細
、
然
而
可
有
下
地
和
與
者
、
可
令
承
諾
也
と
、
放
詞
令
申
候
之
間
、
雜
掌
﨤
答
云
、
於
下
地
和
與
者
、

御
邊
先
年
懇
望
之
時
、
寺
家
無
御
許
容
候
て
、
地
頭
職
を
被
召
、
闕
所
了
、
今
も
又
一
切
不
可
道
行
、
所
詮
、
先
年
十
个
條
和
與
狀
を
被
進
寺
家
畢
、

其
一
个
條
ニ
、
於
下
地
者
、
守
弘
安
御
下
知
、
永
不
可
申
越
訴
之
由
書
載
之
處
、
今
更
何
下
地
和
與
事
承
諾
之
旨
可
令
申
哉
、
其
上
背
彼
和
與
狀
、

令
下
地
越
訴
之
條
、
兩
部
諸
尊
三
地
大
聖
之
冥
慮
、
押
而
可
測
者
歟
、
能
々
可
有
思
案
之
由
、
令
返
答
候
之
處
、
彼
先
年
和
與
事
、
爲
私
和
與
之
間
、

徒
事
也
、
就
中
彼
和
與
狀
者
、
爲
所
務
之
間
、
向
後
犹
年
貢
結
解
之
煩
不
可
斷
絶
、
然
者
非
下
地
和
與
者
、
一
切
不
可
叶
、
若
下
地
和
與
事
可
衟

行
者
、
承
御
返
事
可
令
存
知
、
無
其
義
者
、
對
面
之
條
も
、
無
其
全

［
詮
］之

由
、
令
申
候
之
間
、
其
後
者
、
當
方
よ
り
も
不
及
返
答
候
、
此
上
者
、
入

理
非
可
番
訴
陳
之
條
、
勿
論
候
、
而
於
信
連
者
、
如
⃝令
自
稱
候
、
頭
人
奉
行
以
下
衆
中
、
幷
評
定
衆
、
皆
以
信
連
引
汲
之
條
勿
論
候
、
問
注
所
執

事
信
濃
前
司
入
衟
、
一
向
我
有
と
令
秘
計
候
、
伊
賀
入
衟
以
下
、
信
連
一
門
數
輩
公
人
に
て
候
之
間
、
内
外
秘
計
可
爲
抜
群
候
、
至
雜
掌
者
、
如

信
連
、
眞
實
ニ
可
憑
存
强
持
一
人
も
未
尋
得
候
、
可
廻
内
秘
計
候
之
處
、
其
分
不
預
御
計
候
之
程
ニ
、
只
仰
天
之
外
失
爲
方
候
、
此
條
且
可
有
御



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
二
四

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
五
二

察
候
歟
、
無
御
秘
計
者
、
於
山
中
下
地
者
、
可
被
付
信
連
之
條
、
不
可
有
疑
候
、
更
以
不
可
有
御
憑
候
、
山
中
下
地
を
被
付
地
頭
者
、
於
大
田
年

貢
者
、
可
爲
有
名
無
實
候
之
間
、
永
代
寺
家
御
損
、
御
願
供
燈
退
轉
之
條
、
可
爲
勿
論
候
（
中
略
）
以
此
等
之
趣
、
可
有
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　

三
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

了
信
（
花
押
）

　
　
　

謹
上　

曼
荼
羅
沙
汰
人
御
中

＊
⒝　
「
高
野
山
御
影
堂
文
書
」
正
和
三
（
一
三
一
四
）
年
十
月
十
三
日
附
富
部
信
連
和
与
状
案
（
写
）

直
書
ア
ラ
ハ
大
塔
ノ
内
ヘ
可
入
歟

和
与

　

高
野
山
大
塔
領
備
後
國
大
田
庄
山
中
鄕
所
務
條
々
、

一
、
寺
社
事
、

　

 

右
、
於
平
民
名
以
下
鄕
内
寺
社
同
免
田
畠
者
、
可
爲
領
家
進
止
、
縱
雖
引
募
宮
吉
・
田
所
名
、
不
可
有
地
頭
違
亂
、
重

［
至
ヵ
］宮

吉
・
田
所
分
者
、
須

爲
地
頭
管
領
矣
、

一
、
下
地
事
、

　

右
、
守
弘
安
七
年
御
下
知
狀
、
地
頭
不
可
致
越
訴
焉
、

一
、
差
雜
免
事
、

　

右
、
可
依
惣
領
大
田

方

相
論
篇
之
由
、
先
度
被
裁
許
訖
、
而
彼
番
旣
落
居
云
々
、
此
上
對
領
家
不
能
申
異
儀
矣
、

一
、
地
頭
名
胡
蔴
幷
水
手
米
事
、

　

右
、
云
彼
云
是
、
如
平
民
可
進
濟
焉
、



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
二
五

二
三
五
三

一
、
納
所
得
分
事
、

　

右
、
避
進
領
家
方
之
上
者
、
津
下
事
、
不
可
有
地
頭　
矣
、

一
、
庄
官
事
、

　

右
、
於
惣
追
捕
使
軄
者
、
可
爲
領
家
沙
汰
、
至
田
所
軄
者
、
可
爲
地
頭
進
退
焉
、

一
、
關
東
臨
時
公
事
間
事
、

　

右
、
任
桑
原
方
之
例
、
不
可
支
配
平
民
分
矣
、

一
、
無
足
三
石
事
、

　

右
、
所
止
立
用
之
儀
也
焉
、

一
、
栃
畑
及
五
師
谷
事
、

　

右
、
領
家
知
行
不
可
有
相
違
矣
、

一
、
向
後
年
貢
結
解
事
、

　

右
、
三
个
年
一
度
遂
其
節
、
有
未
進
者
、
急
速
可
辨
濟
焉
、

以
前
條
々
若
申
逹
越
訴
、
雖
﨤
給
之
、
相
積
數
十
年
乃
貢
之
間
、
悉
依
難
究
濟
、
避
進
地
頭
得
分
之
上
者
、
領
家
又
所
停
止
未
進
訴
訟
也
、
背
此

狀
相
互
申
子
細
者
、
可
被
處
罪
科
之
狀
如
件
、

　
　
　
　
　
　

正
和
三
年
十
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
允
信
連
在
判



（　
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
二
六

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
五
四

＊
⒞　
「
高
野
山
文
書
」
正
和
五
（
一
三
一
六
）
年
閏
十
月
十
五
日
附
雑
掌
経
寿
請
取
状

　
　
　

請
取

　
　
　
　

高
野
山
大
塔
領
備
後
國
大
田
庄
文
書
事
、

一
、
山
中
鄕
前
地
頭
富
部
兵
庫
允
信
連
和
與
狀
一
通

一
、
同
鄕
年
貢
未
進
信
連
可
糺
返
御
敎
書
一
通

　
　
　
　
　

以
上
貳
通
正
文

一
、
大
田
方
本
鄕
越
訴
狀
壹
通

一
、
同
具
書
案
壹
帖
員
數
載
訴
狀
右
、

仍
不
能
目
録

一
、
同
具
書
黑
葛
貳
合
數
通
間
不
能
目
録
、

仍
付
合
封
畢

　
　
　

右
、
任
送
文
、
所
請
取
之
狀
如
件
、

　
　
　
　
　
　

正
和
五
年
閏
十
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

經
壽
（
花
押
）

＊
⑪
「
島
津
家
文
書
」
嘉
暦
四
（
一
三
二
九
）
年
七
月
五
日
附
鎮
西
下
知
状（
（（
（

　

薩
摩
國
比
志
嶋
孫
太
郞
忠
範
法
師
法
名

佛
念
与
大
隅
左
京
進
宗
久
法
師
法
名

衟
惠
代
衜
慶
相
論
追
捕
刃
傷
打
擲
以
下
事
、

右
、
守
護
人
退
座
之
間
、
所
有
其
沙
汰
也
、
爰
佛
念
、
則
宗
久
令
請
所
比
志
嶋
名
惣
地
頭
職
致
所
務
、
去
嘉
元
四
年
正
月
廿
七
日
、
差
遣
數
百
人

大
勢
於
佛
念
許
、
押
取
稻
參
佰
七
拾
余
束
、
米
佰
三
拾
余
石
、
錢
拾
三
貫
文
、
小

十
八
、
其
外
色
々
資
材
物
、
刃
傷
下
人
藤
四
郞
男
、
令
打
擲

太
郞
以
下
所
從
等
之
由
、
備
進
追
捕
物
注
文
幷
下
手
人
交
名
等
、
可
被
行
其
咎
之
由
、
雖
申
之
、
胸
臆
不
實
之
旨
、
衜
慶
論
申
之
處
、
不
立
申
實

證
歟
、
是
一
、
且
彼
比
志
嶋
名
事
、
爲
地
頭
進
止
之
否

（
マ
ヽ
）、

歬
地
頭
大
炊
助
入
衜
敎
佛
与
佛
念
相
論
之
處
、
敎
佛
他
界
之
間
、
彼
跡
下
野
歬
司
入
衜
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三
二
七

二
三
五
五

衜
義
相
續
知
行
之
處
、
衟
義
亦
死
去
畢
、
敎
佛
存
生
之
時
、
狼［

藉
、以
下
同
ジ
］

籍
有
無
事
、
今
更
不
可
及
沙
汰
之
由
、
衜
慶
所
申
、
亦
以
非
無
子
細
歟
、
是
二
、

加
之
、
如
衜
慶
所
進
四
月
廿
三
日
、
付
延
慶

四
、

佛
念
于
時

忠
範
、
狀
者
、
伊
作
殿
比
志
嶋
惣
地
頭
職
、
爲
請
所
知
行
之
時
、
就
被
致
非
法
狼
籍
、
雖
訴
申
、

御
口
入
之
間
、
止
訴
訟
畢
、
向
後
不
可
有
子
細
、
且
奉
行
所
仁
毛
、
此
樣
可
申
入
秦
兵
衞
入
衟
殿
云
云
、
止
訴
訟
之
旨
、
先
年
乍
出
狀
、
立
還
及
姧

訴
之
条
、
無
謂
之
由
、
衟
慶
申
之
處
、
不
實
之
旨
、
載
重
狀
之
間
、
於
引
付
之
座
、
被
披
見
之
處
、
爲
私
和
与
之
間
、
難
被
許
容
云
云
、
而
於
彼

狀
者
、
亦
⃝奉行山
城
彥
太
郞
盛
倫
披
見
之
由
、
衜
慶
雖
申
之
、
盛
倫
者
在
鎌
倉
之
間
、
不
及
被
尋
問
、
然
而
始
則
不
實
之
由
申
之
、
問
答
之
時
、
亦

承
伏
之
上
、
追
捕
狼
籍
爲
實
事
者
、
爭
依
他
人
口
入
、
輙
止
訴
訟
之
由
、
可
出
狀
哉
、
不
實
之
条
、
令
露
顯
歟
、
是
三
、
然
則
、
所
被
弃
捐
佛
念

訴
訟
也
者
、
依
仰
下
知
如
件
、

　
　
　
　
　
　

嘉
曆
四
年
七
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修（
北
條
英
時
）

理
亮
平
朝
臣
（
花
押
）

＊
⑫
「
熊
谷
家
文
書
」
元
徳
三
（
一
三
三
一
）
年
四
月
廿
二
日
附
浄
宗
譲
状（
（（
（

ゆ
つ
り
わ
た
す
、
ミ
の
ヽ
く
に
う
か
い
の
に
し
の
し
や
う
上
三
个
の
む
ら
の
新
ひ
ら
き
の
事

右
の
新
ひ
ら
き
ハ
、
こ
ん
ほ
ん
や
ふ
の
わ
い
か
ヽ
り
し
を
、
む
ら
人
の
よ
う
に
、
ゆ
へ
な
く
う
ち
と
ヽ
む
る
あ
い
た
、
上
さ
い
に
を
よ
ふ
所
也
、

し
か
れ
ば
、
上
さ
い
と
し
て
も
、
も
し
又
わ
た
く
し
わ
よ
に
て
も
、
こ
の
ミ
つ
さ
う
い
な
く
た
う
し
や
う
へ
か
か
ヽ
り
て
、
い
ま
よ
り
の
ち
に
を

こ
し
た
ら
ん
新
ひ
ら
き
に
を
き
て
ハ
、
さ
い
そ
を
ゑ
ら
わ
す
、
た
ん
分
も
の
こ
さ
す
、
ま
こ
ち
よ
ま
つ
丸
に
、
ゑ
い
た
い
を
か
き
て
ゆ
つ
り
た
ふ

と
こ
ろ
也
、
よ
の
ま
こ
と
も
い
ら
ん
さ
ま
た
け
を
い
た
す
へ
か
ら
す
、
こ
の
む
ね
を
そ
む
き
て
、
い
ら
ん
を
い
た
さ
ん
こ
ま
こ
ら
に
を
き
て
ハ
、

ふ
け
う
の
し
ん
と
し
て
、
淨
宗
か
あ
と
を
た
ん
分
た
り
と
い
ふ
と
も
、
ち
き
や
う
す
へ
か
ら
す
、
よ
て
こ
う
た
い
の
た
め
ニ
、
ゆ
つ
り
し
や
う
く

た
ん
の
こ
と
し
、



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
二
八

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
五
六

　
　
　
　
　
　

け
ん
と
く
三
年
四
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　

淨
宗
（
花
押
）

⑵
　
私
和
与
の
意
味
を
間
接
的
に
理
解
す
る
上
で
参
照
さ
れ
得
る
史
料
（
B
）　

　

第
二
に
、﹁
私
和
与
﹂
の
語
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、﹁
私
和
与
﹂
の
意
味
を
間
接
的
に
理
解
す
る
上
で
参
照
さ
れ
得
る
史
料
（
Ｂ
）

を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
﹁
私
和
与
﹂
に
関
す
る
間
接
的
な
理
解
が
得
ら
れ
る
の
か
な
ど
、
そ

の
仔
細
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
機
会
を
得
た
い
と
思
う
。
こ
こ
で
は
、
該
当
史
料
が
示
し
て
い
る
問
題
点
を
簡
易
な
形
で
記
し
て

お
く
こ
と
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
和
与
（
状
）
と
（
和
与
認
可
）
裁
許
状
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
得
る
も

の
で
あ
っ
た
の
か
（
⑬
）、
訴
訟
代
理
人
が
正
員
の
承
諾
を
得
な
い
ま
ま
合
意
し
た
和
与
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
の
か
、
当
該
和
与
は
果
た
し
て
私
和
与
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
か
否
か
（
⑭
・
⑰
）、
和
与
状
は
作
成
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
和
与
認
可
裁
許
状
が
発
給
さ
れ
て
い
な
い
状
況
の
も
と
に
あ
っ
て
和
与
状
の
法
的
効
果
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、

あ
る
い
は
当
該
和
与
に
対
す
る
違
乱
・
違
背
に
対
し
て
は
如
何
な
る
対
応
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
か
（
⑮
・
⑯
・
⑲
）、
さ
ら

に
は
ま
た
、
和
与
用
途
の
支
払
い
に
関
す
る
契
約
（﹁
私
和
与
﹂
が
想
定
さ
れ
る
も
の
）
に
違
背
し
た
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
か
（
⑱
・
⑳
）、
な
ど
の
点
で
あ
る
。

⑬（
（（
（

＊
＊
⒜　
「
阿
蘇
家
文
書
」
承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
正
月
十
八
日
附
木
原
實
澄
契
状
案

契
約
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三
二
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二
三
五
七

　

肥
後
國
木
原
太
郞
源
實
澄
假
名
號

淸
松

所
領
守
富
庄
事

右
、
甲
佐
社
神
官
供
僧
等
、
爲
實
澄
令　

害
神
人
糺
藤
次
男
之
由
、
就
被
訴
申
、
如
關
東
御
下
知
者

取　詮
、
縱
雖
請
取
下
手
人
、
於
社
家
不
遂
行
淸

祓
者
、
社
家
鬱
訴
不
可
斷
絶
、
又
自
今
以
後
、
當
社
神
人
以
下
輩
於
　
害
之
人
者
、
可
被
没
収
其
跡
田
畠
云
々
、
依
之
社
家
重
如
被
訴
申
者
、
不

被
付
守
富
庄
於
社
家
者
、
不
日
可
令
神
人
蜂
起
之
由
、
頻
被
鬱
申
之
間
、
實
澄
雖
申
子
細
、
所
詮
、
以
和
与
之
儀
、
向
後
可
被
止
社
家
訴
訟
由
、

承
諾
之
上
者
、
且
實
澄
知
行
分
守
富
庄
内
當
社
神
田
等

号
居

合
田
在
之
間
、
可
致
無
爲
無
事
⃝沙汰之
旨
、
被
載
關
東
御
下
知
畢
、
且
又
亡
父
顯
實
、
承
安
年

中
以　

用
小
北
兩
山
付
佐
俣
中
山

久
木
山
等

奉
寄
進
當
社
之
条
、
明
鏡
也
、
旁
以
神
明
崇
敬
異
于
他
之
上
者
、
自
今
以
後
、
至
彼
守
富
庄
者
、
可
爲
甲
佐
大
明

神
御
領
之
由
申
定
、
當
庄
田
地
所
當
米
毎
年
半
分
内
檢
所
當

米
定
也
、
限
永
代
所
奉
寄
進
甲
佐
宮
也
、
於
下
地
者
、
至
于
實
澄
子
々
孫
々
、
知
行
不
可
有
相
違

者
也
、
將
又
、
根
本
居
合
田
者
、
本
自
地
頭　

無
之
間
、
作
人
以
下
一
圓
社
家
進
止
之
条
、
不
可
有
子
細
者
也
、
如
此
令
治
定
處
、
若
自
社
家
寄

事
於
左
右
、
被
致
狼
藉
之
時
者
、
於
令
契
約
分
者
、
可
止
社
家　

者
也
、
若
又
實
澄
同
遺
跡
之
輩
、
背
此
契
狀
、
或
云
往
古
居
合
田
、
或
云
今
契

約
分
、
致
違
亂
煩
之
時
者
、
彼
守
富
庄
下
地
半
分
、
永
代
爲
一
圓
不
輸
神
領
、
神
官
供
僧
中
、
可
被
知
行
領
掌
者
也
、
仍
爲
後
代
證
驗
契
狀
如
件
、

　
　
　
　
　
　

承
久
三
年
正
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
實
澄
在
判

﹁
此

（
裏
書
）狀

正
文
者
、
去
々
年
延
元

元

爲
沙
汰
持
上
候
、
京
都
二
條
僧
正
御
坊
中
治
部
卿
僧
都
珎
範
之
許
預
置
候
、
世
間
靜
謐
候
者
、
急
速
可
取
進
上
仕
之

狀
如
件
、

　
　
　
　
　
　

延
元
三
年
正
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　

盛
種
（
花
押
）　　
　
　
　
　
　

﹂

＊
＊
⒝　
「
同
文
書
」
建
武
元
（
一
三
三
四
）
年
七
月
十
九
日
附
宇
治
惟
平
契
状

ひ
こ
の
く
に
も
り
と
み
の
し
や
う
の
事
、
こ
さ
ね
す
ミ
の
、
や

（
し
脱
ヵ
）

う
き
う
三
ね
ん
正
月
十
八
日
、
か
う
さ
の
ミ
や
の
神
り
や
う
た
る
へ
き
よ
し
、
け

（
甲
佐
社
一
祝
）



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
三
〇

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
五
八

い
や
く
候
事
、
け
ん
せ
ん
に
候
、
し
か
る
に
、
さ
ん
ぬ
る
ほ
う
ち
の
こ
ろ
、
く
わ
ん
と
う
の
け
ん
ゐ
を
も
て
、
し
た
ち
を
か
す
め
と
ら
れ
、
た
う

し
や
の
御
ね
ん
く
し
ん
よ
う
ま
い
を
う
ち
と
ゝ
め
ら
れ
候
を
、
い
ま
神
明
そ
う
き
や
う
の
御
よ
に
、
一
二
の
ミ
や
御
こ
う
き
や
う
の
あ
い
た
、
か

う
さ
の
ミ
や
ハ
、
た
う
こ
く
の
二
の
ミ
や
に
て
御
わ
た
り
候
へ
ハ
、
し
や
け
の
御
ち
う
ち
と
し
て
御
そ
う
も
ん
候
て
、
御
あ
ん
と
の
と
き
ハ
、
さ

ね
す
ミ
の
け
い
や
く
に
ま
か
せ
て
、
も
り
と
み
の
し
や
う
の
そ
た
う
ま
い
、
ま
い
ね
ん
ニ
は
ん
ふ
ん
お
、
け
た
い
な
く
、
ゑ
い
た
い
を
か
き
り
て
、

し
や
け
に
さ
た
を
い
た
し
候
へ
く
候
、
し
た
ち
に
を
き
て
ハ
、
御
い
ろ
い
あ
る
ま
し
く
候
、
惟
平
ち
き
や
う
さ
う
ゐ
あ
る
ま
し
く
候
、
た
か
い
に

や
く
そ
く
の
ふ
ん
へ
ぬ
か
い
候
ハ
ん
と
き
ハ
、
ほ
ん
し
ゆ
さ
ね
す
ミ
の
け
い
し
や
う
に
ま
か
せ
て
、
し
た
ち
は
ぬ
ふ
ん
ゑ
い
た
い
し
や
け
に
ハ
け

と
ら
れ
、
御
ち
き
や
う
候
ハ
ん
と
き
、
い
さ
ゝ
か
も
し
さ
い
あ
る
ま
し
く
候
、
よ
て
こ
日
の
た
め
に
、
し
や
う
く
た
ん
の
こ
と
し
、

　
　
　
　
　
　

け
ん
ふ
く
わ
ん
ね
ん
七
月
十
九
日　
　
　

宇
治
惟
平
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
﹁（

異
筆
）

爲
後
證
各
所
加
判
形
也
、　　
　

權
律
師　

良
鑒
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

權
少
僧
都
惠
珎
（
花
押
）﹂

＊
＊
⑭
「
尊
經
閣
古
文
書
纂
仁
和
寺
心
蓮
院
文
書
」
弘
長
二
（
一
二
六
二
）
年
三
月
一
日
附
関
東
下
知
状（
（（
（

（
包
紙･

押
紙
以
下
省
略
）

　

圓
宗
寺
領
越
中
國
石
黑
庄
弘
瀨
雜
掌
□

（
幸
圓
ヵ
）

□ 　
　
　
　
　

 

定
朝
・
左
近
將
監
時
定
□
□
□
□
定
相
論
□

（
條
々
ヵ
）

□

一
、
地
頭
職
事

右
、
對
決
之
處
（
中
略
）
次
如
式
目
者
、
雖
帶
御
下
文
、
於
過
廿
箇
年
者
、
不
及
沙
汰
云
々
、
何
況
三
代
五
十
余
年
懃
仕
御
家
人
役
之
間
、
今
更
難

被
避
歟
、
是
四
、
凡
寶
治
之
比
遂
對
決
、
所
務
条
々
被
定
下
之
上
、
地
頭
職
事
、
不
及
改
沙
汰
、
次
和
与
事
、
領
家
三
分
二
、
地
頭
三
分
一
可
令

分
領
之
由
、
兩
方
出
和
与
狀
之
間
、
可
被
叙
用
否
、
有
其
沙
汰
之
處
、
和
与
之
条
、
不
可
然
之
旨
、
領
家
行
□

（
遍
ヵ
）僧

正
令
申
之
上
、
幸
圓
辭
當
鄕
雜
掌
、

（
藤
四
郞
宗
ヵ
）
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社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
三
一

二
三
五
九

屬
地
頭
之
間
、
以
敎
信
阿
闍
梨
爲
□

（
雜
ヵ
）掌

、
就
本
問
注
記
具
書
、
可
蒙
御
成
敗
之
由
、
行
遍
申
之
、
然
者
、
於
件
和
□

（
与
ヵ
）狀

者
、
旁
以
非
沙
汰
之
限
焉
、

一
、
山
田
鄕
惣
追
捕
使
職
事

（
中
略
）

以
歬
条
々
、
大
槪
如
此
、
抑
去
年
十
二
月
成
給
下
知
狀
於
兩
方
畢
、
而
雜
掌
方
下
知
狀
、
於
參
河
國
八
橋
宿
、
令
燒
失
之
由
申
之
間
、
以
先
度
符
案
、

重
所
被
寫
下
也
者
、
依
將
軍
家
仰
下
知
如
件
、

　
　
　
　
　
　

弘
長
二
年
三
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
藏
守（

北
條
長
時
）

平
朝
臣
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
模
守（

北
條
政
村
）

平
朝
臣
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
の
朱
印
省
略
）

⑮（
（（
（

＊
＊
⒜　
「
陽
明
文
庫
所
蔵
文
書
」
弘
安
元
（
一
二
七
八
）
年
十
一
月　

日
附
東
寺
領
丹
波
国
大
山
荘
地
頭
中
澤
基
員
陳
状

﹁
中

（
端
裏
銘
ヵ
）

澤
左
衞
門
尉
基
員
陳
狀　

到　

弘
安
元　

十
二　

四
﹂

中
澤
三
郞
左
衞
門
尉
源
基
員
謹
辨
申

　

爲
丹
波
國
宮
田
庄
雜
掌
見
寂
扶
持
强
盗
人
還
令　

害
西
善

（
法
師
ヵ
）

 　
　
　

 
由
致
不
實
濫
訴
無
謂
子
細
事

件
條
如
雜
掌
訴
狀
者
、
去
建
治
二
年
十
二
月
十
二
日
夜
半
、
彼
基
員
已
下
帶
弓
箭
兵
杖
率
數
多
人
數
乱
入
當
庄
木
部
村
、
令
伐
往
古

○

々
木

裏
花
押
有云

々
、

此
條
依
何
事
率
多
勢
可
伐
他
領
木
哉
、
無
跡
形
申
狀
也
、
次
如
同
狀
者
、
當
村
代
官
西
善
主
從
爲
相
尋
子
細
、
行
向
之
時
、
取
籠
大
勢
之
中
令　

害
云（

ヵ
）々、

此
条
不
□

（
令
ヵ
）乱

入
宮
田
庄
之
上
者
、
無
相
尋
之
旨
、
然
者
不
取
籠
中
、
況　

害
事
不
知
及
者
也
、
但
彼
十
二
日
夜
半
、
强
盗
人
打
入
于
大



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
三
二

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
六
〇

山
庄
之
處
、
土
民　

令
起
合
禦
戰
之
刻
、
當
庄
住
人　

其
數
雖
被

（
ヵ
）疵

、
彼
强
盗
人
屓
手
歟
□

（
之
ヵ
）間

、
脱
捨
甲
冑
迯
籠
于
宮
田
庄
之
由
、
刁
剋
之
許
雖

吿
申
候

（
ヵ
）、

惡
黨
退
散
之
上
者
、
基
員
不
及
罷
向
而
、
翼
日
十
三
日
觸
申
□

（
于
守
ヵ
）

□
護
御
代
官
畢
、
爰
見
寂
惡
黨
事
随
聞
及
可
加
誡
之
處
、
得
彼
等
之
語

構
不
實
寄
事
於
古
木
、
擬
遯
夜
討
咎
之
條
、
惡
黨
扶
持
之
條
難
遯
者
也
、
且
强
盗
人　

打
入
所
爲
當
庄
之
家（

ヵ
）中

之
條
、
守
護
使
令
見
知
乎

（
ヵ
）、

將
又

十
二
日
夜
半
行
向
之
由
、
見
寂
自
稱
之
上
者
、
夜
討
之
咎
爲
勿
論
歟
、
雖
然
基
員
不
令
見
知
之
間
、
不
能
巨
細
之
陳
狀
、
早
与
黨
人
与
當
庄
民
被

糺
決
、
於
惡
黨
人　

者
不
日
被
斷
罪
、
至
于
見
寂
者
欲
被
處
扶
持
之
罪
科
、
仍
披
陳
言
上
如
件
、

＊
＊
⒝　

弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
二
月　

日
附
丹
波
国
大
山
荘
地
頭
中
澤
基
員
重
陳
状

﹁（
端
裏
銘
ヵ
）

大
山
庄
地
頭
請
文
□
□
□
一

（
ヵ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
一

（
ヵ
）﹂

中
澤
三
郞
左
衞
門
尉
源
基
員
重
辨
申

　

爲
丹
波
國
宮
田
庄
雜
掌
見
寂
依
難
遯
數
輩
强
盗
人
　
扶
持
罪
科
擬
遮
自
科
致
無
實
濫
訴
無
謂
子
細
事

件
訴
狀
云
奉
違
背
御
敎
書
不
能
請
文
參
上
云
々
、
此
條
無
極
虛
誕
也
、
去
年
十
一
月
上
旬
之
比

（
ヵ
）令

上
洛
令
進
上
請
文
陳
狀
於
奉
行
所
事
、
基
員
卽

令
持
參
之
上
者
、
何
令
違
背
御
敎
書

（
ヵ
）不

申
請
文
陳
狀
不
及
參
上
之
由
可
掠
申
哉
、
姧
謀
之
至
顯
然
也
、
不
退
在
京
之
後
、
十
二
月
中
旬
之
比
差
置

重
基
於
代
官
令
下
向
者
也
、
而
在
京
之
間
者
無
音
、
伺
下
向
之
隙
掠
御
敎
書
之
条
、
倂
招
罪
科
之
企
也
、
次
西
善
　
害
事
、
一
向
不
知
及
者
也
、

且
先
度
如
令
言
上
、
彼
十
二
日
夜
半
强
盗
人
討
入
于
大山庄
之
處
、
土
民　

令
起
合
禦
戰
之
刻
、
當
庄
住
人　

其
數
雖
被
疵
彼
强
盗
人
屓
手
歟
之
間
、

脱
捨
甲
冑
逃
籠
于
宮
田
庄
之
由
、
刁
剋
之
許
土
民　

雖
吿
申
、
惡
黨
退
散
之
上
者
、
基
員
不
及
罷
向
、
然
間
强
盗
之
條
令
露
顯
日
依
難
遯
罪
科
、

寄
事
於
古
木
致
不
實
濫
訴
之
條
、
見
寂
彌
招
重
科
者
也
、
彼
十（

張
紙
有
）

二
日
白
晝
、
庄
民　

爲
薪
當
庄
内
之
有
伐
木
事
歟
、
領
内
草
木
随
要
用
、
土
民　

令
取
之
條
、
何
隣
庄
可
令
制
止
哉
、
雖
然
依
彼
木
事
、
爲
申
懸
子
細
行
向
使
者
尤
以
白
晝
可
來
入
之
處
、
襲
甲
冑
帶
弓
箭
兵
杖
率
數
多
大
勢
以
夜



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
三
三

二
三
六
一

半
令
乱
入
庄
内
之
條
、
夜
討
强
盗
人
之
外
者
爲
何
要
哉
、
結
构
之
企
可
足
御
景
迹
者
也
、
將
又
十
二
日
夜
半
行
向
之
由
見
寂
自
稱
之
上
者
、
夜
討

强
盗
之
條
爲
勿
論
歟
、
雖
然
尫
弱
之
土
民　

許
令
起
合
禦
戰
之
間
、
强
盗
人
不
及
打
留
随
彼

（
張
紙
有
）

庭
無
死

（
裏
花
押
有
）

人
、
只
自
宮
田
庄
申
送
之
時
始
承
及
許
也
、

所
詮
彼
夜
討
之
遯
起
合
之
處
、
土
民　
与
与
黨
人　

被
召
合
日
、
眞
僞
定
令
露
顯
歟
、
然
者
於
惡
黨
人　

者
不
日
被
斷
罪
、
至
見
寂
者
爲
處
强
盗

扶
持
罪
科
、
重
披
陳
言
上
如
件
、

　
　
　
　

弘
安
二
年
二
月　
　

日

＊
＊
⒞　

弘
安
二
年
四
月　

日
附
丹
波
国
大
山
荘
地
頭
中
澤
基
員
書
状
案

﹁
正

（
端
書
）文

紛
失
﹂

宮
田
庄
預
所
被
訴
申
候
西
善
主
從
間
事
、
爲
御
口
入
被
止
訴
訟
候
之
条
、
恐
悦
無
極
候
、
此
上
者
當
庄
山
野
草
木
立
野
立
林
之
外
者
、
自
宮
田
庄

雖
被
伐
之
候
、
不
可
及
制
止
候
、
又
宮
田
庄
要
水
流
末
徒
落
來
候
毛　

給
候
者
、
旁
本
望
候
歟
、
自
今
以
後
大
方
以
和
与
之
儀
、
於
彼
庄
諸
事
不

可
存
疎
畧
候
、
若
背
此
旨
候
之
時
者
、
立
還
又
被
致
訴
訟
候
事
毛
無
力
事
候
歟
、
得
此
御
意
犹
々
可
然
之
樣
御
口
入
候
者
、
可
爲
面
目
本
意
候
也
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

弘
安
二
年
四
月　
　

日　

大
山
庄
地
頭
左
衞
門
尉
源
基
員

　
　

謹
上　

捧
田
内
左
衞
門
尉
殿

＊
＊
⒟　

弘
安
二
年
四
月　

日
附
丹
波
国
守
護
代
捧
田
内
宗
經
書
状
案

﹁
正

（
端
書
）文

紛
失
﹂

度
々
申
候
西
善
主
從
間
事
、
大
山
地
頭
中
澤
三
郞
左
衞
門
尉
狀
如
此
候
、
此
事
依
宗
經
口
入
、
被
止
御
訴
訟
之
条
殊
面
目
候
、
山
野
要
水
事　

子

在
判



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
三
四

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
六
二

細
見
彼
地
頭
狀
候
歟
、
又
彼
地
頭
以
不
慮
之
子
細
、
背
申
此
儀
候
之
時
者
、
還
立
雖
御
訴
訟
候
不
可
及
口
入
候
也
、
毎

（
他
ヵ
）事

期
見
參
之
時
候
、
恐
々

謹
言
、

　
　
　

弘
安
二
年
四
月　
　

日　
　
　
　
　

左
衞
門
尉
宗
經

＊
＊
⒠　

弘
安
二
年
四
月　

日
附
丹
波
国
宮
田
荘
預
所
見
寂
書
状
案

西
善
主
從
被
　
害
候
之
間
事
、
付
公
私
惣
別
失
面
目
候
之
間
、
訴
訟
已
經
年
月
、
可
蒙
御
成
敗
之
由
、
申
沙
汰
候
之
處
、
御
口
入
難
去
候
之
間
、

可
相
計
之
由
所
令
申
候
也
、
大
山
庄
地
頭
狀
給
候
了
、
一
向
依
御
口
入
罷
鬱
訴
候
之
上
者
、
不
及
申
是
非
候
、
其
上
子
細
見
御
札
幷
彼
地
頭
狀　

候
歟
、
他
事
期
見
參
之
時
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

弘
安
二
年
四
月　
　

日　
　
　
　
　

沙
彌
見
寂

⑯（
（（
（

＊
＊
⒜　
「
鹿
島
神
宮
文
書
」
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
二
月
三
日
附
関
東
下
知
状

永（
端
裏
付
箋
）

仁
六
年
﹁
十
六
﹂

　

鹿
嶋
大
祢
宜
朝
親
与
野
本
四
郞
左
衞
門
尉（

マ
ヽ
）

　
　
　

法
師

法
名

行
心
相
論
、
當
社
領
大
枝
鄕
事

右
訴
陳
之
趣
、
子
細
雖
多
、
所
詮
當
鄕
下
地
者
、
嘉
禎
三
年
以
和
与
之
儀
、
令
中
分
之
由
所
見
也
、
而
相
語
不
知
案
内
代
官
、
令
和
与
之
間
、
弁

所
當
於
社
家
、
於
下
地
者
、
一
円
可
領
知
之
旨
、
行
心
雖
申
之
、
就
和
与
狀
、
自
嘉
禎
年
中
相
互
知
行
、
經
年
序
之
上
者
、
今
更
難
及
違
亂
、
然

則
任
彼
狀
可
致
沙
汰
也
、
次
狼
籍

〔
藉
〕事

、
於
守
護
方
有
其
沙
汰
云
々
、
其
上
者
不
及
異
儀
者
、
依
鎌
倉
殿
仰
下
知
如
件
、

在
判

在
判



（　
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鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
三
五

二
三
六
三

　
　
　
　

永
仁
六
年
二
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
奧
守（

北
條
宣
時
）

平
朝
臣
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
模
守（

北
條
貞
時
）

平
朝
臣
（
花
押
）

＊
＊
⒝　
「
塙
不
二
丸
氏
所
蔵
文
書
」
正
和
五
（
一
三
一
六
）
年
閏
十
月
十
六
日
附
野
本
時
重
覆
勘
状
案
（
中
闕
）

﹁（
端
裏
書
）

時
重
覆
勘
狀
案　

正
和
五　

閏
十　

〻
六
﹂

﹁（
異
筆
）

銘
云　

時
重
覆
勘
狀　

正
和
五　

閏
十　

〻
六
﹂

野
本
藤
四
郞
時
重
謹
言
上

　

欲
早
被
覆
勘
先
御
沙
汰
、
召
返
率

［
卒
］爾
尒
御
下
知
、
被
究
淵
底
、
依
無
俣

［
誤
］蒙

御
成
敗
、
常
陸
國
大
枝
鄕
給
主
鹿
嶋
大
祢
宜
能
親
新
田
押
領
由
、
就

致
非
據
僞
訴
、
不
被
尋
新
田
當
知
行
仁
、
被
収
公
時
重
知
行
分
本
鄕
条
、
難
堪
子
細
条
々
、

　

副
進

　
　

一
通　

和
与
狀
案　
　
　
嘉
禎
三
年
三
月
廿
六
日

　
　

一
通　

御
下
知
狀
案　
　
永
仁
六
年
二
月
三
日

　
　

二
通　

本
御
下
知
案　
　
貞
應
元
年
六
月
十
六
日
・
同
十
月
七
日

荒
野
・
新
作
田
等
所
當
、
留
守
所
在
廳
不
可
致　

亂
由
事

　
　

一
通　

御
下
知
案　
　
　
建
治
元
年
五
月
七
日

　
　

一
通　

御
敎
書
案　
　
　
建
治
二
年
十
一
月
五
日

　
　

一
通　

讓
狀
案　
　
　
　
文
應
元
年
十
一
月
二
日

　
　

一
通　

安
堵
御
下
文
案　
　
文
永
二
年
七
月
八
日



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
三
六

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
六
四

　
　

一
通　

系
圖

　
　
　

絵
圖

一　

新
田
押
領
不
實
事

　
　

 

右
當
鄕
者
、
高
祖
父
　
戸
四
郞
左
衞
門
尉
政
義
、後
者

義
光
爲
勲
功
之
賞
、
去
治
承
七
年
令
拜
領
畢
、
領
⃝家
軄
者
亦
爲
鹿
嶋
社
領
、
令
備
進
有
限
供

　

米
之
許
也
、
而
義
光
、
嘉
祿
元
年
讓
後
家
号
淡

路
局
之
間
、
一
圓
知
行
無
相　

時
、
不
知
案
内
代
官
、
嘉
禎
三
年
社
家
与
地
頭
令
和
与
、
守
彼

狀
相
互
致
其
沙
汰
畢
、
而
淡
路
局
、
以
當
鄕
地
頭
軄
、
去
文
應
元
年
分
讓
孫
子
幷
曾
孫
等
之
刻
、
於
栗
俣
村
者
、
讓
野
本
能
登
前
司
時
光
處
、

悉
爲
新
田
之
間
、
任
和
与
狀
、
弁
新
田
所
當
半
分
於
社
家
、
於
下
地
者
時
光
一
円
進
止
之
間
、
社
家
敢
不
申
子
細
、
以
岩
瀬
村
者
、
讓
孫
女

尼
淨
妙
畢
、
是
又
爲
新
田
之
間
、
云
下
地
、
云
所
務
、
社
家
不
相　

之
地
也
、
至
于
本
鄕
者
、
讓
給
野
本
四
郞
左
衞
門
入
衟
行
心
時
重

祖
父
之
間
、

是
皆
爲
本
田
之
處
、
雖
令
中
分
下
地
、
守
和
与
狀
、
剩
所
弁
有
限
本
所
當
也
、
三
个
村
各
別
知
行
之
旨
趣
如
此
、
就
中
嘉
禎
三
年
和
与
者
、

本
主
一
人
管
領
時
、
以
本
田
分
雖
令
和
与
中
分
、
文
應
元
年
分
讓
孫
子
等
之
後
、
面
々
帶
案

〔
安
〕堵

御
下
文
之
上
者
、
可
令
各
別
之
条
勿
論
也
、

而
能
親
供　

米
無
沙
汰
之
由
、
及
濫
訴
之
刻
、
所
載
和
与
状
御
公
事
等
、
能
親
對
捍
之
条
無
謂
之
旨
、
時
重
言
上
之
處
、
爲
塞
彼
自
科
、
御

公
事
者
爲
新
田
仰
栗
俣
村
當
領
主
能
登
四
郞
左
衞
門
尉
貞
光
、
時
光
子

息
、

被
召
出
社
家
返
抄
時
、
栗
俣
村
爲
新
田
之
条
、
又
以
可
令
露
顯
哉
、

凡
於
時
重
知
行
分
者
、
雖
爲
段
歩
、
載
于
和
与
狀
、
新
田
無
之
上
者
、
爭
不
被
尋
問
新
田
當
知
行
之
仁
哉
、
次
時
重
知
行
分
新
田
、
和
与
以

後
令
開
發
者
、
不
可
弁
所
當
、
自
本
又
無
新
田
者
、
何
時
重
知
行
之
内
、
可
有
新
〻
田
哉
之
由
、
有
御
沙
汰
云
々
、

　
　

 　

此
條
、
御
沙
汰
頗
令
依　

者
欤
、
本
主
一
圓
之
時
、
載
和
与
狀
新
田
者
、
承
元
元
年
馬
大
夫
檢
注
之
時
新
田
也
、
栗
俣
村
是
也
、

号
本
新
田
、

爰
雖
令
中

分
本
田
、
爲
專
度
々
御
下
知
、
至
新
田
荒
野
下
地
者
、
地
頭
令
進
止
之
間
、
和
与
㝡
中
之
見
作
本
新
田
分
者
、
弁
彼
所
當
半
分
於
社
家
者
也
、

新
々
田
者
、
和
与
以
後
令
開
發
荒
野
之
地
也
、
岩
瀬
村

是
也
、
然
者
於
岩
瀬
村
者
、
云
下
地
、
云
所
務
、
敢
無
社
家
之
　
、
以
如
此
所
務
、
和
与 

以
後
、
相
互
無
異
論
而
、
已
送
五
十
余
年
之
星
霜
畢
、
且
其
子
細
所
載
能
親
訴
狀
也
、
仍
本
鄕
者
無
本
新
田
之
間
、
依
分
付
狹
小
之
荒
野
、



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
三
七

二
三
六
五

自
然
令
開
發
之
間
、
尫
弱
新
〻
田
有
之
欤
、
而
爲
和
与
以
後
新
〻
田
之
間
、
莫
太
岩
瀬
村
犹
以
不
弁
一
粒
之
所
當
、
況
於
㝡
狹
少
之
地
哉
、

随
而
於
栗
俣
岩
瀬
兩
村
者
、
社
家
代
〻
不
相　

下
地
条
、
無
其
隱
、
有
御
尋
者
、
能
親
爭
可
及
異
論
哉
、
然
者
時
重
無
過
失
之
旨
、
条
〻
令

露
顯
之
上
者
、
爭
無
哀
憐
哉
、
早
被
糺
明
新
田
在
所
、
欲
預
御
成
敗
矣
、

一　

能
親
依
御
公
事
對
捍
、
難
遯
御
下
知　

背
咎
事

　
　

 

右
、
於
御
公
事
等
者
、
依
載
和
与
狀
、
守
彼
狀
相
互
可
致
其
沙
汰
之
由
、
被
成
下
御
下
知
之
處
、
無
沙
汰
之
上
者
、
尤
可
被
行
能
親
於
御
下

知　

背
之
咎
由
、
相
存
之
處
、
被
寃
宥
之
条
不
審
之
間
、
同
尋
申
之
處
、
以
關
東
御
公
事
難
被
懸
社
家
之
間
、
不
及
沙
汰
之
由
有
御
沙
汰
云
々
、

此
条
、
尤
爲
關
東
御
沙
汰
、
可
有
御
成
敗
哉
、
其
故
者
、
爲
普
通
領
家･

地
頭
致
所
務
沙
汰
日
、
可
有
如
此
御
沙
汰
欤
、
於
當
鄕
者
、
以
和

与
之
儀
令
中
分
本
田
之
間
、
社
家
所
令
進
退
本
田
半
分
下
地
也
、
如
今
御
沙
汰
者
、
社
家
爭
爲
上
司
可
管
領
下
地
哉
、
雖
然
依
爲
和
与
之
儀
、

分
持
本
田
下
地
半
分
於
社
家
之
上
者
、
縱
雖
不
載
和
与
狀
、
乍
令
知
行
恒
例
御
公
事
懃
仕
之
公
田
、
爭
可
令
對
捍
御
公
事
哉
、
況
載
和
与
狀

之
条
分
明
也
、
随
而
本
田
下
地
中
分
事
、
有
御
許
容
、
而
可
守
彼
狀
之
旨
、
永
仁
御
下
知
炳
焉
之
間
、
先
度
者
不
引
申
建
治
御
下
知
之
處
、

不
及
御
沙
汰
之
由
被
仰
出
云
々
、
難
堪
之
次
第
也
、
然
則
就
大
番
　
、
建
治
元
年
五
月
七
日
不
易
御
下
知
、
更
難
被
奇

［
棄
］捐

之
間
、
旁
以
可
爲

關
東
御
沙
汰
之
上
者
、
早
欲
被
行
能
親
於
御
下
知　

背
之
咎
矣

一　

能
親
兩
樣
訴
訟
咎
難
遯
事

　
　
（
中
略
）

以
前
条
〻
、
愁
訴
如
期

［
斯
］、

且
時
重
雖
爲
不
肖
之
身
、
高
祖
父
義
光
、

右
大
將
家
御
代
致
無
貳
奉
公
、
爲
勲
功
之
賞
、
拜
領
當
鄕
之
以
來
、
弓
馬
累
代
之
後
胤
也
、
而
無
咎
被
収
公
勲
功
之
地
、
永
侘
傺
之
条
、
尤
不
便

之
次
第
也
、
⃝爭
無
御
哀
觴
哉
、
凡
被
扶
人
事
善
政
之
㝡
也
、
攘
災
之
基
也
、
所
詮
且
被
尋
問
新
田
栗
俣
村
地
頭
、
且
以
和
与
狀
之
旨
趣
、
被
究
御

沙
汰
淵
底
、
任
無
誤
之
旨
、
爲
預
御
成
敗
、
恐
〻
言
上
如
件
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＊
＊
⒞　
「
塙
不
二
丸
氏
所
蔵
文
書
」
文
保
二
（
一
三
一
八
）
年
十
一
月　

日
附
關
白
前
左
大
臣
家
二
條
通
平
政
所
下
文

關
白
前
左
大
臣
家
政
所
下　
　
　
　
　
　

鹿
嶋
社
神
官
等

　

 
可
早
任
代
代
政
所
御
下
文
幷
關
東
不
易
下
知
狀
□

（
等
）、

大
祢
冝
良
親
進
退
領
掌
、
神
領
内
小
牧
村
加
納
・
大
枝
・
用
重
名
・
南
三
昧
院
・
塙
寺
・

立
用
神
田
・
高
棧
敷
等
事

右
、
得
良
親
解
狀
偁
、
小
牧
加
納
者
（
中
略
）
此
條
、
守
護
領
者
關
東
御
分
内
、
小
牧
村
者
、
爲
本
所
進
止
而
非
關
東
御
分
、
爲
鹿
嶋
社
領
而
非

人
領
、
旁
以
難
爲
守
護
領
之
條
炳
焉
之
上
、
如
守
護
代
返
答
者
、
以
内
小
牧
之
号
、
雖
不
被
載
守
護
領
之
御
下
文
、
爲
泰
幹
當
知
行
跡
之
間
、
管

領
之
由
返
答
之
上
者
、
内
小
牧
村
事
、
不
及
守
護
領
沙
汰
之
條
分
明
也
、
所
詮
爲
本
所
進
止
、
爲
社
領
之
上
者
、
早
被
返
付
社
家
、
全
御
神
領
、

欲
專
御
祈
禱
、

是一　

次
加
納
十
二
鄕
等
者
、
社
家
与
地
頭
令
折
中
下
地
、
半
分
者
爲
給
主
屋
敷
名
田
、
地
頭
更
不
相　

、
半
分
者
雖
爲
地
頭
進 

止
、
有
限
所
當
者
、
社
家
毎
年
遂
檢
注
、
令
収
納
之
、
所
奉
備
日
次
御
供
米
也
、
而
地
頭
等
伺
社
家
遷
替
之
隙
、
押
領
下
地
、
押
妨
檢
注
之
間
、

嚴
重
日
次
佛
供
、
如
當
時
者
有
名
無
實
也
、
剩
适
所
濟
、
動
對
押［

捍
、下
同
ジ
］

之
間
、
微
力
良
親
取
借
上
、
經
替
之
、
於
關
東
致
訴
訟
之
條
、
云
借
上
積
、
云

訴
訟
費
、
旁
以
不
便
次
第
也
、
爭
無
誡
御
沙
汰
哉
、
然
者
云
下
地
云
所
當
、
任
先
例
幷
大
生
鄕
之
例
、
可
致
沙
汰
之
旨
、
欲
蒙
御
成
敗
、

是二　

次

大
枝
鄕
者
、
依
神
慮
良
親
別
相
傳
之
條
、
建
久
・
貞
應
・
嘉
祿
・
正
和
御
下
文
等
明
鏡
也
、
早
任
代
代
御
下
文
、
爲
良
親
別
相
傳
而
子
子
孫
孫
不

可
有
相　

之
旨
、
欲
蒙
御
成
敗
、

是三　

次
大
枝
鄕
下
地
者
、
社
家
与
地
頭
、
以
和
与
之
儀
令
折
中
下
地
之
條
、
度
度
御
下
知
狀
等
分
明
也
、
而
地

頭
等
令　

背
御
下
知
、
不
打
渡
之
條
、
其
咎
難
遯
、
將
又
當
鄕
年
貢
追
年
減
少
之
余
、
适
所
濟
之
分
對
押
之
間
、
取
借
上
、
經
入
之
條
、
難
治
次

第
也
、
然
早
至
未
濟
分
者
、
以
社
例
一
倍
可
糺
返
之
旨
、
欲
被
裁
許
、

是四　
（
中
略
）
然
早
任
代
代
御
下
文
被
打
渡
之
、
欲
全
御
神
領
等
御
祈
禱 

矣
、

是八
者
、
早
任
代
々
政
所
御
下
文
以
下
證
文
道
理
、
良
親
子
〻
孫
〻
可
令
進
退
領
掌
彼
神
領
等
之
狀
、
所
仰
如
件
、
神
官
等
冝
承
知
、
勿　

 

失
、
故
下

⃝

（
紙
継
目
ニ
左
衞
門

少
尉
安
倍
某
ノ
裏

花
押
ア
リ
、
裏
花
押
三
箇
所
ア
ル
ノ
中
、

二
番
目
、
筆
者
本
文
傍
註
ヲ
改
メ
テ
記
ス

）
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文
保
二
年
十
一
月　
　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案
主
中
原
（
花
押
）

別
當
勘
解
由
次
官
藤
原
朝
臣
（
花
押
）　　
　
　

大
從
左
衞
門
少
尉
阿
倍
（
花
押
）

⑰（
（（
（

＊
＊
⒜　
「
東
大
寺
文
書
」
正
安
三
（
一
三
〇
一
）
年
六
月　

日
附
東
大
寺
学
侶
等
重
訴
状
土
代

　
﹁　

正

（
端
裏
書
）安

三
六 　
　
　

　

學
生
供
訴
狀
案
正
安
二
年 　
　
　
　

 

三
年
六
月
日
﹂

東
大
寺
學
侶　

重 　
　
　
　
　
　
　
　

　

欲
殊
被
經
嚴
密
御
沙
□

（
汰
）、

□
（
寺
）領

美
濃
國
茜
部
庄
地
頭
代
左
衞
門
尉
茂
平
背
和
與
狀
幷
度
々
御
下
知
旨
、
去
年
正
安

二
年
、年
貢
致
四
百
餘
貫
未
濟
間
、

　
⃝寺家就
訴
申
、
可〻
明〻
申〻
旨〻
、
去
三
月
廿
日
被
下
御
敎
書
⃝之
處
、
于〻
今〻
不〻
及〻
請〻
文〻
陳〻
状〻
間〻
、
以〻
召〻
符〻
違〻
背〻
篇〻
、
可〻
被〻
合〻
御〻
沙〻
汰〻
、
可〻
預〻
御〻
成〻
敗〻
旨〻
、

　

 

重
進
訴
狀
刻
、
地
頭
代
⃝
恐
自
科
、對

寺
家
方
沙〻
汰〻
人〻
出
承
伏
注
文
上
者
、
早
任〻
⃝
未
進
分
悉員〻數〻

可
究
納
旨
、⃝

寺〻
家〻
預〻
裁〻
許〻
、
至
地
頭
者
、
任
傍
例
、
被
行
御

下
知
違
背
罪
科
事

副
進

　

一
通　

御
敎
書
案　

正
安
三
年
三
月
廿
日

　

二
通　

御
下
知
狀
幷
和
與
狀
案

　

一
通　

地
頭
代
所
出
注
文
案

經〻
數〻
月〻
不〻
申〻
散〻
狀〻
未
申
散
狀
之
間
、

使
者

急
速
被
加
御
下
知



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
四
〇

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
六
八

右
當
庄
者
、
百
口
學
侶
衣
服
料
重
色
爲
﹁
異
﹂
他
之
間
、
爲
地
頭
毎
年
請
所
、
於
年
貢
者
、
年
内
可
令
究
濟
之
由
、
度
度
和
與
狀
幷
關
東
六
波
羅

御
下
知
狀
炳
焉
也
、
爰
地
頭
背
此　

御
下
知
之
旨
、
去
永
仁
六年

、
年
貢
致
未
濟
之
間
、
訴
申
之
㝡
中
、
去
年
正
安

二
、
分
背
⃝年
内
究
納

収〻
納〻
之
期
限
、
致
四
百
餘

貫
未
進
之
間
、
⃝寺家就
⃝訴
申
、
被
尋
下
之
處
、
及
數
月
于
今
不〻
進〻
請〻
文〻
陳〻
狀〻
之
間
、
重
進
訴
狀
之
刻
、
對
寺
家
方
沙〻
汰〻
⃝
出〻
未〻
進〻
注〻
文〻
之〻
上〻
者〻
、
急〻

速〻
可〻
究〻
納〻
之〻
旨〻
、
直〻
可〻
預〻
裁〻
許〻
之
處⃝

被
召
陳
狀
之
條
、
爲〻
彌
爲
沙
汰
遲
引
基
上
者
、
於
彼
御
書
下
者
、
令
返
進
之
、
此
上
者
、
早
任
承
伏
之
旨
、

⃝

被
差
日
限

可
﹁
究

［
糺
］﹂

納
件
乃
貢
之
旨
、
寺〻
家〻
預〻
裁〻
許〻
、
至
地
頭
者
、
爲
被
行
所
當
罪
科
、
事〻
仍〻
粗
重
勒
子
細
、
以
解
、

　
　
　
　
　

正
安
三
年
六
月　
　

日

＊
＊
⒝　
「
同
文
書
」
正
安
三
（
一
三
〇
一
）
年
六
月　

日
附
東
大
寺
学
侶
等
訴
状
土
代
（
前
闕
）

（
前
闕
）
定
置
之
法
、
擬
申
行
于
御〻
敎〻
書〻
違〻
背〻
之〻
罪
科
之
處
、
近
日
於
地
頭
代
、
相
語
寺
家
方
之
雜
掌
賢
俊
五
師
、
至
來
十
月
可
延
引
之
由
、
令
書

取
和
与
狀
云
々
、此
条
地
頭
代
之〻
私〻
曲〻
彌〻
以〻
私
曲
之
至
、彌
以
顯
然
也
、其
故
者
、於〻
寺〻
家〻
方〻
有〻
何〻
得〻
理〻
永
仁
六
年
々
貢
于〻
今〻
未
濟
之
上
、當
去
年
々

貢
、
又
背
年
内
究
納
之
御
下
知
、
于〻
今〻
致
數
多
之
未
進
之
上
者
、
於
寺
家
方
、
有
何
得
理
至
今〻
秋〻
于
今
濟
納
之〻
期〻
十〻
月〻
中〻
可
延
引
于
十
月
中
之
由
、

可
令
出
和
與
狀
哉
、
學
侶
不
存
知
之
条
、
仰
上
察
者
也
、
所
詮
於
寺
家
雜
掌
賢
俊
五
師
者
、
永
削
寺
僧
之
名
帳
、
改
補
所
職
畢
、
早
欲
被
處
遠
流

罪
科
矣
、
次
於
地
頭
代
者
、
背
度
々
御
下
知
、
致
重
疊
之
私
曲
之
上
者
、
速
⃝
任〻
被〻
定〻
置〻
之〻
法〻
、
被〻
行〻
所〻
當〻
罪〻
科〻
、
被
停
廢
地
頭
職
、
而
盡
未
來
際
、

令
全
寺
供
之
樣
、
欲
蒙
御
成
敗
、
仍
不
耐
愁
歎
之
至
、
學
侶　

勒
狀
、
以
解
、

不
申
散
狀

使
者
、
人〻
聊〻
雖〻
有〻
相〻
違〻
子〻
細〻
地
頭
代
出
未
進
注
文
了
、

未
進
⃝之
多
少
、
聊
雖
有
違
目
、
背
年
内
究
納
之
御
下
知
、
而
于
今
致
未
濟
之
条
者
、
旣
以
承
伏
之
上
者
、
速
差〻
日〻
限〻
可
究
納
之
旨
、
可
有
御
下
知

犹

急
速
被
加
御
下
知
、

被
□

（
處
ヵ
）地

頭
代
於
重
科
、
被
改
補
地
頭
職
而



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
四
一

二
三
六
九

　
　
　
　
　

正
安
三
年
六
月　
　

日

＊
＊
⒞　
「
同
文
書
」
正
安
三
年
十
月　

日
附
東
大
寺
衆
徒
等
重
申
状
案

﹃（
端
裏
書
）

茜
　
寺
解
十
月　

日　
　
﹁
但
不
出
之
、﹂﹄

東
大
寺
衆
徒

重
解
（
付
箋
）﹁
弘
安
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

年
十
二
月
﹂

　

 

茜
了
庄
年
貢
絹
綿
代
錢
、
地
頭代違
背
度
々
御
下
知
、
至〻
今〻
秋〻
濟〻
期〻
于〻
今〻
過〻
不
濟
未
進
上
者
、
可
被
行
所
當
罪
科
旨
、
數
月
令
列
訴
處
、
如
今
月

八
日
引
付
評
定
者
、
任
地
頭
代
申
狀
、
可
相
待
今
月
中
云
々
、
此
条
匪
啻
當〻
時〻
背
﹁
關

﹁
御
﹂﹂

東
六
波
羅
御
下
知
、
可
爲
向
後
越
年
基
之
条
、
學
侶

鬱
訴
不
可
休
、
速
任
被
定
置
法
、
欲
被
⃝行
地
頭
於
御
下
知
違
背
罪
科
狀

右
、
件
年
貢
代
錢
者
、
百
口
學
侶
之
供〻〻　

衣
服
、
一
寺
規
摸
之
供　

也
、
因
茲
可〻
指
員
數
、
定
期
限
、
悉
不
過
年
内
可
令
濟
納
之
旨
、
關
東
六
波

羅
御
下
知
明
白
也
、
而
永
仁
六
年
々
貢
、
寄
事
於
損
亡
、
地
頭
代
雖
企
濫
訴
、
依
寺
門〻
家
申
開
、
不
日
可
究
濟
之
由
、
去
年
蒙
御
成
敗
畢
、
爰
度
々

雖
被
下
御
敎
書
、
于
今
不
究
濟
之
条
、
罪
科
難
遯
之
處
、
剩
去
年
々
貢
又
⃝無故背
年
内
之〻
御〻
究
納
之
御
下
知
、
致
數
多
未
進
之
間
、
自
科
依
難
遯
、

去
六
月
歟
、
至
今
年
十
月
□

（
可
被
カ
）

□
相
延
之
旨
、
對
寺
家
雜
掌
雖
懇
望
申
、
寺
不
叙
用
之
處
、
雜
掌
得
地
頭
代
語
、
出
和
与
狀
之
間
、
於
寺
家
雜
掌
者
、

擯
出
寺
帳
、
改
易
所
職
、
處
重
科
畢
、
此
次
第
具
相
觸
于
奉
行
邊
、
致
訴
訟
之
處
、
依
不
慮
障　

、
于
今
不
預
裁
□
報
之
条
、
寺
門
含
愁
訴
之
處
、

　

去
八
日
合
于
引
付
評
定
之
尅
、
三
百
余
貫
之
未
進
莫
大
之
上
者
、
可
相
待
今
月云
中々
之〻
由〻
、
此
条
倂優⃝
依〻
地
頭
代
恣之
申
狀
、
被
奇

（
棄
）置

寺
家
理
訴
歟
、

凡
今〻
月〻
中〻
者〻
無〻
自
去
年
至
于
今
、
違
背
度
々
御
下
知
之
条
、
地
頭
方
爭
可
遯
罪
科
哉
、
若
不
被
行
其
科
、
剩
如
今
評
定
者
、
後
年
又
以
其
爲
例
、

破
年
内
究
納
之
儀
、
可
致
遲
濟
之
条
、
不
可
待
言
者
歟
、
然
者
早
於
未
進
年
貢
者
、
懸
地
頭
代
不
日
令
究
濟
之
、
於
地
頭
者
、
任
被
定
置
之
法
、

被
行
御
下
知
違
背
之
罪
科
、
而
欲
令
全
永
代
之
供　

矣
、
仍
勒
狀
如
件
、

（
碍
）



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
四
二

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
七
〇

　
　
　
　
　
　

正
安
三
年
十
月　
　

日

Ⅱ
⑤
「
相
良
家
文
書
」
正
安
四
（
一
三
〇
二
）
年
六
月　

日
附
肥
後
国
多
良
木
村
地
頭
代
申
状
案（
（（
（

﹁
（
端
裏
書
）

□
後
國
多　

木
地
頭
代
申
狀
正
安
四
八

（
マ
ヽ
）廿

四
﹂

□（
肥
）後

國
多　

木
村
地
頭
相　

牛
房
丸
代
左
衞
門
尉
資
氏
謹
言
上

　

 

早
任
相　

彌
五
郞
賴
氏
法
師
法
名

上
蓮
遣
狀
等
、
欲
被
付
下
地
於
惣
領
上
蓮
孫
子
賴
□
賴
高
六
郞

三
郞
賴
秀
彥
三

郞

頼
實
次
五

郞

等
、
異
賊
警
固
以
下
面
々
所　

幷
當
村
檢
□
及
讓
外
神
領
地
等
、
且
企
押
領
濫
妨
、
且
不
相
從
惣
領
牛
房
丸
催
促
、
條
々
張
行
子
細
事
、

副
進

　

一
通　

上
蓮
讓
子
息
賴
宗
牛
房
丸

亡
父

狀
正
應
六
年
七
月
廿
日

右
、
以
多　

木
村
内
、
讓
与
子
孫
等
之
時
、
去
正
應
六
年
七
月
廿
日
讓
惣
領
於
子
息
六
□
（
郞
）賴

宗
牛
房
丸

亡
父

之
次
、
爲
孫
子
賴
包
・
賴
高
・
賴
秀
・
頼

實
等
、
以
同
日
充
給
面
々
讓
狀
畢
、
而
惣
領
所
持
之
上
蓮
讓
備
進
之
上
者
、
不
及
巨
細
、
爰
彼
庶
子
等
、
背
上
蓮
遣
狀
、
或
濫
妨
檢
斷
、
或
押
領

讓
外
之
地
、
或
國
方
濟
物
等
屬
惣
領
不
辨
之
、
或
對
捍
異
國
警
固
番　

以
下
用
途
者
、
就
中
、
於
警
固
用
途
者
、
恐
于
當
時
懈
怠
、
爲
全
所　

、

悉
惣
領
所
經
入
之
也
、
先
年
賴
麭
等
企
濫
訴
之
間
、
聊
雖
番
訴
陳
、
入
人
於
中
可
和
与
之
由
、
依
令
望
申
、
相
互
存
和
談
儀
之
處
、
就
和
與
狀
、

號
不
給
御
下
知
狀
、
彌
云
押
領
、
云
濫
妨
、
云
對
捍
、
幷
之
令
張
行
之
條
、
且
背
上
蓮
之
讓
、
且
輕
其
素
意
、
旣
以
吿
言
也
、
早
被
止
押
領
濫
妨
、

至
對
捍
分
者
、
糺
給
惣
領
所
經
入
之
用
途
、
任
上
蓮
遣
狀
等
、
爲
被
付
面
々
下
地
於
惣
領
、
粗
恐
々
言
上
如
件
、

　
　
　
　
　
　

正
安
四
年
六
月　
　

日



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
四
三

二
三
七
一

＊
＊
⑱
「
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
文
書
」
嘉
元
元
（
一
三
〇
三
）
年
八
月　

日
附
神
澤
重
綱
申
状
案（
（（
（

神
澤
太
郞
左
衞
門
尉
重
綱
謹
言
上

　

爲
播
磨
國
久
留
美
庄
雜
掌
好
國
、
乍
誘
取
和
与
用
途
佰
貫
文
、
不
遺
其
衟
、
申
成
關
東
御
注
進
、
結
句
致
苅
田
狼
籍

（
藉
）、

其
咎
難
遯
事
、

件
条
、
當
庄
所
務
条
々
事
、
爲
雅
樂
太
郞
左
衞
門
入
衟
正
親
奉
行
、
番
訴
陳
仰
上
裁
之
處
、
雜
掌
好
國
請
取
佰
貫
文
用
途
、
可
致
地
頭
申
旨
之
和

与
之
由
令
申
之
間
、
去
四
月
廿
七
日
・
閏
四
月
五
日
令
渡
佰
貫
文
用
途
畢
、
而
無
和
与
儀
者
、
可
糺
返
彼
用
途
之
旨
乍
申
之
、
好
國
破
和
与
儀
、

申
成
關
東
御
注
進
、
被
送
函
之
上
者
、
速
可
返
渡
彼
用
途
之
由
、
欲
被
仰
下
、
次
可
致
和
与
之
由
乍
申
之
、
申
成
御
注
進
、
結
句
點
定
地
頭
名
以

下
一
庄
作
田
、
剩
苅
取
之
条
、
希
代
狼
籍

（
藉
）也

、
然
者
、
且
被
糺
返
彼
用
途
、
且
爲
被
行
雜
掌
苅
田
狼
籍

（
藉
）之

咎
、
謹
言
上
如
件
、

　
　
　
　
　
　

嘉
元
々
年
八
月　
　

日

Ⅱ
⑥
「
新
編
追
加
」
第
二
七
九
条（
（（
（

一　

國
領
地
頭
等
可
レ
濟
二
年
貢
一
事　
　
元
亨
二　

正　

十
二

　

 

右
、
臨
二
西
収
之
期
一
者
、
致
二
急
速
之
沙
汰
一
、
翌
年
二
月
可
レ
令
二
皆
濟
一
、
縱
又
雖
二
京
進
一
不
レ
可
レ
過
二
六
月
一
、
若
抑
留
之
由
、
雜
掌
訴
申
者
、

遂
二
結
解
一
可
二
辨
償
一
之
旨
、
可
レ
被
レ
下
二
奉
書
一
、
不
二
敍
用
一
者
、
託
二
使
者
一
可
レ
催
二

-

促
之
一
、
卽
及
二
參
對
一
請
二
勘
狀
一
者
、
可
レ
遣
二
其
衟
一
之
由
、

可
レ
成
二
下
知
狀
一･ （

歟
ヵ
）、

結
解
難
澁
之
輩
者
、
任
二
申
請
員
數
一
可
二
成
敗
一
、
犹
對
捍
者
、
重
以
二
使
者
一
尋
二

-

問
實
否
一
、
未
濟
之
條
無
レ
所
レ
遯
者
、
可

レ
改
二
所
職
一
、・
於
二
催
促
幷
究
濟
期
日
一
者
、
且
依
二
其
地
遠
近
一
、
且
就
二
未
進
多
少
一
、
随
二
事
躰
一
可
二
斟
酌
一
也
、

　

次
前
國
司
時
未
濟
分
事
、
自
今
以
後
者
、
可
レ
辨
二
于
先
司
一
矣
、

　

 

次
同
所
領
請
所
事
、
前
々
蒙
二
下
知
一
預
二
御
口
入
一
地
之
外
者
、
可
二
顚
倒
一
、
但
康
元
々
年
以
前
者
、
雖
レ
爲
二
私
和
談
一
、
不
レ
可
レ
有
二
相
違
一
、

弘
安
七
年
以
後
者
、
縱
帶
二
裁
許
狀
一
、
宜
レ
任
二
國
司
之
意
一
焉
、
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
四
四

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
七
二

⑲（
（（
（

＊
＊
⒜　
「
青
方
文
書
」
暦
仁
元
（
一
二
三
八
）
年
十
二
月
廿
五
日
附
峯
持
・
源
等
和
与
状
案

み
く
り
や
の
み
し
や
う
お
ち
か
の
し
ま
の
う
ら
へ
の
あ
い
た
の
事
、

み
き
、
く
た
ん
の
う
ら
へ
の
あ
い
た
の
事
、
し
た
の
さ
た
に
お
き
て
ハ
、
に
う
た
う
と
の
・
た
ら
う
と
の
ゝ
よ
ま
て
も
、
さ
う
ゐ
あ
る
へ
か
ら
す
候
、

こ
の
う
ゑ
ハ
た
か
ひ
の
へ
ん
か
い
候
へ
か
ら
す
候
、
も
し
人
の
け
う
か
い
に
よ
て
も
、
へ
ん
か
い
候
て
、
ゐ
ら
ん
候
へ
か
ら
す
、
よ
て
の
ち
の
せ

う
も
ん
の
た
め
に
、
わ
よ
の
し
や
う
く
た
ん
こ
と
し
、

　
　
　

り
や
く
に
ん
元
年
十
二
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

源
持
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
等
在
判

＊
＊
⒝　
「
青
方
文
書
」
年
月
日
不
詳
白
魚
行
覚
申
状
案

﹁
引

（
端
裏
書
）隱

二
問
狀
案
﹂

﹁
是

（
端
書
）ハ

貞
引
隱
二
問
狀
也
、﹂

肥
前
國
御
家
人
白
魚
九
郞
入
衟
行
覺
重
言
上
、

　

 

欲
峯
源
藤
五
貞
違
背
御
下
知
、
令
濫
妨
佐
保
・
白
魚
所
務
刻
、
惡
口
本
主
子
孫
上
者
、
被
弃
捐
謀
陳
、
且
被
行
其
身
於
所
當
罪
科
、
且
可
停
止

違
亂
由
、
蒙
御
成
敗
子
細
事
、

副
進

　

一
通　

湛
和
与
狀　

建
長
七
年
九
月
六
日

　

一
通　

覺
圓
讓
狀　
覺
圓
讓
狀
於
佐
保
・
白
魚
者
讓
与
弘
高
事
、

同
八
年
八
月
廿
一
日

（
の
脱
カ

）
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一
通　

關
東
御
敎
書　
蒙
古
合
戰
勳
功
追
可
有
計
由
事
、

正
應
五
年
十
一
月
卅
日　
　

　

十
通　

守
護
代
々
御
奉
書
・
御
書
下
等　
各
別
懃
仕
所
見

自
餘
畧
之
、

右
、
浦
部
嶋
内
佐
保
・
白
魚
浦
々
者
、
以
建
長
八
年
覺
圓
令
讓
与
行
覺
親
父
弘
高
法
師
法
名

西
佛
之
間
、
至
于
行
覺
、
爲
各
別
知
行
、
送
四
十
餘
年
星

霜
畢
、
爰
貞
陳
狀
云
、
件
和
与
狀
者
、
浦
部
下
沙
汰
事
、
覺
圓
幷
能
高
之
世
マ
天
母
不
可
相
違
之
由
、
載
于
地
頭
持
狀
之
間
、
彼
二
代
下
沙
汰
不
存

異
儀
之
處
、
成
于
能
高
時
、
致
過
分
儀
云
々
、
此
条
如
建
長
七
年
□

（
九
月
六
日
ヵ
）

□
□
□
湛
狀
者
、
浦
部
間
事
、
曆
仁
元
年
十
二
月
廿
五
日
（
以
下
缺
）

＊
＊
⒞　
「
青
方
文
書
」
嘉
元
三
年
二
月　

日
附
白
魚
行
覚
申
状
案

（
前
缺
）
彼
二
代
下
沙
汰
不
存　

儀
之
處
、
能
高
之
時
、
致
過
分
儀
云
々
、
此
条
顯
然
之
姧
謀
也
、
覺
圓
・
能
高
・
々
家

法
名

覺
念
三
代
、
令
相
續
所
務
於

兩
方
、
於
得
分
物
者
、
年
來
番
訴
陳
者
也
、
而
二
代
下
沙
汰
不
存　

儀
之
處
、
成
于
能
高
時
、
致
過
分
儀
之
由
令
申
之
条
、
尤
惡
口
也
、
何
可
遯

其
咎
哉
、
且
湛
如
建
長
七
年
九
月
六
日
狀
者
、
浦
部
間
事
、
曆
仁
元
年
十
二
月
廿
五
日
之
持
加
書
替
狀
於
波
、
湛
末
加
末
万
天
毛
不
可
變
改
云
々
、

隨
而
貞
乍
稟
行
覺
曾
祖
父
尋
覺
之
流
、
立
還
失
本
主
之
⃝素
意
、
猥
令
押
妨
佐
保
・
白
魚
所
務
之
条
、
爭
可
遯
罪
科
哉
、
同
狀
云
、
行
覺
親
父
弘
高
者
、

爲
佐
保
・
白
魚
代
官
召
仕
之
處
、
公
私
無
沙
汰
之
間
、
貞
祖
父
令
改
易
之
時
、
出
怠
狀　
云
々
、
此
条
惡
口
也
、
稱
彼
怠
狀
者
、
不
實
之
由
載 

先
祖〻訴
之
處
、
如
陳
狀
者
、
爲
弘
高
自
筆
狀
之
由
、
載
之　

、
弘
高
者
、
本
自
就
和
漢
不
足
右
筆
之
處
、
稱
自
筆
狀
、
構
出
謀
作
狀
、
備
申
之
上
者
、

云
召
仕
代
官
之
由
、
云
今
謀
書
之
段
、
先
以
此
兩
段
被
合
御
沙
汰
、
欲
蒙
御
成
敗
、
何
況
文
永
九
・
十
兩
度
御
下
知　

、
能
高
・
湛
相
幷
令
拜
領

之
条
炳
焉
也
、
且
行
覺
⃝追
先
祖
弓
藝
之
跡
、
依
致　

賊
合
戰
之
忠
懃
勳
功
、
追
可
有
御
計
之
由
、
預
關
東
御
敎
書
、
可
被
抽
賞
之
旨
、
所
被
仰
下
也
、

而
貞
如
三
答
狀
者
、
於
彼
勳
功
者
、
迄
于
非
御
家
人
・
凡
下
之
仁
、
被
行
其
賞
之
由
、
令
申
之
条
姧
謀
也
、
件
勲
賞
事
者
、
品
袟
皆
以
被
載
注
進

之
間
、
不
及
子
細
、
行
覺
者
尋
覺
之
性
流
、
代
々
御
家
人　

懃
仕
無
相
違
、
貞
亦
知
行
之
小
値
賀
嶋
者
、
慥
尋
覺
之
遺
領
也
、
然
者
、
云
行
覺
、

云
貞
、
於
所
領
者
、
爲
一
流
之
上
者
、
何
限
于
異
賊
勸
賞
、
可
引
申
非
御
家
人
・
凡
下
仁
之
潤
色
哉
、
還
而
自
責
之
陳
詞
也
、
凡
貞
三
答
之
狀
仁
、
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所
令
備
進
之
一
巻
具
書
内
、
覺
圓
・
能
高　

狀
由
事
謀
言
也
、
如
令
申
先
段
、
如
文
永
九
年
五
月
十
日
關
東
下
知
狀
者
、
任
曆
仁
・
建
長
和
与
狀
、

云
湛
、
云
能
高
、
無
相
違
可
令
領
掌
云
々
、

取
要　

畧
詞
、
然
者
今
貞
所
令
備
進
于
三
答
之
狀
者
、
号
覺
圓　

狀
之
間
、
後
日
文
永
九
年
御
下
知
狀
明
鏡
之

間
、
先
日
弃
破
之
僞
狀
、
更
以
非
御
沙
汰
之
限
哉
、
所
詮
、
雖
多
子
細
、
貞
以
本
主
之
子
孫
、
或
爲
住
人
之
旨
載
之
、
或
召
仕
代
官
之
由
掠
之
、

或
構
出
謀
書
、
号
弘
高
自
筆
狀
、
令
濫
妨
所
務
之
上
者
、
云
惡
口
、
云
謀
書
、
以
此
兩
段
被
合
御
沙
汰
、
被
處
其
身
於
重
科
、
於
行
覺
者
、
任
代
々

各
別
知
行
之
實
、
爲
蒙
御
成
敗
、
恐
々
庭
中
言
上
如
件
、

　
　
　

嘉
元
三
年
二
月　
　

日

＊
＊
⒟
「
青
方
文
書
」
正
和
四
（
一
三
一
五
）
年
六
月
二
日
附
鎮
西
裁
許
状
案

白
魚
九
郎
入
道
行
覺
与
峯
源
藤
五
貞
相
論
肥
前
國
小
値
賀
浦
部
嶋
内
佐
保
・
白
魚
兩
浦
事
、

右
、
訴
陳
之
趣
、
雖
多
子
細
、
所
詮
、﹃
如
行
覺（

か
）申

者
、﹁
當
嶋
者
、
曾
祖
父
玄
城
房
尋
覺
之
所
領
也
、
而
以
小
値
賀
嶋
、
讓
于
嫡
子
通
澄
本
名

通
高
、

通
澄
讓
輿
于
養
子
峯
源
藤
二
持
貞
高

祖
父
、
至
浦
部
嶋
者
、
讓
給
二
男
家
高
法
師

法
名

西
念
間
、
至
下
沙
汰
者
、
覺
圓
不
可
有
相
違
由
、
去
曆
仁
元
年
十
二
月

廿
五
日
就
出
兩
方
和
與
狀
、
持
子
息
湛
貞
祖

父

与
覺
圓
、
又
不
可
違
曆
仁
和
與
狀
旨
、
建
長
七
年
九
月
六
日
重
出
和
與
狀
畢
、
爰
湛
背
彼
狀
、
押
領

下
地
間
、
覺
圓
子
息
能
高
行
覺

伯
父
參
訴
關
東
之
刻
、
任
曆
仁
建
長
和
與
狀
、
云
湛
、
云
能
高
、
可
領
掌
旨
、
被
成
文
永
九
年
五
月
十
日
御
下
知
、
同
十

年
九
月
一
日
守
彼
御
下
知
、
可
領
掌
由
、
被
下
御
敎
書
於
能
高
間
、
佐
保
白
魚
兩
浦
等
爲
彼
和
與
之
内
、
自
覺
圓
至
行
覺
、
知
行
無
相
違
之
處
、

貞
不
叙
用
彼
御
下
知
、
押
領
當
浦
所
務
、
剩
去
正
安
三
年
冬
之
比
、
異
賊
凌竸

來
事來

之
由
風
聞
之
間
、
爲
參
上
博
多
、
令
用
意
乘
船
之
處
、
貞
代
官
監

物
入
衟
淨
蓮
差
遣
數
多
人
数
、
欲
令
漕
取
間
、
令
申
子
細
仁
依
天
、
打
入
行
覺
下
人
次
郞
太
郞
男
於
海
、
与
恥
辱
之
条
無
其
謂
、
早
被
停
止
所
務

押
領
、
可
被
行
狼
藉
科
云
々
﹂、
如
貞
陳
狀
者
、﹁
浦
部
嶋
者
小
値
賀
内
也
、
佐
保
白
魚
者
浦
部
嶋
之
内
也
、
而
小
値
賀
嶋
地
頭
職
者
、
爲
貞
囊
祖

松
浦
源
四
郞
大
夫
直
所
領
之
處
、
直
讓
于

（
与
ヵ
）當

嶋
於
子
息
十
郞
連

法
名

定
西
、
連
讓
与
于
貞
高
祖
父
峯
源
藤
二
持
畢
、
爰
連
論
敵
玄
城
房
尋
覺
以
小
値
賀
嶋
、
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讓
于
嫡
子
通
澄
、
割
分
浦
部
嶋
、
雖
令
配
分
于
二
男
家
高

法
名

覺
圓
、
後
日
悔
返
之
、
爲
小
値
賀
嶋
内
而
讓
与
于
通
澄
畢
、
通
澄
令
寄
附
持
間
、
就
兩

流
之
相
傳
、
承
久
三
年
五
月
廿
六
日
賜
關
東
御
下
文
、
安
貞
二
年
三
月
十
三
日
預
御
下
知
畢
、
加
之
、
寛
元
四
年
十
一
月
廿
二
日
重
給
御
下
文
、

知
行
經
數
十
年
後
、
讓
与
件
所
々
於
孫
子
峯
又
五
郞
湛
間
、
湛
知
行
之
時
、
當
嶋
鷹
嶋
源
三
滿
就
出
非
論
、
番
訴
陳
、
正
元
元
年
七
月
十
六
日
湛

預
御
下
知
之
上
、
文
永
八
年
十
一
月
廿
五
日
・
弘
安
四
年
後
七
月
三
日
重
給
御
下
文
、
讓
于
子
息
源
五
郞
答
之
間
、
所
令
相
傳
于
貞
也
、
而
覺
圓

對
于
持
、令
所
望
浦
部
嶋
下
沙
汰
依
天
、曆
仁
元
年
持
給
与
下
沙
汰
之
充
文
於
覺
圓
畢
、如
彼
狀
者
、覺
圓
幷
子
息
太
郞

號
能

高

世
滿
天
不
可
有
相
違
云
々
、

湛
与
覺
圓
又
建
長
七
年
和
与
之
時
、
子
細
同
前
、
随
而
任
曆
仁
建
長
之
和
与
狀
、
可
致
沙
汰
之
由
、
文
永
九
年
所
成
御
下
知
也
、
所
載
彼
和
与
狀
者
、

限
于
覺
圓
能
高
二
代
也
、行
覺
者
非
所
載
于
和
与
狀
之
能
高
子
孫
、所
謂
能
高
舍
弟
彌
二
郞
弘
高
子
息
也
、且
弘
高
者
貞
祖
父
湛
爲
佐
保
白
魚
代
官
、

令
召
仕
之
處
、
無
沙
汰
之
間
、
令
改
易
之
刻
、
如
元
可
充
給
之
旨
、
捧
自
筆
怠
狀
畢
、
行
覺
者
爲
當
浦
住
人
、
懃
細
々
公
事
、
不
背
貞
命
之
處
、

今
及
敵
對
之
条
存
外
也
、
次
代
官
淨
蓮
差
遣
人
勢
、
擬
令
漕
取
兵
船
、
打
入
二
郞
太
郞
男
於
海
由
事
、
無
跡
形
不
實
也
、
胸
臆
浮
言
不
及
御
信
用
、

早
被
棄
捨
濫
訴
、
可
被
行
地
頭
敵
對
之
科
云
々
﹂、
爰
兩
方
所
帶
證
文
幷
御
下
文
・
御
下
知
等
子
細
雖
區
、
所
詮
、
如
曆
仁
元
年
十
二
月
廿
五
日
持

和
与
狀
者
、
宇
野
御
厨
御
庄
小
値
賀
嶋
内
浦
部
之
間
事
、
於
下
沙
汰
者
、
入
衟
殿
太
郞
殿
滿
天
仁
毛
不
可
有
相
違
、
此
上
者
互
仁
不
可
變
改
候
、
若

人
能
凶
害
仁
依
天
毛
、
變
改
候
天
、
不
可
違
亂
候
云
々
、

以
和
字
摸
漢
字

取
詮
、
略
之
、
如
同
日
西
念

改
覺

圓

狀
者
、
加
樣
被
仰
候
仁
依
天
、
於
浦
部
地
頭
職
者
、
爲
峯
源

藤
次
殿
御
沙
汰
末
加
末
滿
天
毛
不
可
有
相
違
候
、
此
上
互
仁
不
可
變
改
候
、
然
者
、
若
人
能
凶
害
仁
依
天
毛
、
爲
入
衟
身
致
違
亂
候
共
、
更
仁
不
可

承
引
候
云
々
、
同
前
、
如
建
長
九

（
七
ヵ
）年

九
月
六
日
湛
和
与
狀
者
、
肥
前
國
宇
野
御
厨
御
庄
小
値
賀
嶋
内
浦
部
間
事
、
曆
仁
元
年
十
二
月
廿
五
日
故
殿
書

替
狀
仁
者
、
湛
末
加
末
滿
天
毛
不
可
變
改
候
、
若
人
能
凶
害
仁
依
天
變
改
候
天
違
亂
出
候
之
時
者
、
全
不
可
承
引
候
云
々
、
同
前
、
如
同
日
覺
圓
狀
者
、

互
仁
被
仰
申
候
仁
依
天
、
入
衟
毛
末
加
末
滿
天
毛
不
可
變
改
候
、
又
人
乃
凶
害
仁
依
毛
變
改
出
來
候
之
時
者
、
全
不
可
承
引
候
云
々
、
同
前
、
同
八
年
八

月
廿
一
日
同
人
狀
者
、
讓
渡
二
男
弥
次
郞
弘
高
仁
佐
保
・
白
魚
、
此
二
浦
仁
於
幾
天
波
、
弥
次
郞
弘
高
仁
讓
渡
畢
云
々
、
同
前
、
如
文
永
九
年
五
月

十
日
關
東
御
下
知
者
、
峯
又
五
郞
湛
申
、
肥
前
國
小
値
賀
嶋
内
浦
部
嶋
地
頭
職
事
、
右
、
越
訴
之
趣
子
細
雖
多
、
所
詮
、
浦
部
嶋
下
沙
汰
者
、
曆
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仁
元
年
持
避
与
西
念
畢
、
湛
亦
建
長
七
年
同
所
出
避
狀
也
、
至
地
頭
職
者
、
持
・
湛
之
知
行
不
可
有
相
違
旨
、
曆
仁
・
建
長
覺
圓
出
狀
畢
、
然
則
、

任
曆
仁
・
建
長
和
与
狀
、
云
湛
、
云
能
高
、
無
相
違
可
令
領
掌
云
々
、

取詮
、
如
同
十
年
九
月
一
日
被
下
能
高
之
御
敎
書
者
、
肥
前
國
小
値
賀
嶋
内
浦

部
嶋
地
頭
職
事
、
峯
又
五
郞
湛
去
年
五
月
十
日
預
御
下
知
畢
、
至
下
沙
汰
者
、
且
守
彼
御
下
知
、
且
任
曆
仁
・
建
長
和
与
狀
、
可
令
領
掌
云
々
﹄
者
、

如
是
等
狀
者
、
持

貞
高

祖
父
幷
湛
貞
祖

父

与
覺
圓
行
覺

祖
父
相
論
之
刻
、
於
地
頭
職
者
、
持
・
湛
知
行
之
、
至
下
沙
汰
者
、
覺
圓
領
知
不
可
有
相
違
之
由
、

曆
仁
・
建
長
相
互
出
和
与
狀
之
間
、
任
兩
度
和
与
狀
、
云
湛
、
云
能
高
、
可
領
掌
之
旨
、
文
永
御
下
知
被
成
御
下
知
之
由
、
所
見
也
、
仍
至
彼
兩

浦
下
沙
汰
者
、
爲
和
与
内
、
覺
圓
去
建
⃝長
八
年
八
月
廿
一
日
讓
与
行
覺
亡
父
弘
高
法
師

法
名

西
佛
之
間
、
任
文
永
之
御
下
知
、
相
傳
知
行
之
處
、
貞
押
領

之
旨
、
行
覺
訴
申
之
刻
、
所
被
⃝載
御
下
知
之
、
曆
仁
・
建
長
和
与
狀
者
、
限
于
覺
圓
幷
能
高
二
代
之
由
、
貞
雖
陳
之
、
如
持
狀
者
、
入
道
殿
覺圓

・

太
郞
殿
能高

世
滿
天

仁
毛
不
可
有
相
違
之
由
載
之
、
如
湛
狀
者
、
故
殿
能
書
替
狀
於
波
、
湛
末
加
末
滿
天
毛
不
可
變
改
云
々
、
不
限
二
代
之
旨
、
行
覺
所
申
、

非
無
其
謂
、
次
如
五
月
廿
五
日
附
文　

永
四
、
弘
高
狀
者
、
京
上
志
天
候
跡
仁
、
佐
保
・
白
魚
仁
地
頭
御
代
官
入
佐
世
給
天
候
之
由
、
自
筑
紫
申
上
天
候
、
前
々

毛
限
候
地
頭
御
得
分
於
波
、
沙
汰
進
候
事
仁
天
古
曾
候
惠
、
自
是
後
毛
限
候
御
得
分
於
波
、
可
沙
汰
進
候
人
能
見
候
所
毛
候
、
御
代
官
於
波
可
給
候
云
々
、

以
和
字

摸
漢
字
、
湛
以
弘
高
、
爲
佐
保
・
白
魚
代
官
、
令
召
仕
之
刻
、
無
沙
汰
之
間
、
改
替
之
時
、
捧
自
筆
怠
狀
之
旨
、
貞
同
雖
陳
之
、
就
和
漢
弘
高
不
足

右
筆
之
間
、
自
筆
之
段
不
實
也
、
爲
謀
書
之
由
、
行
覺
申
之
、
雖
須
被
糺
明
眞
僞
、
如
附
年
號
者
、
文
永
四
年
云
々
、
爲
文
永
九
年
御
下
知
以
前

狀
之
間
、
不
能
糺
明
實
否
、
加
之
、
覺
圓
書
狀
等
數
通
、
貞
雖
備
進
之
、
非
肝
要
之
上
、
子
細
同
前
、
然
則
、
於
佐
保
・
白
魚
兩
浦
地
頭
職
者
、

貞
知
行
不
可
有
相
違
、
至
下
沙
汰
者
、
且
任
曆
仁
建
長
持
・
湛
和
与
狀
、
且
守
文
永
九
年
御
下
知
・
同
十
年
御
敎
書
等
、
停
止
貞
押
妨
、
可
令
行

覺
領
知
、
次
以
本
主
子
孫
弘
高
、
稱
代
官
、
以
行
覺
、
號
當
浦
住
人
之
条
、
貞
不
遯
惡
口
咎
之
旨
、
行
覺
雖
申
之
、
於
下
沙
汰
者
、
能
高
可
領
知

之
由
、
就
被
載
關
東
御
下
知
、
存
地
頭
与
名
主
之
礼
儀
歟
之
間
、
代
官
幷
住
人
之
旨
、
令
申
之
条
、
非
指
惡
口
之
間
、
不
及
沙
汰
、
次
貞
代
官
淨

蓮
差
遣
數
多
人
勢
、
欲
令
漕
取
兵
船
、
打
入
行
覺
下
人
次
郞
太
郞
男
於
海
、
与
恥
辱
之
旨
、
行
覺
同
雖
申
之
、
不
實
之
由
、
貞
論
申
之
上
、
非
指

喧
嘩
之
間
、
同
前
矣
者
、
依
仰
下
知
如
件
、



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
四
九

二
三
七
七

　
　
　
　
　
　

正
和
四
年
六
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
（
北
條
政
顯
）

上
總
介
平
朝
臣
（
花
押
）

⑳（
（（
（

＊
＊
⒜　
「
八
坂
神
社
文
書
（
建
内
文
書
）」
正
中
參
（
一
三
二
六
）
年
二
月
十
三
日
附
丹
波
国
波
々
伯
部
保
法
眼
顕
増
和
与
状

丹
波
國
波
々
伯
部
保
内
顯
増
別
相
傳
田
畠
事
、去
元
亨
參
年
十
月
十
日
止
非
軄
甲
乙
人
傳
領
之
儀
、付
保
務
、可
有
管
領
之
由
、就
御
拝
領　

綸
旨
、

及
自
他
之
確
論
、
於
守
護
方
相
互
雖
致
訴
訟
、
以
和
与
之
儀
止
兩
方
上
訴
、
於
顯
増
別
相
傳
分
田
畠
三
町
五
段
十
五
代

坪
付
注
文

別
紙
在
之
者
、
被
止
御

畢
、

但
此
内
至
坊
垣
貳
段
幷
醬
垣
貳
段
・
中
檢
校
垣
田
畠
壹
段
、
以
上
五
段
者
、
所
令
停
止
顯
増

也
、
如
此
令
和
平
、
被
止
下
地
之
御

上
者
、
永

令
停
止
方
々
訴
訟
了
、
自
今
以
後
、
若
於
田
畠
事
、
改
篇
寄
事
於
左
右
致
訴
訟
、
成
地
下
煩
者
、
可
蒙
當
社
三
所
御
罰
之
狀
如
件
、

　
　
　
　
　

正
中
參
年
二
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
眼
顯
増
（
花
押
）

Ⅱ
⒝　
「
同
文
書
」
正
中
年
三
月
三
日
附
丹
波
国
波
々
伯
部
保
勝
算
請
文

丹
波
國
波
々
伯
部
保
下
司
軄
和
与
進
物
用
途
貳
百
伍
十
貫
文
内
、
去
年
十
二
月
且
百
貫
文
致
沙
汰
畢
、
所
請
百
五
十
貫
文
者
、
彼
和
与
事
被
逢
御

評
定
無
相
違
者
、
雖
未
被
出
御
下
知
、
五
个
日
中
可
致
沙
汰
百
貫
文
、
殘
五
十
貫
文
者
、
五
月
中
可
令
進
沙
汰
候
、
若
令
難
澁
者
、
被
申
公
方
、

被
押
御
下
知
之
時
、
更
不
可
申
子
細
、
□

﹁
所
﹂詮

、
不
沙
汰
進
彼
用
途
間
者
、
縱
雖
被
成
御
下
知
、
不
可
管
領
彼
下
司
名
、
次
全
丸
名
半
分
田
畠
所
當
米
・

地
子
以
下
、
在
家
細
々
課

、
守
弘
安
實
檢
帳
可
令
懃
仕
者
也
、
仍
請
文
如
件
、

　
　
　
　
　

正
中
三
年
三
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
筭
（
花
押
）
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
五
〇

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
七
八

＊
＊
⒞　
「
同
文
書
祇
園
社
記
御

神
領
部
第
二
」
元
弘
三
（
一
三
三
三
）
年
六
月
廿
九
日
附
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

祇
園
社
領
丹
波
國
波
々
伯
部
保
下
司
全
丸
半
名
、
付
惣
保
可
令
知
行
者
、
天
氣
如
此
、
悉
之
、
以
狀
、

　
　
　
　
　

元
弘
三
年
六
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
部
少
輔
判

　
　

助（
宝
壽
院
顯
詮
）

法
眼
御
房

＊
＊
⒟　
「
同
文
書
」
建
武
元
（
一
三
三
四
）
年
九
月
廿
七
日
附
下
司
波
々
伯
部
信
盛
和
与
状　

﹁
（
端
裏
書
）

信
盛
﹂

和
与

祇
園
社
領
丹
波
國
波
々
伯
部
保
下
司
分
全
丸
半
名
事
、
任
去
年
六
月　

綸
旨
、
領
家
可
有
御
管
領
云
々
、
爰
爲
信
盛
普
代
相
傳
所
帶
之
間
、
守
去

正
中
和
与
狀
、
重
令
和
与
之
上
者
、
隨
本
所
々
勘
、
有
限
御
年
貢
以
下
公
事
等
、
任
先
例
可
致
沙
汰
者
也
、
此
上
若
、
或
寄
事
於
左
右
、
難
澁
御

年
貢
以
下
、
或
号
新
法
、
成
其
煩
於
領
家
御
管
領
之
半
名
幷
惣
保
、
致
向
背
者
、
且
任
正
安
六
波
羅
御
下
知
、
且
依
去
年　

勅
裁　

綸
旨
、
彼
全

丸
半
名
被
付
惣
保
、
信
盛
一
族
被
止
庄
家
經
廻
之
時
、
不
可
申
子
細
者
也
、
仍
重
和
与
狀
如
件
、

　
　
　
　
　

建
武
元
年
九
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
司
信
盛
（
花
押
）

⑶
　
補
　
遺
（
C
）

　

第
三
に
、
個
々
の
訴
訟
事
案
に
関
す
る
仔
細
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
機
会
を
得
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
﹁
和
与
﹂
お
よ
び

﹁
私
和
与
﹂
を
め
ぐ
る
裁
判
手
続
法
上
の
意
味
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
い
く
際
に
参
考
に
な
り
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
史
料
を
補
遺
と
し
て

指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
手
続
上
、
和
与
の
認
可
申
請
手
続
お
よ
び
認
可
手
続
が
公
正
か
つ
順
調
に
進
行
し
て
い
る
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六
九
巻
七
号�

三
五
一

二
三
七
九

限
り
に
お
い
て
は
決
し
て
起
こ
り
得
る
は
ず
の
な
い
事
態
が
訴
訟
当
事
者
の
思
惑
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
得
た
可
能
性
が
示
さ
れ
る
（
↓
㉓
）

一
方
で
、
幕
府
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
は
ず
の
和
与
の
内
容
が
一
方
当
事
者
の
都
合
に
よ
り
、
相
手
方
当
事
者
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ

ろ
で
そ
の
一
部
が
勝
手
に
変
更
も
し
く
は
改
竄
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
の
あ
っ
た
こ
と
（
↓
㉔
）
な
ど
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
、

私
和
与
で
は
な
い
和
与
に
対
し
て
和
与
認
可
裁
許
状
の
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
状
況
の
も
と
に
あ
っ
て
一
方
当
事
者
が
和
与
に

対
し
て
違
背
行
為
を
は
た
ら
い
た
場
合
に
、
こ
れ
に
関
す
る
訴
え
を
受
け
た
裁
判
所
は
裁
判
手
続
上
、
和
与
状
あ
る
い
は
和
与
認
可
裁
許
状

に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
現
実
的
な
対
応
を
行
お
う
と
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
出
来
よ
う
（
↓
㉑
・
㉒
）。

㉑（
（（
（

＊
＊
＊
⒜　
「
尊
経
閣
古
文
書
纂
編
年
文
書
」
建
仁
四
（
一
二
〇
四
）
年
正
月
二
日
附
下
毛
朝
俊
證
文
案
（［
一
］）

﹁
与

（
端
裏
書
）田

保
公
文
職
幷
地
頭
和
与
狀
案
幷
具
書
案
﹂

﹁
校

（
端
書
・
異
筆
）

正
了
﹂

　

令
請
領
掌
与
田
保
地
頭
職
證
文
事

右
、
件
證
文
、
所
令
請
領
掌
在
地
明
白
也
、
但
朝
俊
与
湛
与
契
狀
之
趣
、
先
年
之
比
在
廳
雖
爲
見
國
司
進
覽
文
書
、
指
依
無
其
詮
、
重
令
和
与
狀
偁
、

此
證
文
者
朝
俊
養
子
宗
藤
、
次
朝
兼
可
讓
与
者
也
、
若
他
人
讓
渡
存
外
、
又
有
被
盗
取
事
者
、
在
地
不
可
用
也
、
如
本
知
行
之
時
、
至
于
給
田
五
町
・

在
家
十
五
宇
・
公
文
職
、
子
々
孫
々
不
可
有
相
違
、
永
令
免
去
了
、
此
背
三
个
条
和
与
狀
者
、
請
取
證
文
可
有
相
違
之
狀
如
件
、

　
　
　
　

建
仁
二
二
年
正
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
衞
府
生
下
毛
朝
俊
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
五
二

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
八
〇

＊
＊
＊
⒝　
「
東
大
寺
文
書
」
建
仁
四
年
正
月
廿
三
日
附
周
防
国
司
廳
宣
案
（
周
防
國
玖
珂
郡
与
田
保
相
論
具
書
案
の
中
）

﹁
三

（
端
裏
書
）問

時
副
進
云
々
﹂

 

備
進　

周
防
國
与
田
保
地
頭
職
、
爲
本
所
進
止
證
文
幷
和
与
狀
等
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
見
条
々
子
細
事

一　

廳
宣　
　
　
　

南
無
阿
彌
陀
佛
在
御
判

　
　
　
　
　
　
　

留
守
所

　
　
　
　
　
　
　

定
補
与
田
保
地
頭
職
事

 

右
、
任
今
年
正
月
三

［
二
ヵ
］日

和
与
狀
、
所
補
如
件
、
住
民
百
姓
等
宜
承
知
、
敢
勿
違
失
、  

 

以
下
、

　
　
　
　

建
仁
四
年
正
月
廿
三
日

＊
＊
＊
⒞
「
狩
野
亨
吉
氏
蒐
集
文
書
」
正
元
二
（
一
二
六
〇
）
年
三
月
十
二
日
附
六
波
羅
下
知
状
案

﹁
□
波
羅
殿
御
下
知
狀
案　
　

□
〔
公
文
〕

□
名
田
畠
事
﹂

　

周
防
國
与
田
保
公
文
源
氏
女
与
地
頭
武
者
二
郞
朝
貞
相
論
田
畠
三
丁
三
反
事
、

右
、
對
決
之
處
、
如
氏
女
申
者
、
朝
貞
与
高
村

氏
女

前
夫
建
長
四
年
三
月
十
日
条
々
⃝令
和
与
□

〔
了
〕、

□
〔
而
彼
〕

□
彼
和
与
之
外
、
公
文
名
田
畠
三
丁
三
反
、
自
去
年

被
押
領
了
、
云
下
地
、
云
分
米
、
可
被
糺
返
云
々
、
如
朝
貞
申
者
、
彼
和
与
之
時
、
田
畠
七
反
小
可
糺
返
之
由
、
雖
載
朝
貞
狀
、
其
内
田
畠

〻等
［
幷
］此

外

公
文
名
等
、
差
四
至
可
去
給
之
旨
、
高
村
同
日
出
契
狀
之
間
、
就
件
狀
等
給
六
波
羅
下
知
了
、
其
後
同
年
七
月
三
日
於
当
保
任
契
約
、
堺
四
至
依

（
端
書
）　

〔
六
〕
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三

二
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一

出
去
文
、
和
与
内
田
畠
六
反
不
返
付
于
氏
女
、
加
之
□

（
可
）破

高
村
□〔

和
与
状
〕

□
□
之
由
、
貞
遠

氏
女

之
夫
去
年
雖
訴
申
之
、
不
可
然
之
由
、　　
　
　
　
　
　

件
四
至

内
田　　
　
　
　
　
　

□
〔
去
ヵ
〕年

令
知
行
云
々
、
氏
女
申
云
、
於
建
長
四
年
七
月
三
日
高
村
狀
者
、
去
年
始
令
進
覧
之
上
、
爲
乞
索
狀
之
處
、
今
又
出
和

与
同
日
書
狀
事
、
奸
謀
也
、
前
々
不
披
露
之
、
高
村
令
離
別
氏
女
之
後
、
語
取
之
条
炳
焉
也
、
任
契
約
之
旨
、
何
無
其
科
哉
、
和
与
内
六
反
于
今

不
返
付
事
、
爲
欝
訴
之
処
、
今
重
押
領
三
丁
三
反
、
甚
無
衟
也
云
々
、
朝
貞
申
云
、
高
村
自
筆
狀
前
々
披
露
之
条
、
無
異
儀
之
上
、
語
取
否
可
被

尋
問
高
村
云
々
者
、
如
朝
貞
・
高
村
等
建
長
四
年
三
月
十
三
日
和
与
狀
者
、
若
令
変
改
狀
者
、
可
被
行
罪
科
云
々
、
而
彼
和
与
内
田
畠
幷
其
外
公
文

名
等
、
可
去
給
之
由
、
同
日
出
高
村
自
筆
狀
之
旨
、
朝
貞
雖
申
之
、
如
彼
和
字

〔
与
ヵ
〕狀

三
月
十
三
日

不
記
年
号
、
者
、
不
載
其
員
數
、
如
建
長
四
年
七
月
三
日
同
自
筆

狀
者
、
雖
差
四
至
、
於
件
狀
等
⃝者
高
村
令
離
別
氏
女
之
後
、
語
取
之
旨
、
氏
女
申
之
、
加
之
、
彼
田
畠
三
丁
三
反
建
長
四
年
於
令
去
与
朝
貞
者
、

卽
可
領
知
之
處
、
自
去
年
令
知
行
之
旨
、
朝
貞
申
之
条
、
狐
疑
多
端
、
隨
又
件
和
与
内
田
畠
同
日
於
去
与
朝
貞
者
、
何
不
書
改
之
、
背
此
狀
者
、

可
有
罪
科
之
由
乍
載
、
于
彼
翌
日
可
給
下
知
狀
哉
、
和
与
内
田
畠
六
反
未
返
与
氏
女
之
条
、
頗
爲
無
衟
歟
、
高
村
自
筆
狀
爲
乞
索
狀
之
旨
、
氏
女

所
申
非
無
其
謂
、
次
十
二
月
五
日

付
正
嘉

二
年

書
下
事
、
令
披
見
高
村
自
筆
狀
等
之
後
、
下
給
之
旨
、
朝
貞
□

〔
雖
ヵ
〕申

之
、
如
□
〔
狀
者
〕□

貞
遠
□
□

〔
嫁
〕氏

女
之
以 

前
、
被
雇
于
高
村
、
乍
書
和
与
狀
、
稱
□
□
之
所
行
、
可
被
破
之
旨
、
貞
遠
訴
申
之
刻
、
不
可
□〔

然
之
由
〕

□
□
雖
被
載
之
、
非
高
村
自
筆
狀
事
歟
、
然
則
、

云
和
与
内
田
畠
六
反
、
云
其
外
公
文
名
三
丁
三
反
、
停
止
朝
貞
之
押
領
、
可
爲
氏
女
可〻
爲〻
分
之
狀
如
件
、

　
　
　
　
　
　

正
元
二
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左（
北
條
時
茂
）

近
將
監
平
在
御
判

＊
＊
＊
�
「
正
閏
史
料
外
編
（
河
野
六
郎
所
蔵
文
書
）」
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年
十
二
月
廿
六
日
附
関
東
下
知
状
案（
（（
（

　
　
　

伊
予
國
河
野
四
郞
通
時
代
唯
觀
與
同
六
郞
︱

義
字　

有
憚
、
相
論
當
國
石
井
鄕
幷
土
居
間
條
々
、

一
、
文
永
五
年
七
月
廿
五
日
和
與
狀
事
、

〔
前
夫
〕（

通
脱
ヵ
）
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右
、
訴
陳
之
趣
子
細
雖
多
、
所
詮
、
石
井
鄕
同
別
名
者
、
河
野
九
郞
左
衞
門
入
衟
敬
蓮

通
時
親
父

通
︱
祖
父
所
領
也
、
而
文
永
四
年
八
月
十
日
子
息
通
繼

通
時
弟

通
︱
父
得
讓
狀
之
處
、
通
時
・
通
繼
相
論
之
間
、
同
五
年
七
月
廿
五
日
兩
方
成
和
與
之
儀
、
以
當
鄕
内
八
名
幷
郞
從
通
繼
與
于
通
時
之
間
、
云

通
繼
總
領
分
、
云
通
時
知
行
分
、
各
所
成
下
文
也
、
而
通
繼
配
分
之
趣
、
非
中
分
之
儀
、
有
玄
隔
增
減
、
或
以
八
名
内
分
拜
領
之
間
、
違
亂

之
時
可
破
和
與
之
儀
之
由
、
稱
載
彼
狀
、
雖
申
子
細
、
如
通
︱
所
進
通
時
同
日
狀
者
、
可
變
和
與
之
由
、
不
載
之
、
然
則
、
先
日
和
與
狀
幷

下
文
難
被
改
替
、
仍
通
時
之
訴
訟
非
沙
汰
之
限
焉
、

一
、
文
永
四
年
八
月
十
日
讓
狀
事
、

　
　

 （
中
略
）
兄
弟
和
与
之
時
、
不
分
別
鄕
、
分
別
名
割
分
、
其
内
通
時
得
之
畢
、
今
更
就
讓
狀
加
料
簡
之
條
、
無
其
謂
欤
（
中
略
）
而
通
時
爲
破

讓
狀
、
及
濫
訴
之
條
、
吿
言
之
科
無
所
于
遁
、
然
則
、
文
永
讓
狀
事
、
今
更
不
及
純

〔
謬
ヵ
〕難

、
次
通
時
造
言
科
事
、
被
注
所
領
、
可
被
分
召
也
矣
（
中

略
）

一
、
通
時
被
父
義
絶
否
事
、

　
　

 （
中
略
）
通
時
・
通
繼
成
和
与
之
儀
、
令
分
領
父
跡
畢
、
和
与
以
前
事
、
不
能
糺
明
眞
僞
、
云
義
絶
事
、
云
謀
書
、（
以
下
缺
）　
（
中
略
）

一
、
以
通
時
分
領
可
被
付
總
領
由
事
、

　
　

右
、
通
時
構
不
實
、
及
敵
對
之
間
、
可
被
返
付
總
領
之
由
、
通
︱
雖
申
之
、
先
度
令
和
与
之
上
、
不
及
沙
汰
焉
、

以
前
條
々
、
依
　
倉
殿
仰
、
下
知
如
件
、

　
　
　
　
　
　

文
永
九
年
十
二
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相（
北
條
時
宗
）

模
守
平
朝
臣
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左（
北
條
政
村
）

京
權
太
夫
平
朝
臣
判



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
五
五

二
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＊
＊
＊
�
「
名
古
屋
市
博
物
館
蓬
左
文
庫
所
蔵
（
金
沢
文
庫
本
）
斉
民
要
術
巻
九
紙
背
文
書
」（
鎌
倉
中
期
、
文
永
十
一
（
一
二
七
四
年
）
頃
ヵ
）
訴
陳
違
目（
（（
（

　
　
　

訴
陳　

目

　
　
　
　
　
　

事

　
　
　
　
　
　

状
云
、
遂
問
注
之
後
、
俊
行
等
屬
廣
雅
、
令
懇
望
之
間
、
弘
長
二
年　　
　
　
　
　
　

令
和
与
之
條
、
執
筆
幷
證
人
現
在
也
、
而
伺
行

貞
御
勘
氣
之
隱
□

（
マ
ヽ
）

□
（
隨
）彼

和
与
状
、
屬
小（

武
藤
景
賴
）

卿
入
衟
掠
給
御
下
文
之
間
、
行
貞
任
和
与
狀
、
可
蒙
御
□

（
成
）敗

之
由
、
致
訴
訟
之
條
、
非
越
訴
云
々
、

　
　
　
　
　
　

云
、
和
与
事
極
不
實
也
、
問
注
以
後
、
於
當
御
引
付
、
雨

（
兩
ヵ
）度

遂
讀
合
逢
□
□

（
弘
）長

三
年
四
月
八
日
御
内
談
、
同
五
月
行
貞
等
被
召
籠
、

同
十
月
俊
行　　
　
　
　
　

御
裁
許
畢
、
被
召
出
御
事
書
幷
御
引
付
日
記
、
被
尋
奉
行
人
、
尙
持
無　　
　
　
　
　

、
次
行
貞
所
帶
和
与
狀
者
謀
書
也
、

可
被
召
出
執
筆
之
仁
云
々
、

　
　
　
　
　

□
云
、
執
筆
之
仁
者
不
知
行
方
云
々
、
俊
行
申
云
、
無
執
筆
仁
之
由
申　 　
　
　
　

、
謀
書
之
条
顯
然
也
、
次
行
貞
所
帶
和
与
狀
之
判
者

俊
行
判
形
云
々
、
俊
行　　
　
　
　
　

所
加
弘
長
問
注
記
也
、
被
召
出
之
、
可
被
比
校
行
貞
謀
書
也
、
次
俊
行
等
掠　　
　
　
　
　

下
知
之
由
、
行
貞

申
之
上
者
、
越
訴
之
條
、
無
異
儀
歟
、
而
行
貞
非
越
訴
□　　
　
　
　

申
之
條
、
顯
然
姧
謀
也
、

　
　
　
　
　

号
不　

由
事
、

　
　
　
　
　

云
、
以
行
貞
所
帶
和
与
狀
、
爲
稱
謀
書
、
令
入
筆
四
月
十
二
日
奉
行　　
　
　
　
　

下
云
々
、

　
　
　
　
　

件
書
下
者
、
全
不
進
覽
證
文
、
不
載
陳
狀
、
只
先
度
御
沙
汰
之
時
、　　
　
　
　
　

書
之
間
、
所
相
交
文
書
中
也
、
而
自
余
文
書
披
見
之
時
、

行
貞
見　　
　
　
　
　

難
申
之
條
、
無
謂
、
所
不
備
進
之
具
書
仁
何
可
加
紕
繆
哉
（
以
下
缼
）
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（

＊
＊
＊
⒜　
「
飯
野
家
文
書
」
徳
治
二
（
一
三
〇
七
）
年
六
月
十
三
日
附
陸
奥
国
好
島
荘
地
頭
岩
城
小
次
郎
和
与
状

﹁
岩

（
端
裏
書
）城

小
次
郞
和
与
狀
﹂

和
与

　

陸
奧
國
岩
城
郡
好
嶋
西
庄
内
東
目
村
地
頭
岩
城
小
次
郞
隆
衡
与
預
所
式
部
右
衞
門
尉
賴
泰
相
論
所
務
以
下
事

右
、
預
所
背
先
例
、
致
非
法
狼
藉
之
間
、
雖
及
上
訴
、
以
和
与
之
儀
、
止
訴
訟
、
兩
方
預
御
下
知
之
處
、
相
互
申
子
細
、
亦
番
訴
陳
、
度
々
雖
遂

問
答
、
所
詮
重
令
和
与
之
上
者
、
自
今
以
後
令
停
止
以
前
條
々
沙
汰
畢
、
然
則
除
預
所
名
久
枝
田
畠
在
家
等
、
於
東
目
村
下
地
以
下
所
務
者
、
止

預
所　

、
避
与
于
地
頭
、
然
者
爲
地
頭
沙
汰
、
毎
年
十
二
月
廿
日
以
前
、
可
運
上
佰
陸
拾
貫
文
錢
貨
於
飯
野
政
所
也
、
若
地
頭
過
約
束
日
限
、
致

未
進
対
捍
、
預
所
亦
相　

下
地
所
務
者
、
云
地
頭
、
云
預
所
、
就
和
与
違
犯
之
仁
、
可
被
行
御
下
知
違
背
之
罪
科
之
狀
如
件

　
　
　
　
　
　

德
治
二
年

丁未
六
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

地
頭
隆
衡
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
﹁
爲

（
裏
封
）後

證
奉
行
人
所
封
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衞
門
尉
源　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衞
門
尉
小
野
（
花
押
）﹂

＊
＊
＊
⒝　
「
同
文
書
」
正
和
四
（
一
三
一
五
）
年
四
月
十
三
日
附
陸
奥
国
好
島
西
荘
預
所
伊
賀
頼
泰
譲
状
案

﹁
二

（
端
裏
書
）郞

左
衞
門
分
伊
賀
﹂

　

子
息
二
郞
左
衛
門
尉
光
貞
ゆ
つ
る
所
々
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二
三
八
五

一　

陸
奧
國
内
好
嶋
庄　

　
　
　
　
　
　
　

ひ
き
郡
の
内
う
る
う
と
村

一　

む
さ
し
の
國
内　
　

潤
土
駒
前
は
す
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
い
に
し
西
東
ミ
く
ら
ま
こ
め

　
　
　
　
　
　
　

麻
續
御
庫
八
个
条
の
内

一　

し
な
の
ゝ
國
内　
　

矢
倉
鄕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
庄
の
内　

　
　
　

一　

ひ
ん
せ
ん
の
國
内　
　

下
か
も
の
村
上
下
小
山　

や
す
い
と
う

つ
ヽ
ら
坂　
　
　
　
　

右
、
光
貞
ち
や
く
し
と
し
て
な
か
く
ゆ
つ
る
と
こ
ろ
也
、
自
筆
狀
如
件

　
　
　
　

正
和
四
年
四
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

賴
泰
在
判

﹁
任

（
裏
書
）此

狀
可
令
領
掌
之
由
、
依
仰
下
知
如
件

　
　

嘉
曆
二
年
八
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相（
北
條
守
時
）

模
守　
在
御
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　

修（
北
條
維
貞
）

理
大
夫
在
御
判　

﹂

�
好
嶋
浦
田
は
な
關
、

��
つ
ゝ
ら
を
新
田
東
目
、

��
河
中
子
北
目
矢
河
子
、
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志
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学　

六
九
巻
七
号�

三
五
八

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
八
六

＊
＊
＊
�
　「
金
澤
文
庫
文
書
」
嘉
暦
四
（
一
三
二
九
）
年
四
月
十
五
日
附
東
重
義
和
与
用
途
請
取
状（
（（
（

う
け
と
り
候
和
よ
の
よ
う
と
う
の
事

　
　
　

合
廿
五
貫
文
者

右
、
件
の
よ
う
と
う
ハ
、
か
和
し
ま
か
あ
と
ゝ
申
て
候
ち
よ
つ
る
女
ニ
、
父
に
て
候
盛
義
か
た
ひ
て
候
ゆ
つ
り
狀
の
し
や
う
も
ん
を
、
て
ら
へ
ま

い
ら
せ
候
て
、
さ
た
を
と
ゝ
め
候
物
な
り
、
こ
の
ゝ
ち
あ
る
い
ハ
し
や
う
も
ん
の
あ
ん
も
ん
と
申
候
、
又
へ
ち
の
ゆ
つ
り
狀
の
し
や
う
も
ん
あ
り

と
申
い
た
し
て
、
さ
た
を
つ
か
ま
つ
り
候
事
あ
る
へ
か
ら
す
候
、
も
し
へ
ち
の
人
に
て
も
、
さ
や
う
の
物
い
て
き
た
り
候
ハ
ヽ
、
盛
義
の
し
ひ
ち

の
し
や
う
も
ん
を
ま
い
ら
せ
候
上
ハ
、
重
義
つ
か
い
候
て
、
申
ひ
ら
き
候
へ
く
候
、
た
ゝ
し
御
け
い
や
く
た
か
い
候
ハ
ヽ
、
な
け
き
申
候
へ
く
候
、

仍
狀
如
件
、

　
　
　
　

嘉
曆
四
年
四
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
重
義
（
花
押
）

あ
と
が
き

　

本
稿
で
は
、
鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
い
て
﹁
私
和
与
﹂
が
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
た
の
か
を
解
明
し
て
い
く
た
め
の
準
備
作

業
の
一
環
と
し
て
、
訴
訟
当
事
者
の
主
張
の
内
容
が
記
さ
れ
る
訴
陳
状
や
裁
判
所
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
判
断
の
内
容
が
記
さ
れ
る
裁
許
状
の

中
に
、﹁
私
和
与
﹂
の
語
が
明
記
さ
れ
て
い
る
史
料
を
は
じ
め
、﹁
私
和
与
﹂
の
語
こ
そ
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、﹁
私
和
与
﹂
の
意

味
を
考
え
る
た
め
に
有
為
な
情
報
を
与
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
史
料
を
見
出
し
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
基
礎
的
な
整
理
を
試
み
る
こ
と

に
な
っ
た
。
前
者
の
史
料
に
関
し
て
は
、
訴
訟
当
事
者
あ
る
い
は
裁
判
所
が
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
﹁
私
和
与
﹂
を
認
識
し
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
、
個
別
の
訴
訟
事
案
の
内
容
に
即
し
て
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
後
者
の
史
料
に
関
し
て
は
、
筆
者
の
大
き
な
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誤
解
に
基
づ
く
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
の
あ
り
得
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
個
別
の
訴
訟
事
案
に
関
す
る
総
合
的
な
視
点
を
持
ち
な

が
ら
も
、
と
り
わ
け
次
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
検
討
を
試
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
当
該
史
料
の
中
に
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い

て
﹁
私
和
与
﹂
に
類
似
す
る
状
況
が
見
出
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
か
り
に
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
と
理
解
さ
れ

得
る
場
合
に
お
い
て
も
、﹁
私
和
与
﹂
で
あ
る
こ
と
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
り
指
摘
あ
る
い
は
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、

な
ど
の
点
で
あ
る
。

　

本
稿
で
あ
ら
た
め
て
整
理
を
試
み
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、﹁
私
和
与
﹂
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
多
く
の
史
料
に
恵
ま
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
か
よ
う
な
意
味
か
ら
し
て
も
、﹁
私
和
与
﹂
の
意
味
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
課
題
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
ん
ご
も
引
き
続
き
﹁
和
与
﹂
お
よ
び
﹁
私
和
与
﹂
を
め
ぐ
る
問
題）
（（
（

に
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、﹁
私
和
与
﹂

を
め
ぐ
る
理
解
の
可
能
性
に
つ
い
て
何
某
か
の
手
掛
か
り
を
得
て
い
き
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

︻
註
︼

（
1
）　

佐
藤
進
一
＝
池
内
義
資
編
﹃
中
世
法
制
史
料
集
﹄
第
二
巻
・
室
町
幕
府
法
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
、
三
五
五
頁
以
下
）
三
七
三
頁
。

（
2
）　

西
村
安
博
﹁
鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
和
与
の
認
可
申
請
手
続
に
つ
い
て
﹂（﹃
法
政
理
論
﹄
第
三
二
巻
第
三
・
四
号
、
新
潟
大
学
法
学
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
〇
頁
以
下
）

一
〇
四
～
一
一
一
頁
、
あ
る
い
は
同
﹁
鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
和
与
関
係
文
書
に
関
す
る
若
干
の
検
討
︱
和
与
を
め
ぐ
る
裁
判
手
続
の
理
解
の
た
め
に
│
﹂（
一
）（﹃
法

政
理
論
﹄
第
三
四
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
二
年
、
一
頁
以
下
）
八
五
～
八
八
頁
。

（
3
）　

西
村
安
博
﹁
鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
和
与
関
係
文
書
に
関
す
る
若
干
の
検
討
﹂（
三
・
完
）（﹃
法
政
理
論
﹄
第
三
五
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
二
年
、
一
（
三
〇
四
）
頁
以
下
）

四
～
三
〇
頁
。

（
4
）　

西
村
安
博
﹁
日
本
中
世
に
お
け
る
裁
判
手
続
に
関
す
る
理
解
を
め
ぐ
っ
て
│
そ
の
理
解
の
現
状
と
課
題
︱
﹂（
一
）（﹃
同
志
社
法
學
﹄
第
六
四
巻
第
七
号
、
二
〇
一
三
年
、

五
三
三
頁
以
下
）
六
〇
三
～
六
一
一
頁
、
あ
る
い
は
、
同
﹁
私
和
与
か
、
和
与
か
│
日
本
中
世
の
裁
判
手
続
の
一
断
面
│
﹂（
近
衞
通
隆
監
修
・
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
編

集
﹃
陽
明
叢
書　

記
録
文
書
篇　

第
九
輯　

法
制
史
料
集
﹄
所
収
﹁
月
報
﹂
27
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
一
～
二
頁
）
な
ど 

。
な
お
、
後
者
論
文
に
お
い
て
は
石
井
良



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
六
〇

鎌
倉
幕
府
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裁
判
に
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け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
八
八

助
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
﹁
私
和
与
﹂
に
関
す
る
史
料
に
①
～
⑥
の
番
号
を
附
し
た
上
で
あ
ら
た
め
て
指
摘
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
も
そ
の
番
号
を
そ
の
ま
ま
使
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
予
め
ご
諒
解
を
頂
き
た
い
と
思
う
。

（
5
）　

本
稿
で
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂
﹃
大
日
本
古
文
書
﹄
家
わ
け
文
書
（
東
京
大
学
出
版
会
）、
竹
内
理
三
編
﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
古
文
書
篇
（
全
四
十
二
巻
お
よ
び
補
遺

全
四
巻
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
完
結
）、
瀬
野
精
一
郎
編
﹃
増
訂
鎌
倉
幕
府
裁
許
状
集
﹄
上
・
関
東
裁
許
状
篇
、
下
・
六
波
羅
鎮
西
裁
許
状
篇
（
増
訂
版
第
二
刷
、
吉

川
弘
文
館
、一
九
九
四
年
）
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
既
刊
行
史
料
集
を
参
照
す
る
一
方
、東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
HP
上
で
公
開
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
い
る
。
な
お
、

﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
所
収
史
料
に
つ
い
て
は
、﹁
鎌
遺
○
（
巻
）
○
○
○
（
号
文
書
）﹂
と
記
す
一
方
、﹃
鎌
倉
幕
府
裁
許
状
集
﹄
所
収
史
料
に
つ
い
て
は
、﹁
関
裁
│
○
○
﹂、﹁
六
裁

│
○
○
﹂
あ
る
い
は
﹁
鎮
裁
│
○
○
﹂
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
で
引
用
す
る
史
料
は
主
と
し
て
各
註
の
中
で
最
初
に
記
し
た
史
料
集
所
載
の
該
当
史
料
に
依
拠

し
て
い
る
こ
と
も
記
し
て
お
き
た
い
。

（
6
）　
﹃
大
日
本
古
文
書　

高
野
山
文
書
之
一
﹄
寶
簡
集
二
三
・
三
〇
二
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㊳
二
九
五
八
九
。

（
7
）　

西
村
・
前
掲
﹁
日
本
中
世
に
お
け
る
裁
判
手
続
に
関
す
る
理
解
を
め
ぐ
っ
て
﹂（
一
）
六
〇
三
～
六
一
一
頁
。

　
　
　

な
お
、
平
山
氏
は
﹁
和
与
状
の
審
査
﹂
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
、
審
査
は
﹁
手
続
と
形
式
と
内
容
の
三
方
面
か
ら
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
﹂（
前
掲
﹃
和
与
の
研
究
﹄
一

〇
九
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。﹁
手
続
﹂
に
関
す
る
審
査
が
行
わ
れ
た
事
例
と
し
て
、﹁
詫
摩
文
書
﹂
元
亨
三
（
一
三
二
三
）
年
三
月
廿
五
日
附
鎮
西
裁
許
状
案
（
鎮
裁
︱
一

二
八
）
を
取
り
上
げ
る
中
で
、
訴
人
に
よ
る
和
与
の
認
可
申
請
に
先
駆
け
て
論
人
が
裁
判
所
に
対
し
て
訴
人
作
成
の
和
与
状
を
提
出
し
認
可
申
請
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
受
け
た
裁
判
所
は
訴
人
に
対
し
て
和
与
の
実
否
の
確
認
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
一
〇
九
頁
）。
そ
し
て
、﹁
内
容
﹂
に
関
す
る
審
査
に
関
し
て
は
、﹁
和

与
の
成
立
に
裁
判
所
が
干
渉
す
る
も
の
で
も
﹂
な
く
、﹁
和
与
の
結
果
が
、
法
の
指
向
す
る
と
こ
ろ
と
一
致
せ
ず
、
随
っ
て
ま
た
、
幕
府
の
政
策
の
指
向
す
る
と
こ
ろ
と
も
一

致
し
な
い
ば
あ
い
が
生
じ
得
た
﹂
こ
と
か
ら
、﹁
個
々
の
相
論
に
お
い
て
和
与
が
成
立
し
、
認
可
の
下
知
状
申
請
が
行
わ
れ
た
ば
あ
い
、
そ
の
和
与
の
契
約
を
認
め
る
こ
と
が
、

法
規
と
の
関
聯
に
お
い
て
、
ま
た
幕
府
の
政
策
の
立
場
か
ら
適
当
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
疑
問
﹂
が
生
じ
る
中
で
﹁
和
与
状
の
内
容
に
関
し
て
審
査
が
行
な
わ
れ
た
﹂（
一
〇

九
頁
）
と
す
る
理
解
を
導
い
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　

こ
の
上
で
平
山
氏
は
、﹁
和
与
認
可
の
申
請
を
受
け
た
裁
判
所
が
、
和
与
を
許
容
し
な
い
ば
あ
い
﹂
と
し
て
四
つ
の
事
例
（
次
掲
︻
史
料
︼・﹁
熊
谷
家
文
書
﹂
弘
安
十
（
一

二
八
七
）
年
九
月
一
五
日
附
関
東
御
教
書
［﹁
鎌
遺
﹂
㉑
一
六
三
四
二
］・
後
掲
史
料
Ⅱ
⑤
・
後
掲
史
料
＊
⑩
）
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
氏
は
そ
の
中
の
次
掲
︻
史
料
︼
＝
﹁
入

来
院
家
文
書
﹂
年
月
日
不
詳
（
文
保
元
年
以
降
ヵ
）
澁
谷
爲
重
陳
状
（
朝
河
貫
一
著
・
朝
河
貫
一
著
書
刊
行
委
員
会
編
﹃
入
来
文
書
（
復
刻
版
）﹄
紀
伊
國
屋
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、

六
〇
頁
、
一
二
三
号
文
書
）
を
取
り
上
げ
、﹁
一 

惟
重
不
可
知
行
廣
化
之
跡
事
﹂
に
記
さ
れ
る
和
与
（
傍
線
部
分
）
に
注
目
す
る
中
で
、
こ
の
重
陳
状
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
当
該
訴
訟
事
案
に
お
い
て
は
﹁
当
事
者
の
間
で
和
与
が
成
立
し
、（
訴
人
惟
重
が
、
筆
者
註
）
認
可
の
下
知
を
裁
判
所
に
申
請
し
て
も
、
裁
判
所
が
（
審
査
を
行
っ
た
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結
果
、
当
該
和
与
を
、
筆
者
註
）
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
﹂（
一
一
三
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
和
与
は
果
た
し
て
平
山
氏
の
い
わ
れ
る
ご

と
く
﹁
当
事
者
の
間
で
成
立
し
た
﹂
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
得
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
当
該
和
与
は
そ
も
そ
も
和
与
認
可
の
た
め
の
審
査
の
対
象
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
得
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
筆
者
は
聊
か
の
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　

当
該
事
案
に
み
え
る
和
与
を
め
ぐ
っ
て
は
、
も
と
よ
り
、
あ
く
ま
で
論
人
（
爲
重
）
の
主
張
内
容
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
一
定
の
限
界
な

い
し
制
約
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
平
山
氏
が
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
﹁
一 

惟
重
姧
謀
事
﹂
に
記
さ
れ
る
和
与
を
め
ぐ
る
状

況
を
加
味
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
訴
人
（
惟
重
）
が
﹁
雅
意
﹂
に
任
せ
て
﹁
廣
化
之
跡
﹂
に
対
し
て
押
領
を
は
た
ら
く
中
で
、
論
人
を
相
手
取
っ
て
自
ら
が
﹁
非
據
﹂
の
訴
訟

を
提
起
し
、
論
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
一
方
的
に
、
そ
し
て
竊
か
に
和
与
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
自
己
に
有
利
な
か
た
ち
で
当
該
所
領
に
対
す
る
権
限
を
奪
取
し
よ

う
と
し
て
い
た
と
い
う
状
況
を
、
お
お
よ
そ
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
当
該
和
与
は
平
山
氏
の
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
当
事
者

間
で
成
立
し
た
和
与
で
あ
る
と
は
そ
も
そ
も
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
訴
人
か
ら
一
方
的
に
認
可
の
申
請
を
受
け
た
裁
判
所
（
鎮
西
ヵ
）
は
、
当
該
和
与
が

果
た
し
て
両
当
事
者
間
の
合
意
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
否
か
、
つ
ま
り
和
与
認
可
の
申
請
が
両
当
事
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
（
平
山
氏
の
い

わ
れ
る
﹁
手
続
﹂
に
関
す
る
審
査
）
な
ど
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
慎
重
に
確
認
を
行
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
和
与
の
存
否
に
関
す
る
確
認
が
行
わ
れ
た
結
果
、

当
該
和
与
に
つ
い
て
は
一
方
当
事
者
（
論
人
爲
重
）
が
全
く
関
知
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
は
和
与
の
認
可
を
行
う
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う

状
況
が
あ
ら
た
め
て
推
測
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

他
方
で
は
、
一
方
当
事
者
か
ら
和
与
の
認
可
申
請
を
受
け
る
に
い
た
っ
た
裁
判
所
が
こ
の
よ
う
に
、
相
手
方
当
事
者
に
対
し
て
和
与
の
事
実
確
認
を
行
う
行
為
に
関
し
て
、

平
山
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
﹁
審
査
﹂
の
手
続
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
殊
更
に
強
調
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
裁
判
所
を
介
し
て
訴

訟
両
当
事
者
間
で
通
常
行
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
、
訴
状
お
よ
び
陳
状
の
応
酬
を
め
ぐ
る
裁
判
手
続
（
三
問
三
答
を
原
則
と
す
る
書
面
審
理
手
続
）
に
お
け
る
裁
判
所
の
関
与

の
仕
方
を
考
え
る
と
き
、
和
与
の
存
否
を
確
認
す
る
裁
判
所
の
行
為
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
な
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

︻
史
料
︼

（
前
缺
）

　
　

堵
申
之
間
支
申
云
々
、
取
詮
、

　
　
　

 

此
条
、
就
甥
廣

（
重
貞
）化

（
重
貞
）
自
筆
避
狀
、
令
知
行
之
間
、
令
申
安
堵
之
處
、
惟
重
猥
支
申
安
堵
之
間
、
於
當
御
奉
行
、
被
經
御
沙
汰
之
處
、
構
出
今
案
之
由
、
載
陳
狀
之
条
、
不

足
言
也
、
廣
化
自
筆
顯
然
之
上
者
、
爭
今
案
之
由
可
掠
申
哉
、
是
三　
（
中
略
）



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
六
二

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
九
〇

　
　

一
惟
重
不
可
知
行
廣
化
之
跡
事

　
　
　

 
惟
重
爲
訴
人
於
廣
化
之
跡
寺
（
事
ヵ
）、
致
非
據
訴
訟
、
令
和
与
、
以
彼
和
与
狀
、
於
當
御
奉
行
可
下
給
御
下
知
之
由
雖
申
之
、
不
及
御
許
容
之
上
者
、
爭
可
令
知
行
廣
化
跡
哉
、

而
以
次
第
相
承
文
書
、
令
知
行
之
由
、
令
僞
陳
之
条
姧
謀
也
、
廣
化
子
息
僧
明
一
房
、
舍
弟
僧
眞　

房
、
亡
父
跡
田
在
家　

當
知
行
之
上
者
、
閣
子
息　

次
第
相
承
文
書
、
舍

弟
惟
重
爭
可
帶
哉
、
尤
欲
被
召
出
、
是
九

　
　

一
惟
重
姧
謀
事

　
　
　

 

於
薩
摩
國
塔
原
在
家　

、
同
國
在
國
司
三
郞
左
衞
門
入
衟
衟
興
、
同
國
住
人
武
光
掃
部
左
衞
門
尉
飛
駄
彌
四
郞
兵
衞
入
衟
随
願
幷
井
上
左
衞
門
二
郞
朝
有　

、
以
廣
化
永
代
沽

却
地
、
惟
重
任
雅
意
致
押
領
、
竊
令
和
与
、
掠
給
安
堵
之
条
姧
謀
至
也
、
然
早
被
召
出
彼
和
与
狀
以
下
證
文
安
堵
御
下
文
、
欲
被
召
行
罪
科
、
是
十

　
　

 

以
前
条
々
大
槪
如
斯
、
所
詮
、
於
廣
化
避
狀
者
、
惟
重
承
伏
之
上
者
、
欲
蒙
御
成
敗
、
且
押
領
承
伏
之
上
者
、
云
下
地
、
云
年
々
押
領
物
、
被
糺
返
之
、
於
罪
科
者
、
任
被
定
置
之
旨
、

欲
被
召
行
、
且
彼
避
狀
惟
重
存
知
事
、
期
問
答
之
時
、
仍
重
粗
言
上
如
件
、

（
8
）　

赤
松
俊
秀
＝
児
玉
幸
多
＝
竹
内
理
三
＝
林
屋
辰
三
郎
＝
古
島
敏
雄
＝
宝
月
圭
吾
編
集
顧
問
﹃
日
本
古
文
書
学
講
座
﹄
第
5
巻　

中
世
Ⅱ
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
一
年
、
五

七
頁
以
下
）
九
六
～
九
七
頁
。

（
9
）　

新
田
一
郎
﹃
日
本
中
世
の
社
会
と
法
︱
国
制
史
的
変
容
︱
﹄
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
。
以
下
の
叙
述
は
こ
れ
に
拠
り
、
該
当
頁
を
記
す
。

（
10
）　

高
橋
一
樹
﹃
中
世
荘
園
制
と
鎌
倉
幕
府
﹄
塙
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
三
二
一
頁
以
下
。
以
下
の
叙
述
は
こ
れ
に
拠
り
、
該
当
頁
を
記
す
。

（
11
）　

日
本
古
文
書
学
会
編
﹃
古
文
書
研
究
﹄
第
六
三
号
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
、
二
五
頁
以
下
。
以
下
の
叙
述
は
こ
れ
に
拠
り
、
該
当
頁
を
記
す
。

（
12
）　

こ
の
こ
と
は
、
佐
藤
雄
基
﹁
中
世
の
法
と
裁
判
﹂（﹃
岩
波
講
座
日
本
歴
史
﹄
第
7
巻
・
中
世
2
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
一
四
六
頁
以
下
）
一
七
一
頁
に
お
い
て
、﹁
当

事
者
た
ち
は
和
与
を
結
ん
だ
上
で
、
幕
府
の
裁
許
（
下
知
状
）
を
申
請
し
た
。
幕
府
の
和
与
裁
許
状
を
得
て
い
な
い
和
与
は
﹁
私
和
与
﹂
と
見
な
さ
れ
、
幕
府
法
廷
で
効
力
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
っ
た
（
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
が
）。
当
事
者
間
の
関
係
を
安
堵
・
承
認
す
る
役
割
が
幕
府
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
こ
と
が
紛
争
を
予
防
・
抑
制

す
る
作
用
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
関
連
す
る
。
佐
藤
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
幕
府
裁
判
所
が
私
和
与
を
認
め
な
い
場
合
と
は

ど
の
よ
う
な
事
例
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
私
和
与
を
認
め
て
い
る
場
合
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
事
例
が
見
出
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
筆
者
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来

て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
和
与
に
関
す
る
実
証
的
な
研
究
を
進
め
て
来
て
い
る
筆
者
に
は
、
か
よ
う
な
問
い
に
応
え
る
べ
く
責
任
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

（
13
）　

＊
⑦
﹃
大
日
本
古
文
書　

高
野
山
文
書
之
五
﹄
又
續
寶
簡
集
五
十
六
・
一
一
二
八
＝
仲
村
研
編
﹃
荘
園
史
料
叢
書　

紀
伊
國
阿
氐
河
荘
史
料　

一
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七

六
年
、
一
六
八
号
文
書
［
以
下
で
は
﹁
阿
氐
河
荘
史
料　

一
﹂
○
○
○
の
よ
う
に
記
す
］
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑬
九
八
二
八
。

（
14
）　

Ⅰ
①
﹃
高
野
山
文
書
之
五
﹄
又
續
寶
簡
集
五
十
・
一
一
四
四
［
前
半
］
お
よ
び
﹃
同
文
書
之
六
﹄
同
七
十
九
・
一
四
六
五
［
後
半
］
＝
﹁
阿
氐
河
荘
史
料　

二
﹂（
一
九
七



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
六
三

二
三
九
一

八
年
刊
行
）
二
二
五
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑯
一
二
一
八
三
。

（
15
）　

②
＊
⒜
﹃
高
野
山
文
書
之
五
﹄
又
續
寶
簡
集
七
十
九
・
一
四
四
九
＝
﹁
阿
氐
河
荘
史
料　

二
﹂
二
三
四
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑯
一
二
三
七
一
、
＊
⒝
﹃
高
野
山
文
書
之
五
﹄
又
續
寶

簡
集
五
十
七
・
一
一
五
五
＝
﹁
阿
氐
河
荘
史
料　

二
﹂
二
三
五
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑯
一
二
三
六
九
、
お
よ
び
Ⅰ
⒞
﹃
高
野
山
文
書
之
五
﹄
又
續
寶
簡
集
五
十
七
・
一
一
五
二
＝
﹁
阿

氐
河
荘
史
料　

二
﹂
二
三
六
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑯
一
二
四
二
〇
。

（
16
）　

④
＊
⒜
﹁
東
寺
百
合
文
書
﹂
ユ
函
・
二
四
（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

東
寺
百
合
文
書
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉛
二
三
八
二
五
＝
若
狭
国
太
良
荘
史
料
集
成
編
纂
委
員

会
編
﹃
若
狭
国
太
良
荘
史
料
集
成
﹄
第
二
巻
（
小
浜
市
、
二
〇
〇
八
年
）
二
一
〇
号
文
書
、
Ⅰ
⒝
﹁
東
寺
百
合
文
書
﹂
ユ
函
・
二
六
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉛
二
四
一
六
六
＝
前
掲
﹃
若

狭
国
太
良
荘
史
料
集
成
﹄二
二
二
。
以
上
は
幕
府
裁
判
所
に
係
属
し
た
訴
訟
事
案
で
は
な
い
も
の
の
、私
和
与
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
も
有
益
な
史
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
高
橋
慎
一
朗
﹁
若
狭
国
太
良
庄
と
歓
喜
寿
院
﹂（
鎌
倉
遺
文
研
究
会
編
﹃
鎌
倉
遺
文
研
究
Ⅰ　

鎌
倉
時
代
の
政
治
と
経
済
﹄
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
四
年
、
二
八
六
頁

以
下
）
に
拠
れ
ば
、
基
本
的
に
歓
喜
寿
院
（
本
家
）
得
分
が
一
〇
石
と
定
め
ら
れ
る
中
で
、
正
安
三
（
一
三
〇
一
）
年
四
月
廿
三
日
附
歓
喜
寿
院
寺
用
米
支
配
定
（﹁
鎌
遺
﹂

㉗
二
〇
七
七
一
）
に
よ
り
、
太
良
荘
か
ら
東
寺
（
領
家
）
に
送
り
届
け
ら
れ
る
年
貢
の
十
二
分
一
を
本
家
に
分
配
す
る
こ
と
が
改
め
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
﹁
支
配
定
﹂
は
、
両
者
が
作
成
し
互
い
に
確
認
し
合
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
寺
は
十
二
分
一
の
分
配
比
率
を
守
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
に

不
満
を
抱
い
た
歓
喜
寿
院
が
訴
訟
を
提
起
す
る
中
で
、
対
す
る
東
寺
は
従
来
の
十
五
分
一
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
歓
喜
寿
院
側
も
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
来
て
い
る
と
再
度
反
論

を
行
っ
て
い
る
（
＊
⒜
）。
こ
れ
に
対
し
て
歓
喜
寿
院
は
、
東
寺
か
ら
の
納
入
が
﹁
支
配
定
﹂
に
反
し
て
十
五
分
一
の
分
配
率
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、

寺
官
を
太
良
荘
に
派
遣
し
て
年
貢
を
直
接
徴
収
す
る
こ
と
に
さ
せ
て
欲
し
い
と
訴
え
て
い
る
。

（
17
）　

⑧
＊
⒜
﹃
大
日
本
古
文
書　

島
津
家
文
書
之
三
﹄
一
一
七
〇
（
一
）［
薩
摩
伊
集
院
和
與
文
書
案
（
一
）］
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉞
二
六
五
八
四
＝
﹁
鎮
裁
﹂
一
〇
六
＝
鹿
児
島
県
維

新
史
料
編
さ
ん
所
編
﹃
鹿
児
島
県
史
料
﹄
旧
記
雑
録
前
編
1
（
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
、一
九
七
九
年
）
一
二
三
〇
、＊
⒝
﹃
島
津
家
文
書
之
三
﹄
一
一
七
〇
（
二
）

［
薩
摩
伊
集
院
和
與
文
書
案
（
二
）］
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉙
二
二
五
四
一
＝
前
掲
﹃
鹿
児
島
県
史
料
﹄
一
一
〇
三
。

（
18
）　

⑨
当
該
事
案
は
必
ず
し
も
幕
府
裁
判
所
で
取
扱
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
敢
え
て
こ
こ
に
指
摘
す
る
三
通
の
史
料
は
﹁
私
和
与
﹂
に
関
す
る
一
定
の
示
唆
を
与
え
得
る
史

料
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
。
＊
⒜
﹁
宝
珠
院
文
書　

二
函
九
一
号
﹂（
研
究
代
表
者
＝
勝
山
清
次
﹃
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書　

中
世
寺
院
に
お
け
る
内
部
集
団
史
料
の

調
査
・
研
究
﹄
二
〇
〇
六
年
、
所
収
﹁
法
華
堂
文
書
平
安
・
鎌
倉
時
代
分
﹂
一
三
八
号
文
書
）、
＊
⒝
﹁
鎌
遺
﹂
㊱
二
八
三
四
四
＝
﹃
兵
庫
県
史
﹄
史
料
編　

中
世
5
、
一
九

九
一
年
、
所
収
﹁
東
大
寺
文
書　

摂
津
国
猪
名
荘
・
長
洲
荘
﹂
五
〇
。
な
お
、﹃
尼
崎
市
史　

第
一
巻
﹄
本
編
1　

原
始
時
代
・
古
代
・
中
世
、
一
九
六
六
年
、
四
六
二
頁
以
下
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
﹃
収
集
家
一
〇
〇
年
の
軌
跡
︱
水
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
│
﹄
一
九
九
八
年
、
六
三
頁
、
あ
る
い
は
、
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
編
﹃
尼
崎

市
制
九
十
周
年
記
念　

新
﹁
尼
崎
市
史
﹂　

図
説　

尼
崎
の
歴
史
﹄
上
巻
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
三
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。
＊
⒞
前
掲
﹃
兵
庫
県
史
﹄
史
料
編
、
所
収
﹁
東
大



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
六
四

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
九
二

寺
文
書　

摂
津
国
猪
名
荘
・
長
洲
荘
﹂
五
一
。
そ
の
一
方
で
、
文
保
二
（
一
三
一
八
）
年
三
月
廿
三
日
附
摂
津
国
杭
瀬
荘
地
頭
（
美
藤
左
衞
門
尉
）
和
与
状
の
作
成
さ
れ
た
事

実
は
＊
⒜
に
記
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
鎌
倉
幕
府
が
こ
れ
に
対
応
す
る
同
日
附
の
和
与
認
可
裁
許
状
を
発
給
し
て
い
る
事
実
が
﹁
真
福
寺
所
蔵
文
書
﹂
暦
応
三
（
一
三
四
〇
）

年
九
月
廿
七
日
附
足
利
直
義
下
知
状
案
（﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
六
編
之
六
＝
前
掲
﹃
兵
庫
県
史
﹄
史
料
編　

中
世
5
、
所
収
﹁
東
大
寺
文
書　

同
前
﹂
七
二
号
文
書
））
に
よ
り

明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
当
該
下
地
中
分
和
与
に
関
し
て
、
そ
の
一
方
当
事
者
で
あ
る
﹁
東
大
寺
法
華
堂
方
﹂
が
現
地
に
お
い
て
実
際
に
﹁
管
理
・
支
配
﹂
す
る
た
め
に

作
成
し
た
絵
図
が
、
近
時
発
見
さ
れ
た
﹁
摂
津
国
杭
瀬
荘
西
野
新
開
荒
野
等
下
地
中
分
絵
図
﹂
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
（
西
田
友
弘
﹁
東
大
寺
宝
珠
院
所
蔵
絵
図
か

ら
見
た
鎌
倉
時
代
後
期
の
尼
崎
地
域
﹂﹃
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
﹄
第
二
七
号
、
二
〇
一
七
年
、
一
頁
以
下
、
四
～
五
頁
、
あ
る
い
は
同
﹃
悪
党
召
し
捕
り
の
中
世

︱
鎌
倉
幕
府
の
治
安
維
持
︱
﹄
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
、
一
四
四
～
一
四
六
頁
）。

（
19
）　

＊
⑩
﹁
祢
寢
文
書　

一
﹂（﹃
鹿
児
島
県
史
料
﹄
旧
記
雑
録
拾
遺
家
わ
け
1
、
一
九
八
八
年
）
二
八
八
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㊲
二
八
六
〇
二
＝
﹁
鎮
裁
﹂
一
四
七
。

（
20
）　

③
・
Ⅰ
⒜
﹃
高
野
山
文
書
之
一　

寶
簡
集
九
﹄
一
二
九
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㊴
三
〇
五
三
三
＝
瀬
野
精
一
郎
編
﹃
荘
園
史
料
叢
書　

備
後
國
大
田
荘
史
料　

一
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
六
年
、
一
八
七
［
以
下
で
は
﹁
大
田
荘
史
料
﹂
○
○
○
の
よ
う
に
記
す
］、
＊
⒝
﹁
大
田
荘
史
料
﹂
一
七
一
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉝
二
五
二
六
〇
、
＊
⒞
﹃
高
野
山
文
書
之
一　

寶
簡
集
八
﹄
＝
﹁
大
田
荘
史
料
﹂
一
七
五
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉞
二
五
九
九
二
。

（
21
）　

＊
⑪
﹃
島
津
家
文
書
之
一
﹄
五
五
四
＝
﹃
鹿
児
島
県
史
料
﹄
旧
記
雑
録
前
編
1
、
一
五
二
一
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㊴
三
〇
六
五
一
＝
﹁
鎮
裁
﹂
一
八
一
。

（
22
）　

＊
⑫
﹃
大
日
本
古
文
書　

熊
谷
家
文
書
﹄
二
〇
七
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㊵
三
一
四
一
五
。
な
お
、こ
の
鵜
飼
荘
は
安
貞
二
（
一
二
二
八
）
年
の
七
条
院
領
目
録
に
記
さ
れ
て
い
る
（
網

野
善
彦
＝
石
井
進
＝
稲
垣
泰
彦
＝
永
原
慶
二
編
﹃
講
座
日
本
荘
園
史
﹄
５　

東
北
・
関
東
・
東
海
地
方
の
荘
園
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
、
四
〇
五
頁
）。

（
23
）　

⑬
＊
＊
⒜
﹃
大
日
本
古
文
書　

阿
蘇
文
書
之
一
﹄（
阿
蘇
家
文
書
上
）
九
八
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑤
二
七
一
九
、
＊
＊
⒝
﹁
阿
蘇
文
書
之
一
﹂（
同
）
七
九
＝
瀬
野
精
一
郎
編
﹃
南
北

朝
遺
文　

九
州
編
﹄
第
一
巻
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
〇
年
、
八
六
号
文
書
。
な
お
、
杉
本
尚
雄
﹃
中
世
の
神
社
と
社
領
﹄（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
年
、
四
七
頁
以
下
、

と
く
に
五
七
～
六
二
頁
）、
工
藤
敬
一
﹃
中
世
古
文
書
を
読
み
解
く
│
南
北
朝
内
乱
と
九
州
︱
﹄（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
四
一
～
一
四
三
頁
）、﹁
平
安
・
鎌
倉
期
の

阿
蘇
文
書
﹂（
熊
本
大
学
＝
熊
本
県
立
美
術
館
編
﹃
阿
蘇
家
文
書
修
復
完
成
記
念　

阿
蘇
の
文
化
遺
産
﹄（
工
藤
敬
一
氏
執
筆
、
二
〇
〇
六
年
、
一
五
二
～
一
五
五
頁
参
照
）、

甲
佐
町
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
新
甲
佐
町
史
﹄（
二
〇
一
三
年
、一
五
九
頁
以
下
、と
く
に
一
七
四
～
一
七
六
頁
）、あ
る
い
は
ま
た
、山
本
幸
司
﹁
検
断
と
祓
﹂（
笠
松
宏
至
編
﹃
中

世
を
考
え
る　

法
と
訴
訟
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
一
八
三
頁
以
下
、
と
く
に
二
一
三
～
二
一
四
頁
）
な
ど
を
参
照
。

（
24
）　

＊
＊
⑭
菊
池
紳
一
編
﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
補
遺
編
・
尊
經
閣
文
庫
文
書
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
七
四
号
文
書
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑫
八
七
七
五
＝
﹁
関
裁
﹂
一
〇
六
。

（
25
）　

⑮
＊
＊
⒜
陽
明
文
庫
﹁
十
五
函
記
録
文
書
目
録
﹂
の
中
﹁
第
十
五
函
﹂
二
五
七
二
八
号
文
書
。
当
該
文
書
に
つ
い
て
は
、宮
川
満
編
﹃
大
山
村
史　

別
集
二
﹄
丹
南
町
財
産
区
、

塙
書
房
刊
行
、
一
九
六
四
年
、
五
九
五
［
案
文
］
＝
﹃
兵
庫
県
史
﹄
史
料
編　

中
世
8
、
一
九
九
四
年
、
所
収
﹁
近
衛
家
文
書
﹂
七
［
案
文
］
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑱
一
三
二
六
五
［
案



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
六
五

二
三
九
三

文
］
で
あ
る
。
＊
＊
⒝
同
﹁
十
五
函
記
録
文
書
目
録
﹂
の
中
﹁
第
十
三
函　

平
記
及
び
勘
例
等
﹂
二
五
七
四
三
号
文
書
。
当
該
文
書
に
つ
い
て
は
、﹃
大
山
村
史　

別
集
二
﹄

五
九
六
［
案
文
］
＝
﹃
兵
庫
県
史
﹄
史
料
編　

中
世
8
、﹁
近
衛
家
文
書
﹂
八
［
案
文
］
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑱
一
三
四
八
〇
［
案
文
］
で
あ
る
。
＊
＊
⒞
同
﹁
貴
重
文
書
目
録
﹂
二

五
五
七
九
号
文
書
お
よ
び
二
五
六
八
九
号
文
書
（
一
）。
当
該
文
書
に
つ
い
て
は
、﹃
大
山
村
史　

別
集
二
﹄
五
九
七
＝
﹃
兵
庫
県
史
﹄
史
料
編　

中
世
８
、﹁
同
前
﹂
一
〇
＝
﹁
鎌

遺
﹂
⑱
一
三
五
七
六
で
あ
る
。
＊
＊
⒟
陽
明
文
庫
﹁
貴
重
文
書
目
録
﹂
二
五
六
八
九
号
文
書
（
二
）。
当
該
文
書
に
つ
い
て
は
、﹃
大
山
村
史　

別
集
二
﹄
五
九
八
＝
﹃
兵
庫
県
史
﹄

史
料
編　

中
世
8
、﹁
同
前
﹂
十
一
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑱
一
三
五
七
七
で
あ
る
。
＊
＊
⒠
陽
明
文
庫
﹁
貴
重
文
書
目
録
﹂
二
五
六
八
九
号
文
書
（
三
）。
当
該
文
書
に
つ
い
て
は
、﹃
大

山
村
史　

別
集
二
﹄
五
九
九
＝
﹃
兵
庫
県
史
﹄
史
料
編　

中
世
８
、﹁
同
前
﹂
十
二
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑱
一
三
五
七
八
で
あ
る
。
な
お
、﹁
陽
明
文
庫
所
蔵
文
書
﹂
に
つ
い
て
は
、
西

村
安
博
﹁
近
衞
家
領
丹
波
國
宮
田
荘
を
め
ぐ
る
訴
訟
關
係
文
書
に
つ
い
て
│
﹁
和
与
﹂
お
よ
び
﹁
謀
書
﹂
に
關
す
る
法
制
史
料
の
檢
討
│
﹂（
正
）（﹃
同
志
社
法
學
﹄
第
五
五

巻
第
五
号
、
二
〇
〇
四
年
、
六
三
頁
以
下
、
と
く
に
一
一
一
頁
以
下
参
照
）
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
26
）　

⑯
＊
＊
⒜
茨
城
県
史
編
さ
ん
中
世
史
部
会
編
﹃
茨
城
県
史
料　

中
世
編
Ⅰ
﹄
一
九
七
〇
年
、﹁
鹿
島
神
宮
文
書
﹂
三
二
六
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉖
一
九
五
九
七
＝
﹁
関
裁
﹂
二
一
二
、

＊
＊
⒝
﹃
茨
城
県
史
料　

中
世
編
Ⅰ
﹄﹁
塙
不
二
丸
氏
所
蔵
文
書
﹂
二
三
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉞
二
五
九
九
五
、
＊
＊
⒞
﹃
茨
城
県
史
料　

中
世
編
Ⅰ
﹄﹁
同
前
﹂
二
四
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉟

二
六
八
六
四
。
と
く
に
⒜
に
関
し
て
は
、
近
藤
成
一
﹁
土
地
裁
判
か
ら
見
た
鎌
倉
時
代
﹂（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
﹃
日
本
史
の
森
を
ゆ
く
│
史
料
が
語
る
と
っ
て
お
き
の

42
話
︱
﹄
中
公
新
書
、
二
〇
一
四
年
、
一
三
七
頁
以
下
）
参
照
。

（
27
）　

⑰
＊
＊
⒜
﹃
大
日
本
古
文
書　

東
大
寺
文
書
之
十
四
﹄
五
七
一
＝
﹃
岐
阜
県
史
﹄
史
料
編　

古
代
・
中
世
三
、
一
九
七
一
年
、
所
収
﹁
茜
部
荘
古
文
書
﹂
三
〇
三
号
文
書
［
以

下
で
は
﹁
岐
阜
﹂
○
○
の
よ
う
に
記
す
］
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉗
二
〇
八
一
二
、
＊
＊
⒝
﹁
東
大
寺
文
書
﹂
一
︱
二
五
︱
四
三
九
＝
﹁
岐
阜
﹂
補
遺
十
一
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉗
二
〇
八
一
三
、

＊
＊
⒞
﹃
東
大
寺
文
書
之
十
四
﹄
五
六
一
＝
﹁
岐
阜
﹂
三
〇
四
（
後
闕
）
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉗
二
〇
八
九
三
、
お
よ
び
﹁
東
大
寺
文
書
﹂
四
︱
一
五
三
＝
﹁
岐
阜
﹂
三
〇
五
（
前
闕
）

＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉗
二
〇
八
九
四
。

（
28
）　

Ⅱ
⑤
﹃
大
日
本
古
文
書　

相
良
家
文
書
一
﹄
三
六
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉘
二
一
一
一
三
。

（
29
）　

＊
＊
⑱
﹃
兵
庫
県
史
﹄
史
料
編　

中
世
7
、
一
九
九
三
年
、﹁
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
文
書
﹂
一
号
文
書
＝
﹃
神
戸
市
立
博
物
館　

館
蔵
名
品
図
録
﹄
一
九
九
一
年
、
神
戸

市
ス
ポ
ー
ツ
教
育
公
社
、
№
9
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉘
二
一
六
三
七
。

（
30
）　

Ⅱ
⑥
元
亨
二
（
一
三
二
二
）
年
正
月
十
二
日
附
﹁
鎌
倉
幕
府
追
加
法
﹂
第
七
一
七
条
（
佐
藤
進
一
＝
池
内
義
資
編
﹃
中
世
法
制
史
料
集
﹄
第
一
巻
・
鎌
倉
幕
府
法
、岩
波
書
店
、

一
九
五
五
年
、
三
一
三
～
三
一
四
頁
）。

（
31
）　

⑲
＊
＊
⒜
瀬
野
精
一
郎
編
﹃
松
浦
黨
關
係
史
料
集
﹄
第
一
、
續
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
六
年
、
五
五
号
文
書
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑧
五
三
五
九
、
＊
＊
⒝
﹃
同
﹄
二
三
六
＝
﹁
鎌

遺
﹂
㉘
二
一
九
二
六
、＊
＊
⒞
﹃
同
﹄
二
四
八
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉙
二
二
一
一
四
、＊
＊
⒟
瀬
野
精
一
郎
﹁﹁
青
方
文
書
﹂
正
和
四
年
六
月
二
日
鎮
西
探
題
裁
許
状
案
の
復
元
﹂（
同
﹃
松



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
六
六

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
九
四

浦
党
研
究
と
そ
の
軌
跡
﹄
青
史
出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
二
一
三
頁
以
下
、
一
九
九
〇
年
初
出
）。
な
お
、
同
編
﹃
松
浦
黨
關
係
史
料
集
﹄
第
二
、
續
群
書
類
從
完
成
会
、
一
九

九
八
年
、
三
一
四
・
三
一
五
お
よ
び
三
一
六
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉝
二
五
五
二
八
＝
﹁
鎮
裁
﹂
補
六
［
前
缺
］
お
よ
び
﹁
鎮
裁
﹂
九
四
［
前
缺
］
な
ど
を
参
照
。
加
え
て
、
建
長
七
（
一

二
五
五
）
年
九
月
六
日
附
湛
和
与
状
は
現
存
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
32
）　

⑳
＊
＊
⒜
﹃
兵
庫
県
史
﹄
史
料
編　

中
世
8
、
一
九
九
四
年
、
所
収
﹁
八
坂
神
社
文
書
﹂
五
三
＝
八
坂
神
社
社
務
所
編
纂
﹃
増
補　

八
坂
神
社
文
書
﹄
下
巻
一
、
復
刻
版
、

臨
川
書
店
、
一
九
九
四
年
、
一
七
〇
九
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㊳
二
九
三
五
一
、
⒝
﹃
兵
庫
県
史
﹄
同
編
、﹁
同
文
書
﹂
五
六
＝
﹃
増
補　

八
坂
神
社
文
書
﹄
同
巻
、
一
七
一
〇
＝
﹁
鎌
遺
﹂

㊳
二
九
三
七
一
、
＊
＊
⒞
﹃
兵
庫
県
史
﹄
同
編
、﹁
同
文
書
﹂
六
八
＝
竹
内
理
三
編
﹃
増
補　

續
史
料
大
成
﹄
第
四
十
五
巻
（
八
坂
神
社
記
録
三
）
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
、

三
九
六
～
七
頁
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㊶
三
二
三
〇
三
、
＊
＊
⒟
﹃
兵
庫
県
史
﹄
同
編
、﹁
同
文
書
﹂
七
四
＝
﹃
増
補　

八
坂
神
社
文
書
﹄
同
巻
、
一
七
二
〇
。
な
お
、
以
上
に
つ
い
て
は
、

川
島
敏
郎
﹁
祇
園
社
領
﹁
四
カ
保
﹂
の
形
成
と
相
伝
に
つ
い
て
﹂（﹃
古
文
書
研
究
﹄
第
十
四
号
、
一
九
七
九
年
、
七
四
頁
以
下
）、
吉
永
隆
記
﹁
祗
園
社
領
荘
園
の
再
編
︱
顕

詮
と
丹
波
国
波
々
伯
部
保
︱
﹂（﹃
立
命
館
文
學
﹄
第
六
三
七
号
［
特
集　

一
四
世
紀
京
都
の
政
治
と
社
会
︱
﹁
祗
園
社
﹂
社
家
記
録
を
読
む
│
］、
二
〇
一
四
年
、
一
二
四
六

頁
以
下
）
な
ど
を
参
照
。

（
33
）
㉑
＊
＊
＊
⒜
前
掲
・
菊
池
紳
一
編
﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
補
遺
編
・
尊
經
閣
文
庫
文
書
・
九
号
文
書
、
＊
＊
＊
⒝
﹁
東
大
寺
文
書
﹂（
一
︱
六
︱
二
〇
）、﹃
山
口
県
史
﹄
通
史
編　

中
世
、

山
口
県
、
二
〇
一
二
年
、
所
収
［
付
録
］
四
七
＝
﹃
東
大
寺
文
書
之
十
六
﹄
七
九
六
＝
﹁
鎌
遺
﹂
③
一
四
二
〇
、
＊
＊
＊
⒞
前
掲
﹃
山
口
県
史
﹄
所
収
［
付
録
］
五
九
＝
﹃
東

大
寺
文
書
之
十
六
﹄
七
八
九
（
二
）（﹁
與
田
保
相
論
文
書
案
﹂
の
中
）
＝
﹁
六
裁
﹂
一
三
。

　
　
　

な
お
、
＊
＊
＊
⒜
は
地
頭
朝
俊
と
公
文
湛
与
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
和
与
状
の
中
、
朝
俊
和
与
状
（
写
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
湛
和
与
状
は
伝
存
し
て
い
な
い
が
、

＊
＊
＊
⒝
は
こ
の
和
与
を
認
め
た
国
司
庁
宣
で
あ
る
。
当
該
和
与
の
内
容
は
﹁（
公
文
、
筆
者
註
）
湛
与
は
給
田
五
町
・
在
家
一
宇
・
公
文
職
を
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
知
行

す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
朝
俊
が
地
頭
と
称
し
て
下
地
を
進
止
す
る
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
に
関
す
る
証
文
を
渡
し
た
﹂（
前
掲
﹃
山
口
県
史
﹄
通
史
編　

中
世
、
一
〇
六
頁
）

と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
和
与
を
直
接
認
可
し
た
主
体
は
鎌
倉
幕
府
で
は
な
く
国
司
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
和
与
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
後
に
再
び
争
わ
れ
る
よ
う
な
事
態
が

生
じ
た
際
に
は
幕
府
裁
判
所
の
関
知
し
な
い
和
与
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
可
能
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
与
田
保
を
め
ぐ
っ
て
後
に
幾
度
と
な
く

生
じ
る
訴
訟
に
お
い
て
和
与
状
＊
＊
＊
⒜
は
幾
度
と
な
く
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
紛
争
解
決
の
た
め
の
一
定
の
規
準
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
＊
＊
＊
⒜
・
＊
＊
＊
⒝
は
＊
＊
＊
⒞
に
直
接
関
係
す
る
文
書
で
は
な
い
が
、
＊
＊
＊
⒞
の
訴
訟
事
案
に
お
い
て
も
そ
の
大
前
提
と
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
文
書
で
あ
る

こ
と
に
鑑
み
、
こ
こ
に
敢
え
て
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
与
田
保
を
め
ぐ
る
一
連
の
訴
訟
に
関
し
て
は
藤
本
進
﹁
与
田
保
地
頭
に
関
す
る
考
察
﹂（
上
）（
下
）（
日

本
歴
史
学
会
編
﹃
日
本
歴
史
﹄
一
三
七
号
［
四
九
頁
以
下
］・
一
三
八
号
［
二
八
頁
以
下
］、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
年
）、
田
村
裕
﹁
中
世
前
期
国
衙
体
制
下
に
お
け
る
在

地
領
主
の
存
在
形
態
︱
与
田
保
公
文
の
場
合
︱
﹂（﹃
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
﹄
第
三
三
巻
、
一
九
七
四
頁
、
一
九
七
四
年
、
七
一
頁
以
下
）、
同
﹁
周
防
国
与
田
保
の
性
格
と



（　
　
　
　

）

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
六
七

二
三
九
五

国
衙
補
任
地
頭
の
成
立
に
つ
い
て
﹂（﹃
史
學
研
究
﹄
廣
島
史
學
研
究
會
、
第
一
一
九
號
、
一
九
七
三
年
、
一
頁
以
下
）
お
よ
び
﹁
第
五
章　

鎌
倉
時
代
の
荘
園
と
武
士
﹂（
前

掲
﹃
山
口
県
史
﹄
通
史
編　

中
世
、
一
〇
五
～
一
一
五
頁
）
な
ど
を
参
照
。

（
34
）　

＊
＊
＊
㉒
﹁
関
裁
﹂
一
三
二
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑮
一
一
一
六
七
。
こ
れ
は
、
訴
訟
当
事
者
が
和
与
状
を
作
成
し
認
可
裁
許
状
を
得
て
い
る
中
で
紛
争
が
再
発
し
た
事
案
で
あ
る
。

和
与
の
内
容
に
不
満
を
抱
く
訴
人
（
通
時
）
は
、
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
和
与
を
破
棄
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
旨
が
和
与
状
（
論
人
作
成
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
に
は

記
載
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
裁
判
所
は
、
論
人
（
通
義
）
の
提
出
す
る
訴
人
作
成
の
和
与
状
に
は
和
与
を
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
旨
は
記
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
和
与
状
と
こ
れ
を
認
可
す
る
裁
許
状
の
内
容
は
変
更
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
の
判
断
を
導
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
訴
人
が
文
永
四
年
八
月
十
日

附
譲
状
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
分
領
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
濫
訴
に
及
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
和
与
認
可
裁
許
状
に
対
す
る
下
知
違
背
之
咎
と
し
て
で
は
な
く
、
告
言

之
咎
と
し
て
認
定
す
る
一
方
、
こ
れ
を
﹁
造
言
科
﹂
と
し
て
所
領
を
分
け
召
す
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
は
判
断
を
導
く
に
あ
た
り
、
和
与
の
事
実
お
よ
び

そ
の
内
容
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
認
可
す
る
裁
許
状
を
判
断
の
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は
お
お
よ
そ
理
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
和
与
の
前
提
に
さ
れ
た
譲
状
を
重
視
し
和
与

状
を
判
断
の
主
た
る
規
準
と
す
る
中
で
は
、
和
与
認
可
裁
許
状
を
全
面
的
に
依
拠
す
べ
き
規
準
と
位
置
付
け
て
い
る
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
35
）　

＊
＊
＊
㉓
神
奈
川
県
企
画
調
査
部
県
史
編
集
室
編
﹃
神
奈
川
県
史
﹄
資
料
編　

1
古
代
・
中
世
（
1
）、
一
九
七
一
年
、
七
五
四
＝
﹁
鎌
遺
﹂
⑮
一
一
六
一
〇
。

（
36
）　

㉔
＊
＊
＊
⒜
﹃
定
本　

飯
野
家
文
書　

中
世
編
﹄
飯
野
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
一
二
［
一
巻
一
二
］
＝
花
見
朔
巳
序
・
諸
根
樟
一
編
﹃
近
世
以
前
飯
野
及
國
魂
史
料
文
書
﹄（
勿

來
社
、
一
九
三
〇
年
）﹁
二　

好
嶋
荘
篇
﹂
の
中
、
六
号
文
書
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㉚
二
二
九
八
三
、
＊
＊
＊
⒝
﹃
定
本　

飯
野
家
文
書　

中
世
編
﹄
一
八
五
［
未
成
巻
七
］
＝
﹃
近
世

以
前
飯
野
及
國
魂
史
料
文
書
﹄
一
一
号
文
書
。
⒝
に
関
し
て
は
、
嘉
暦
二
（
一
三
二
七
）
年
八
月
廿
四
日
附
で
関
東
の
担
当
奉
行
人
に
よ
る
裏
書
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
な
お
、
当
該
事
案
に
お
い
て
は
、﹁
預
所
側
の
狼
籍
が
原
因
に
よ
り
預
所
伊
賀
頼
泰
と
東
目
村
地
頭
岩
城
小
次
郎
隆
衡
と
の
間
に
成
立
す
る
に
至
っ
た
﹂
徳
治
二
年
の

和
与
は
そ
の
後
、﹁
好
島
氏
知
行
分
の
好
島
田
・
浦
田
に
加
え
て
、
先
の
徳
治
二
年
の
和
与
で
は
預
所
の
関
与
を
止
め
た
は
ず
で
あ
っ
た
﹁
東
目
村
﹂
が
改
め
て
譲
状
に
記
載

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
﹂
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
松
井
茂
﹁
鎌
倉
時
代
の
陸
奥
国
好
島
庄
︱
預
所
の
庄
支
配
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂﹃
歴
史
﹄
第
四
八
輯
、
東
北
歴
史
学
会
、

一
九
七
六
年
、
二
四
頁
以
下
、
と
く
に
三
二
～
三
三
頁
参
照
）。
な
お
、
陸
奥
国
好
島
荘
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
佐
々
木
慶
市
﹁
関
東
御
領
陸
奧
国
好
嶋
庄
﹂（
同
﹃
中
世
東
北

の
武
士
団
﹄
名
著
出
版
、
一
九
八
九
年
、
二
頁
以
下
、
と
く
に
二
三
～
三
〇
頁
参
照
、
一
九
七
〇
年
初
出
）、
永
原
慶
二
﹁
領
主
制
支
配
に
お
け
る
二
つ
の
道
︱
好
島
荘
の
預

所
と
地
頭
を
め
ぐ
っ
て
│
﹂（﹃
永
原
慶
二
著
作
選
集　

第
三
巻　

日
本
中
世
社
会
構
造
の
研
究
﹄
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
九
五
頁
以
下
〔
一
九
六
九
年
発
表
〕、
一
九
七

三
年
公
表
）、
あ
る
い
は
鎌
倉
佐
保
﹁
鎌
倉
期
に
お
け
る
荘
園
制
支
配
の
実
態
と
秩
序
︱
陸
奥
国
好
島
荘
を
素
材
と
し
て
│
﹂（
同
﹃
日
本
中
世
荘
園
制
成
立
史
論
﹄
塙
書
房
、

二
〇
〇
九
年
、
二
四
三
頁
以
下
、
二
〇
〇
三
年
初
出
）
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
研
究
の
蓄
積
を
み
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
は
、﹁
関
東
御
領
好
島
荘
に
お
け
る
、（
私
的

実
力
と
現
実
的
な
経
済
過
程
に
根
を
お
ろ
す
こ
と
に
よ
っ
て
領
主
制
支
配
を
進
め
た
）
地
頭
岩
城
氏
と
（
公
的
権
力
と
し
て
、
制
度
的
な
も
の
に
依
存
し
つ
つ
支
配
を
進
め
よ



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
六
八

鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
私
和
与
に
つ
い
て

二
三
九
六

う
と
す
る
傾
向
が
強
い
）
預
所
伊
賀
氏
の
土
地
所
有
と
在
地
支
配
の
在
り
方
﹂
は
﹁
顕
著
な
相
違
を
示
し
つ
つ
、
両
勢
力
の
競
合
と
し
て
は
、
南
北
朝
以
降
、
前
者
の
優
位
が

決
定
的
と
な
っ
て
い
っ
た
﹂
と
す
る
理
解
（
永
原
・
前
掲
論
文
）
が
久
し
く
共
有
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

（
37
）
＊
＊
＊
㉕
﹃
金
澤
文
庫
古
文
書
﹄
第
七
輯　

所
務
文
書
篇
・
五
三
六
四
号
文
書
。

　
　
　

平
山
行
三
氏
は
前
掲
﹃
和
与
の
研
究
﹄
の
﹁
第
三
章　

和
与
の
手
続
及
び
効
果
﹂
に
お
け
る
﹁
第
四
節　

鎌
倉
時
代
末
期
に
お
け
る
簡
易
和
与
手
続
の
発
達
﹂（
一
二
五
～

一
二
九
頁
）
の
中
で
、
鎌
倉
幕
府
の
﹁
所
務
沙
汰
に
お
け
る
正
式
な
和
与
の
手
続
﹂（
和
与
状
の
作
成
・
交
換
に
と
も
な
い
和
与
の
認
可
申
請
手
続
が
行
わ
れ
、
和
与
認
可
裁

許
状
が
発
給
さ
れ
る
、
筆
者
註
）
が
存
在
す
る
一
方
で
、﹁
鎌
倉
時
代
の
末
期
に
至
っ
て
、
簡
易
和
与
法
と
で
も
い
う
べ
き
略
式
の
和
与
手
続
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
﹂
こ
と
、

す
な
わ
ち
﹁
論
人
が
訴
人
に
対
し
﹁
和
与
用
途
﹂
と
称
す
る
金
︱
銭
貨
を
渡
し
、
訴
人
が
そ
の
代
償
と
し
て
訴
訟
を
止
め
る
手
続
﹂
が
発
達
し
て
い
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
お
ら

れ
る
。
そ
の
中
で
は
、
前
掲
史
料
⑳
Ⅱ
⒝
、﹁
島
津
家
文
書
﹂
元
亨
四
年
二
月
廿
二
日
附
源
祐
清
契
状
＝
﹃
島
津
家
文
書
之
一
﹄
五
三
七
＝
前
掲
﹃
鹿
児
島
県
史
料
﹄
旧
記
雑

録
前
編
一
、
一
三
八
九
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㊲
二
八
六
八
〇
（
↓
鎮
西
担
当
奉
行
人
に
よ
る
裏
封
有
）
お
よ
び
当
該
史
料
（
前
掲
﹃
神
奈
川
県
史
﹄
資
料
編　

１
古
代
・
中
世
（
１
）、

二
七
一
九
＝
﹁
鎌
遺
﹂
㊴
三
〇
五
八
四
）
を
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
前
掲
史
料
⑳
Ⅱ
⒝
に
関
し
て
は
、
訴
人
（
雑
掌
好
国
）
が
﹁（
訴
訟
の
進
行
中
に
、
筆
者
註
）

用
途
（
和
与
用
途
、
筆
者
註
）
を
請
け
取
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
訴
訟
を
と
ど
め
よ
う
と
せ
ず
、
更
に
関
東
の
沙
汰
を
う
け
よ
う
と
し
、
且
つ
、
地
頭
名
以
下
一
庄
の
作
田

を
点
定
し
て
苅
田
狼
藉
を
行
っ
た
の
で
、
和
与
用
途
の
返
還
を
命
じ
、
且
つ
好
国
を
苅
田
狼
藉
の
咎
に
処
せ
ら
れ
た
い
と
い
う
﹂
訴
え
を
、
論
人
（
地
頭
重
綱
）
が
起
こ
し
て

い
る
と
の
解
釈
が
示
さ
れ
る
。

　
　
　

こ
の
こ
と
か
ら
平
山
氏
は
、﹁
こ
の
時
代
（
鎌
倉
幕
府
の
終
末
よ
り
約
三
〇
年
前
）
に
、
所
務
沙
汰
の
訴
訟
手
続
に
お
い
て
、
訴
人
が
論
人
か
ら
銭
を
請
け
取
り
、
そ
の
代

償
と
し
て
訴
人
が
和
与
を
行
な
い
訴
訟
を
止
め
る
事
が
公
認
の
制
度
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
相
手
が
和
与
を
な
し
訴
訟
を
と
ど
め
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
一
方

の
支
払
う
金
を
﹁
和
与
用
途
﹂
と
称
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
﹂
こ
と
、﹁﹁
公
認
の
制
度
﹂
と
い
う
の
は
、﹁
和
与
用
途
﹂
の
性
質
は
訴
訟
代
理
人
が
内
密
に
請
け
取
る
賄

賂
の
如
き
も
の
で
な
い
事
が
、
返
還
請
求
の
訴
訟
を
お
こ
し
て
い
る
事
か
ら
明
瞭
で
あ
る
﹂
こ
と
、
そ
し
て
﹁
こ
の
用
途
を
請
け
取
っ
た
訴
訟
当
事
者
（
訴
人
）
が
そ
の
代
償

と
し
て
﹁
訴
訟
を
止
め
る
﹂
意
思
表
示
を
行
っ
た
契
約
状
﹂
が
正
し
く
﹁
源
祐
清
契
状
﹂
お
よ
び
当
該
史
料
⑳
Ⅱ
⒝
で
あ
る
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。﹁
源
祐
清
契
状
﹂
に
関
し

て
は
対
応
す
る
和
与
認
可
裁
許
状
は
伝
存
し
て
い
な
い
も
の
の
、
当
該
契
状
に
は
裏
封
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
裁
判
所
が
認
可
し
た
こ
と
に
よ
る
法
的
効
果
は
担
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　

そ
の
一
方
で
、
裏
封
や
和
与
認
可
裁
許
状
の
存
在
し
な
い
他
の
二
通
に
関
し
て
平
山
氏
が
、﹁
下
知
状
の
申
請
と
い
う
事
実
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
、
下
知
状
が

下
さ
れ
た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
和
与
認
可
の
下
知
状
の
う
ち
に
、
こ
う
い
う
手
続
で
和
与
の
行
わ
れ
た
事
を
示
す
実
例
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
私
は
未
だ
そ
れ
を
見

な
い
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
場
合
は
、
裁
許
の
下
知
状
は
下
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
正
式
の
和
与
の
手
続
に
比
較
し
て
格
段
に
簡
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略
化
さ
れ
た
手
続
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。﹂
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
幕
府
の
裁
判
手
続
の
上
で
和
与
に
関
す
る
簡
略
化
さ
れ
た
手
続
が
公

認
さ
れ
た
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
か
否
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
和
与
が
裁
判
手
続
の
上
で
私
和
与
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
可
能
性
の
問
題
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
検
討
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
38
）　

前
掲
註
（
4
）
所
引
、
西
村
安
博
﹁
私
和
与
か
、
和
与
か
│
日
本
中
世
の
裁
判
手
続
の
一
断
面
│
﹂
に
お
い
て
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、﹁
私
和
与
﹂
お
よ
び
﹁
和
与
﹂

を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
は
下
知
に
関
す
る
既
判
力
の
考
え
方
が
大
き
な
前
提
と
さ
れ
て
来
て
い
る
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
和
与
を
め
ぐ
る
既
判
力
（﹁
和

與
の
效
力
﹂）
に
つ
い
て
は
夙
に
石
井
良
助
博
士
が
、﹁
下
知
狀
の
形
式
に
於
け
る
裁
判
所
の
認
可
を
受
け
る
と
、
和
與
契
約
案
は
裁
許
（
殊
に
狹
義
の
）
と
同
一
の
效
力
を
有

す
る
に
至
る
譯
で
あ
る
か
ら
、
特
に
之
を
記
述
す
る
必
要
は
な
い
譯
で
あ
る
が
、
具
體
的
に
主
な
も
の
を
擧
げ
て
見
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。﹂（
石
井
・
前
掲
書
二
七
三
頁
）

と
し
て
、﹁
既
判
力
﹂
お
よ
び
﹁
和
与
の
効
力
が
和
与
契
約
各
当
事
者
の
相
続
人
に
及
ぶ
こ
と
﹂
に
関
し
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
和
与
を
認
め
た
下
知
に
対
す
る
違

背
に
関
し
て
は
、﹁（
一
）
和
與
は
旣
判
力
を
有
し
て
居
る
。
卽
ち
裁
判
所
は
當
該
和
與
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
つ
て
棄
破
さ
れ
ざ
る
限
り
、
後
の
裁
判
に
於
て
和
與
狀
の
趣
旨

に
反
す
る
判
決
を
爲
す
事
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
旣
に
和
與
下
知
狀
が
與
へ
ら
れ
た
以
上
は
、
後
の
裁
判
に
於
て
和
與
以
前
の
事
は
も
早
爭
へ
ず
、
和
與
以
前
の

證
文
を
提
出
す
る
も
取
上
げ
ら
れ
る
事
な
く
、
和
与
違
背
は
卽
ち
下
知
違
背
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。﹂（
二
七
三
頁
）
と
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
裁
判
所
が
和
与
を
認
可

す
る
こ
と
の
意
義
を
問
う
こ
と
は
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
﹁
和
与
﹂
に
は
い
か
な
る
意
味
に
お
け
る
法
的
効
果
を
有
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
も
あ
り
、
同
時
に
ま
た
﹁
私
和
与
﹂
の
有
す
る
法
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
自
明
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、﹁
和
与
﹂・﹁
私
和
与
﹂
の

問
題
を
考
え
る
中
に
お
い
て
は
相
変
わ
ら
ず
、
既
判
力
の
問
題
が
潜
在
し
続
け
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
を
拘
束
し
続
け
て
来
て
い
る
既
判
力

の
発
想
か
ら
い
か
な
る
形
で
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
か
、
例
え
ば
﹁
私
和
与
﹂
あ
る
い
は
﹁
和
与
﹂
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
発
想
の
転
換
を
行
う

な
ら
ば
そ
の
実
態
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
か
は
、
今
も
な
お
問
わ
れ
続
け
て
い
る
重
要
な
法
制
史
的
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

︻
附
記
︼

　

か
よ
う
な
拙
文
を
御
退
職
な
ら
び
に
古
稀
の
御
祝
と
し
て
敬
愛
す
る　

瀬
川
晃
教
授
の
机
下
に
捧
げ
る
こ
と
に
御
宥
恕
を
賜
り
た
い
。

　

ま
た
本
稿
は
、
平
成
二
十
九
年
度
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
C
）・
研
究
課
題
﹁
日
本
中
世
法
に
お
け
る
判
決
と
証
拠
の
関
係
に
関
す
る
法
制
史
的
研

究
︱
﹁
裁
判
規
範
﹂
の
再
検
討
︱
﹂（
研
究
代
表
者
＝
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授　

西
村
安
博
［
日
本
法
制
史
専
攻
］）
に
係
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。


